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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、ありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、４番、新保峰孝議員、１４番、宮島 宏議員を指名いたします。 
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日程第２．一般質問 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

昨日に引き続き、通告順に発言を許します。 

田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 〔１８番 田原 実君登壇〕 

○１８番（田原 実君） 

おはようございます。田原 実です。 

５月９日から１２日までの新潟日報に、長期政権の今、糸魚川市長５期目折り返しの記事が特集

されていました。その見出しとなりました、公平性、工事契約に厳しい視線、金額倍増、議会に説

明なし。産科医不在、派遣元に確保を直訴、市外での出産、市民に不安。復興まちづくり、子育て

施設議会で賛否、論点尽きず、２年後争点か。地域経済、地元就職激減に危機感、テレワーク拠点

浸透を図る、の４つの項目は、市民の悩みである、大きな行政課題となっています。 

さらに、今後の糸魚川の広域観光において必要となる大糸線についても、存続廃線決定の時期は

待ったなしの状況となっています。 

そういったことから、今回の質問の１は、私の議員活動の一丁目一番地であります地域医療の確

保策と安心・安全な出産分娩について、市民からの声を聴き、準備しました。 

その中で、市外の病院で出産することの大変な状況が分かったという市民から、議員全員で市内

出産のこと、市民の命、糸魚川の未来についてを真剣に考えてほしい。議会会派の都合や政党云々

ではなく、総がかりで解決に向けて一丸となって市長行政を動かしてほしい。それでこそ、市民に

選ばれた議員ではないかとの声があったことを議員各位にお伝えさせていただき、この後、質問い

たします。 

質問の２は、駅北子育て支援複合施設の計画には、塩尻市の施設「えんてらす」が参考になると

以前より考えていたことから、塩尻市の知人に聞き、まとめた資料を担当課にお渡ししてあります

ので、それを基に質問いたします。 

質問の３、大糸線の存続は、大糸線応援隊の方と意見交換させていただき、質問を準備しました。 

さて、私の一般質問も平成１５年の初議会から始めて、今回で８０回目となります。胸にブルー

リボンをつけ、今日も張り切って質問します。よろしくお願いいたします。 

１、市内出産ができなくなったことへの市民の声、ますます厳しくなる地域医療体制確保への対

応と市長の責任。 

(1) 糸魚川総合病院での分娩取扱い休止後の状況について、市内出産ができなくなったことへ

の市の対応について伺います。 

(2) 市内出産ができなくなったことへの市民の声を聴いていますか。それはどのようなもので

すか伺います。 

(3) 過去５年間の市内出生数の推移と糸魚川総合病院での出産の内訳、令和４年度の出生数の
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分娩場所の内訳について伺います。 

(4) 最近の糸魚川総合病院の広報誌まいほすぴたるに「安心して糸魚川で産前・産後を過ごし

てもらうために」として、黒部市民病院との連携や病院の助産師のコメントが掲載されてい

ます。これをどうサポートしていきますか伺います。 

(5) 出産体制を構築し、安心してこどもを産み育てられるまちにするのは市長・行政の役割と

責任です。それには市内出産について市民に「お知らせ」するだけでなく、市が医療フォー

ラムを主催し、市内出産についての市長の考えを市民に伝え、また市民の生の声を聴くべき

です。市長のお考えを伺います。 

２、（仮称）駅北子育て支援複合施設基本計画の問題点と市民合意について。 

(1) この計画の進め方として、議会をスルーしてパブリックコメントを実施するなど、一方的

な計画案の押しつけとも取れる行政対応となっていませんか。また、まちの中心部の計画地

に施設をつくるのは復興計画の主題であったにぎわいづくりのためですが、これが子育て市

民ニーズへの対応として目的がすり替えられていませんか。この進め方に問題はないか伺い

ます。 

(2) 建設事業費１５億円、年間運営費５,０００万円の計画とのことですが、被災者住民や市

民が望む機能を備えた施設でなければ建設する意味がありません。よりよい計画とするには、

新潟県燕市に２０２４年度オープン予定の「全天候型子ども遊戯施設」や、長野県塩尻市広

丘支所「えんてらす」のように子育て、図書、交流の機能を複合させて多くの利用がある計

画・設計・運営を参考にしていただきたい。また、変形した敷地に無理に押し込んだ計画と

せず、以前まちづくり市民会議で出された市民からの優れたアイデアも取り入れた全体計画

として再検討していただきたい。市長のお考えを伺います。 

(3) 「日本一の子どもをはぐくむ」と高らかに宣言した糸魚川市において子育て事業は最重要

事項でありながら、施設運営を外部委託で済ませようとしています。当初は運営費がかかっ

ても、まずは市直営とし、現場で課題解決の試行錯誤をすべきです。それをＤＢＯ方式で施

設の設計・建設・運営を進めようとしたり、運営を指定管理で外注するのが米田市長の「日

本一の子どもをはぐくむ」ことなのかと疑問を持ちます。市長のお考えを伺います。 

３、大糸線沿線自治体との連携、ＪＲ西日本との協議と存続・廃線の決定時期について。 

(1) 新聞記事で「存廃論議が浮上している大糸線の糸魚川－南小谷（小谷村）間を巡っては、

ＪＲ西日本の担当者が『大糸線利用促進輸送強化期成同盟会』振興部会で自治体が線路など

を維持管理する『上下分離方式』や第三セクターなどを念頭に事例研究を進めるよう求めて

いる。」とありましたが、最近開催された大糸線活性化協議会では糸魚川市長、大町市長、

小谷村長、白馬村長が挨拶等の中で、沿線自治体が連携して北陸新幹線の敦賀延伸を見据え

て観光利用で乗車を増やすことに取り組んでいきたいと所見を述べられていたと思います。

これはＪＲ西日本と即廃線へ検討や協議をすることなく、あくまで鉄路で持続させていくと

も取れるのですが、具体的にどうするのか、いつまでに何をするということがよく分からな

いという印象があり、現状を市民に対して説明いただきたいと思います。 

(2) ＪＲが大糸線を存続させる条件として、例えば乗車数などはどのようなものですか。また、

そのためにＪＲはどのような努力をしていますか伺います。 
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(3) 沿線２市２村は大糸線存続のための観光連携をどのように進めていますか。また、その組

織体制はどのようになっていますか伺います。 

(4) 会員数約３,０００名の大糸線応援隊をどのように活用していきますか。単にフォーラム

やイベントへの参加を促すだけでなく、ＪＲに経営努力を求めるような知恵やアイデアを出

していただくべきと思います。いかがですか、伺います。 

以上、通告書に基づく１回目の質問です。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

田原 実議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、糸魚川総合病院及び県と連携した医師確保に取り組むとともに、

分娩が再開されるまでの間は、庁内で連携し、妊婦支援等に取り組んでまいります。 

２点目につきましては、産む病院が遠くなり、陣痛後の移動の際の心配や出産した方からは、妊

婦情報事前登録制度の創設などにより、万が一に備えた準備ができ、よかったなどの声をお聞きい

たしております。 

３点目につきましては、平成３０年度から５年間の市内出生数は減少傾向で、糸魚川総合病院で

の分娩割合は、５割前後となっております。 

令和４年度の分娩場所の内訳は、糸魚川総合病院が約４７％、上越市内約３２％。上越市を除く

県内約７％、富山県内約１０％、富山県を除く県外が約４％となっております。 

４点目につきましては、糸魚川総合病院と黒部市民病院は、周産期医療連携体制が整っており、

支援してまいります。 

５点目につきましては、７月に糸魚川総合病院と連携した地域医療フォーラムを計画しており、

周産期医療の現状や妊産婦支援制度に関する講演等を計画いたしております。 

２番目の１点目につきましては、平成２９年８月に策定した駅北復興まちづくり計画において、

当初から子育て相談等の暮らしを支える公共的サービス機能を導入した、にぎわいの拠点施設とし

て位置づけられております。これまで被災者関係者説明会や市民会議、駅北まちづくり会議の協議、

市議会特別委員会の審議等を経て、約６年の時間をかけて進めてきたものであります。 

２点目につきましては、地域住民や関係者等による懇談会を重ねてきており、可能な提案につい

ては、計画に反映しております。 

３点目につきましては、行政の取組だけでは日本一の子供を育むことにつながるとは考えておら

ず、お互いのノウハウを持ち寄り、公民連携で取り組むことにより実現につながっていくものと考

えております。 

３番目の１点目につきましては、存続についての条件等は示されておりませんが、北陸新幹線の

敦賀延伸やコロナ禍の収束によるインバウンドの拡大という機会を最大限活用して、今後も沿線地

域やＪＲ西日本と一体となって、大糸線の利用促進に取り組んでまいります。 

２点目につきましては、ＪＲ西日本は１日当たりの輸送密度が２,０００人以下の路線について、

大量輸送や環境に優しいといった鉄道の特性が発揮できない路線として収支状況を公表しており、
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沿線地域との具体的な交通体系の議論を求めております。 

一方で、ＪＲは、コロナ禍により利用者が減少している中においても減便をせずに運行している

ことや大糸線活性化協議会の一員として共に活性化に取り組んでいただいております。 

３点目につきましては、沿線の自治体等で組織する大糸線活性化協議会や北アルプス日本海広域

観光連携会議において、企画列車の運行やサイクルトレイン等の事業に取り組んでおります。 

４点目につきましては、今後もメールやファンミーティング等を通じて、様々なご意見を頂くこ

とで、応援隊の目的である大糸線の利用促進と知名度向上に向けた一体感のある活動につなげてま

いります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市内出産ができなくなったことへの対応について、２回目の質問です。 

市の対応において、今何が一番の課題となっているか、詳細を担当課に伺います。 

先日の伊藤 麗議員の一般質問では、市外の病院へ自家用車で向かう途中、車中で出産した例が

あったと報告されました。市は、個人情報保護で詳細は明らかにできないとしていますが、心配な

事例です。糸魚川市が様々な事例を想定し、きめ細やかに妊婦さんへの対応をしているか、担当課

に聞きます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

おはようございます。 

妊産婦の方とは妊娠届出の面談以降、伴走型の支援など、きめ細やかな相談を行っているところ

でございます。そういった日頃の母子保健活動の中で、保健師や助産師が妊娠・出産に関しますご

不安や様々な事例を把握し、支援しておりますが、今後も妊産婦の方に寄り添ったきめ細やかな対

応ができるよう、支援体制につきましても検討してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

もうちょっと具体例を紹介してほしかったですね。 

行政内部の連携は密なのか、出産ができる病院との確かな連携があるか。何よりも市民の不安は

払拭されているとお考えですか、担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

おはようございます。 

産婦人科の確保につきましては健康増進課、それから産前産後ケア、それから妊産婦支援、これ

についてはこども課、緊急対応、救急対応については消防本部と、それぞれの役割分担を基に糸魚

川総合病院と情報共有をしながら、連携して取組を進めておるところであります。 

それから、黒部市民病院と妊婦さんの妊娠・分娩を安心・安全にサポートできる周産期医療体制

が今現在構築をされております。そのほか、上越地域のほかの病院、あるいはクリニックともこう

いう周産期医療の連携、調整体制を構築していきたいということで、今、糸魚川総合病院のほうで

その準備を進めていただいております。 

それから、不安の払拭の関係ですが、分娩が再開できるまでの間は安心して妊娠出産を迎えてい

ただけるよう、先ほどのこども課のほうの事業になりますけども、交通費、宿泊費助成、あるいは

妊婦情報の事前登録制度により、不安の解消に努めております。７月に予定をしております地域医

療フォーラムなどで、こういう様々な市の取組制度は、周知を図っていきたいというふうに考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

過去５年間の市内出生数の推移と糸魚川総合病院での出産の内訳、令和４年度の出生数の分娩場

所の内訳について、先ほど市長より概略をご説明いただきました。担当課では、それをどのように

分析していますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

出生数につきましては、ここ５年減少傾向でございまして、そういった中でも糸魚川総合病院で

の分娩の割合につきましては、５割前後を維持をしてきたところでございます。こちらにつきまし

ては、市内産婦人科利用促進プロジェクト事業というのを市で実施をしておりますが、そういった

ものの効果というものが出てきたものだというふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

糸魚川総合病院の安心して糸魚川で産前産後を過ごしてもらうために、の取組について、また、

黒部市民病院との連携や病院の助産師の働きへの行政からのサポートについて、担当課より詳細に

説明をいただきます。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

糸魚川市で安全・安心に妊婦さんから妊娠・分娩をしていただくために、糸魚川総合病院では、

今、助産師を中心とした産前産後ケアに今力を入れようとしております。 

それから、黒部市民病院との連携でありますが、先ほどもお話をさせていただいたように、周産

期医療の連携体制が今構築をされております。今後の利用状況を確認しながら、糸魚川総合病院と

意見交換に努めながら、必要な支援については検討してまいりたいというふうに考えております。 

それから、助産師さんの活躍の場につきましては、今、糸魚川総合病院で分娩に関わることがで

きませんけども、先ほどお話しさせていただいたように、糸魚川総合病院では産前産後ケアに力を

入れたいということで今取組を進めております。これは、市民の不安の解消につながるものでない

かなというふうに考えておりますので、今後も妊婦さんがどのような環境を望むのか、あるいは助

産師がそれにどのように関わるのか、これらを踏まえながら必要な支援を行ってまいりたいという

ふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ご答弁は大変結構でございます。必要な支援といったところを庁内だけで考えてるんじゃないか

というところを心配しますよね。 

出産経験のある市民からは、産前のサポートをもっと手厚くすべきだとの声を聞いています。こ

の方は、市外で緊急搬送されて手術し、出産されたそうで、これからも起こり得ることなので、こ

れをまれなケースとせずに、母子の安全・安心を守ってほしいと訴えておられます。また、早産を

経験した者からすると、市の対応、考えは甘いと心配しておられる。出産への異変は、妊婦自身で

判断できないこともあり、マンツーマン的な助産師などがいてくれると心強い。自分の場合は、助

産師の存在がありがたかったとお話を伺いました。 

市の対応はどうなっているか、今後、強化策を考え、進めるつもりはあるか。繰り返すようです

が、いま一度伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

先ほども少しお話をさせていただきましたが、妊娠届出の面談以降、伴走型の支援というのを実

施してきております。日頃の母子保健活動の中で、専門職であります保健師、また助産師が妊娠・

出産に関する相談を受けているところでございます。 

妊娠から出産までにつきましては、個人によってそれぞれ異なることがあるため、今後も皆さん
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のご意見を頂きながら、より寄り添った対応を進め、少し不安があったらすぐに相談でき、また、

気兼ねなく相談できて、安心して出産が迎えられるよう改善すべき点が、対応してまいりたいとい

うふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

そのサポートしてくれる助産師さんというのは、どこに何人くらいいらっしゃるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

糸魚川総合病院には、年度当初、令和５年度当初１１名の助産師の方がおられるというふうに把

握をしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

教育委員会のこども課のほうにも助産師が１名、また市役所ではないんですが、市民の方の助産

師資格をお持ちの方が２名ほどいらっしゃいまして、そちらの方が、それぞれ妊産婦等の相談、ま

た訪問等、また悩み事の相談に対応してるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

助産師のマンツーマン的なサポートが妊婦さんを助けてくれるということですから、市内にでき

るだけ助産師を増やし、退職した助産師がおられればカムバックしていただき、スマホのＬＩＮＥ

を使ったものでもよいので、妊婦さんの相談先になってもらうとありがたいと思います。 

医療構想の中でも、このようにスマホとＬＩＮＥを使ったサポートというのがありますので、こ

れを妊婦さん向けに市が対応していく、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今、スマホ等を使ったＩＣＴというのが、やはり２４時間３６５日、またどこにいてもというこ

とで、妊産婦の方、また我々市民にとっても使いやすいツールであるというふうに考えております。
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ＬＩＮＥ等での相談等につきましても、先進事例等があったり、そういうとこも研究してまいりた

いと考えておりますし、それ以外、ＬＩＮＥ等を使わなくても声で自分の悩み等を訴えたいといっ

た部分につきましても、電話相談、また面談等、様々な手法で悩み等の課題解決に努めてまいりた

いというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

様々な手法を準備して、ハードルを低くということが大事だと思うんですよね。 

私が聞いた話は、妊婦さんが、緊急時、医師に連絡したり救急搬送を要請するのは非常にハード

ルが高く、これも助産師のサポートがあるとありがたいということです。ですから助産師さんと、

それからスマホのアプリ、そういったものでハードルを低くしてサポートしてあげてほしいと思い

ます。すぐにでも取り組んでいただきたいと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

これまでも相談しやすい体制というのは努めてきたところでございます。今ほど議員のほうから

そういった事例もあったということでお聞きしましたので、まずは妊娠届の際の面談というのが最

初のスタートになるかと思っておりますので、そういったところで信頼関係等を築く中で、またリ

ラックスしたムードで相談ができるような体制づくりに努めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

妊娠から出産、子育てまでずっとこのアプリでつながっていく、その安心感とか使いやすさとい

うのはあると思うんです。よろしくお願いいたします。 

では次、今後、医師の働き方改革で拠点病院に専門の診療科が集約化されることへの対応として、

早いアクセスと安全なサポートを進める以外に今打つ手はないという状況。正直、すぐに産科医を

糸魚川総合病院に確保することは困難と考えます。 

ただ、この状況の中でも行政は、医師会や病院と連携して、安心と安全につながる医療体制を市

民に示すことができているかが問われていると思います。この点いかがですか。担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

地域医療につきましては、今、田原議員ご指摘のように、県でも地域医療構想を進めております。
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それは医師の働き方改革ももちろんですけども、少子高齢化があって、医療需要も大きく変化して

きておるというようなこと、また医療人材も大きく不足しておるということであります。それが

１つの大きな現象として現れたのが、この産婦人科の問題だというふうに考えております。 

糸魚川市におきましても、産婦人科はもちろんなんですが、その他の診療科目、あるいは個人の

クリニックの先生方の高齢化が今後進むことが想定をされております。そうなりますと、かかりつ

け医も減少していきますので、じゃあそれに対してどういう手を今から打つべきなのかということ

については、保健所を含めた行政、それから糸魚川総合病院、医師会と、今年度から話合いの場を

持ちながら、今現状の分析を進めつつあります。これについては、できるだけ早く見通しを立てて、

そして取り組んでいきたいと思っております。また必要に応じて、議会の皆さんにも説明しなけれ

ばならないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

よろしくお願いいたします。 

では、緊急搬送についてお尋ねします。 

昨日の一般質問で、ヒヤリハットの話が出ました。ヒヤリハットとは、重大な災害や事故までは

至らないけれども、それに直結してもおかしくない一歩手前の出来事を発見することだとネットの

解説にありますが、糸魚川市で出産における緊急搬送中のヒヤリハットを考えて事故防止をするの

は、行政の役割と責任です。その対応を担当課に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

今消防本部のほうでは、２月と４月ですか、妊産婦等の研修を実施しておりますが、これは今、

田原議員おっしゃったヒヤリハットのさらに前、つまり妊産婦の救急搬送の事例が少ないもんです

から、そういったことで救急隊員、あるいは救急救命士が、救急車内で万が一に備えて適切な処置

ができるよう研修しておりますし、引き続き計画的に研修を重ねていきたいというふうに考えてお

ります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

以下、市民の声を幾つか紹介しますので、ご答弁いただきたいと思います。 

出産の兆候があり、上越の病院へ行ったが、まだ生まれないから家へ戻ってと言われた。そのと
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き、たまたま用事で上越にとどまっていて、急に出産という状況になり、無事出産できたが、もし

すぐに糸魚川へ戻っていたら、もし運転する者が酒でも飲んでしまったら、もしタクシーの中で出

産したらと考えた。タクシーの中での出産となったら、運転手さんはまともに運転できるだろうか。

タクシーに委ねるという時点で、行政の意識というものに疑問を持ってしまった。産まれた子が亡

くなったら、タクシーの運転手さんが責任を取るのか。そうなれば、糸魚川市は何をやっているん

だということになる。あるいは自分で運転して病院へ行く場合に、思わずスピード違反をした場合、

事故を起こした場合を行政は考えているのだろうか。市外での出産はリスクが大きいことを、家族

の出産を通じて気づいたという、もしもを考え、心配する声に対して、井川副市長、ご答弁いただ

けますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

出産に際しては、いろんなリスクが考えられます。今ほどご紹介いただきました事例は、本当に

私たちも、何ていうかな、真剣にやはり捉えて対応しなければいけないというふうに思っています。

今現状では、やはりそのタクシー利用というのももちろんあるんですけども、市外での宿泊費助成

ですか、そういった形で早めに動いていただくことで進めておりますが、それ以外でも先ほど出て

おりました救急車の要請がなかなかしにくいという事例もございます。そこについては、やはり私

たちも緊急時は救急車を呼んでいただくような体制もしっかり妊婦さんには周知していきたいとい

うふうに思っていますし、今頂きましたご意見全体を踏まえまして、改めて今後の出産の在り方に

ついては、庁内でしっかり検討してまいります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

次に、産科がなくなり、医療がなくなることがクローズアップされていないのではないか。行政

もそこを見て、あまり動かないのではないか。今の体制を１年間やってみて、何もなかった、よか

ったという話ではない。問題や事件が起きて、クローズアップされてから動くのではなく、事件が

起きないうちに動いてほしい。まさかの事態で出産に支障や事故があったときは、その責任は誰が

取る。自己責任でしかないのか。市はレアケースを検討したのか。庁内会議で突っ込んだ話をした

のか。それができない組織なら、それは市長の問題だが、市長は責任の問題をどう考えているかと

の市民の声があります。市長いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

今、議員ご指摘の点については、私は重々そのように受け止めております。そのようなことから、

非常に産科の医師の確保、そしてまた、この地域医療に関しては、私は最前線で取り組んできたと

思っております。他の県内の自治体に先駆けて、いろんなことを取り組んできたのも、やはりそう

いった非常に危うい地域医療の現状が見えておるからであるわけでございます。ご承知のとおり姫

川病院が閉院という形になったときから、そういった環境もあるということは、我々は、糸魚川市

は感じておるわけでありまして、そのような対応の中で、いろんな制度や、そしてまた我々は地域

医療に対しての対応を行ってきておりますし、県に対しても連携を取りながら、そういったところ

を情報提供しながら、対応をお願いをしている状況でございます。 

また、厚生連病院等においても同じ状況でございまして、厚生連病院のネットワークを生かしな

がら、この診療科目の確保、そしてまた今一番最初、私は、危機を持っておる産科についても、そ

のような状況であるわけであります。 

他の診療科目においても全く同じであるわけでございます。人口減少、そして高齢化の中におい

て、いろんな事柄が起きてくる中において、市民の安心・安全を第一に考えるのは、地域医療だろ

うと思っておりますので、引き続きこの考え方を最前線に置きながら、取り組んでいきたいと思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

行政組織と市長の責任はどうかと市民は聞いてるんですよ。そこをお答えいただいてない。もう

一度お願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

要するに行政の中においても、そういった地域医療については責任はあるという形の中で、行動、

活動、また施策の中で取り上げておるわけであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市長の責任はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

市長個人という形ではなくて、やはり行政の責任として、そして行政の最高責任者は市長でござ

いますので、当然、市長としての責任もあるわけであります。これは市全体の責任として捉えてる

中での状況であると思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

次は、女性市民の声です。 

経済的な負担も考えてほしい。糸魚川で出産できれば済むものが、上越へ行く時間、高速料金、

ガソリン代などの費用だけでも大変だ。最近、娘が都会から帰ってきたが、上越に住むことにした

と言われ、親としては切ない。糸魚川には住めないと、若い世代の市外流出と人口減少に拍車がか

かるのではないかと心配している。人を残し、増やさなければ、出産、医療の問題は解決しない。

都会から戻ってこようという子供たちがいる今のうちに、市内出産できないことや診療科が減るこ

とに市民が関心を持ち、糸魚川で子供を産み、育てる夢を語れるように、市民の意識を変えていく

ことが大切と思うとのご意見を頂いております。この声を聴いて、どう思われましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

これまでもいろいろお話をさせていただいておりますように、地域医療については、本当にぎり

ぎりの状況で、現在の体制を維持しておるというふうに理解をしております。これは、決して行政

と糸魚川総合病院と医師会だけの問題でなくて、やはり市民お一人お一人がそういう気持ちに根ざ

した上、いろんな具体的な活動ということではないんですけども、やはりそういう地域医療に対し

て関心を持っていただく、またあるいは声を出していただくということも大事ですので、行政とし

ましては、いろんな形での地域医療に関する情報提供に努めながら、市民総ぐるみで何か取組を進

めればなというふうに感じております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

この女性市民の声、今のうちに糸魚川で産み、育てる夢を語れるようにというこの言葉に、私は

明日の光明を見いだす思いです。市民と一緒にこの状況を好転させ、医療を守り、市民を守る、そ

の決意を持って米田市長に伺いますが、医療フォーラムにおいて、市民と共に糸魚川で産み、育て

る夢を語れる医療のまちを目指しませんか。市長に伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に前向きな提案であるわけでありますが、しかし、現状をまず知っていただくことが先かと

思っております。現状を把握することによって、そしてその打開策、そしてまた、それから先のこ

とを語っていけるような形に持っていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

ちょっと答弁おかしくないですか。私は、現状をもっと市民に伝えてくれというところから、今

の話になってるんですよ。市民が現状まだよく分かっていない、不安だというところをまずどうし

ますかという話じゃないですか。もう一度お願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ですから、現状をしっかりと知っていただくことが、まず先ということをお話をさせていただい

ておりますので、何ら変わってないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

７月のフォーラムは、どのくらいの規模でやられるか。また前回の医療フォーラムのように、質

疑の時間を避けてしまうような、そういうフォーラムだったらやる意味ないですよね。課長いかが

ですか、どのように運営されますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

今回の地域医療フォーラムについては、７月に計画をしております。周産期医療の現状と取組に

ついて、市民から知っていただく。またあるいは市で取り組んでおる事業・政策についても、市民

の皆さんから承知いただくような、そんな取組にしたいと思っております。 

規模については、市としてもできるだけ広くＰＲをしておるんですが、なかなか関心を持ってい

ただいて、出席していただく方は少なくて、多いときで２５０人ぐらいであります。今回について

も、できるだけ広く周知をしながら、より多くの人から参加していただきたいと思っております。 

それから、質疑の関係でありますが、市民の皆さんから、あらかじめ疑問な点、不明な点をお聞

かせいただいて、それについて、市、それから糸魚川総合病院がお答えをするというような形で今
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考えておるところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

今日は私も一般質問の中で、事例や市民の声をお届けしました。ぜひ参考にしていただきたい。

お願いします。 

では、質問の２、子育て支援複合施設基本計画の２回目の質問です。 

議会をスルーして、パブリックコメントを実施するなど、一方的な計画案の押しつけとも取れる

対応となっていないか。にぎわいづくりの施設建設計画が、子育てへの対応へと目的がすり替えら

れていないか。この進め方に問題はなかったかというところ、被災者、住民、近隣商業者の声を聴

いていますか。行政から話を聞いたという話を私は聞かないが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

パブリックコメントを議会の前にやってしまったということに関しては、前回同様、今回もそれ

は、してはいけないことをしてしまったということで大いに反省しております。 

それで、住民の意見を聴いてこない、住民の望まれるという部分に関して、私ども、つもりだっ

たでは困るということになると思いますけど、かなり丁寧にやってまいりました。その自負はござ

います。 

ただ、いろいろ振り返って、反省というかどういうところに引っかかる点があったのかなという

ふうに自分なりに考えています。市民会議、まちづくり会議から始まって、子育てとかいうところ

の部分というのは、市のほうで固まって、あと何がいいですかみたいな感じで、市民の方に何かそ

の辺が伝わってしまったのじゃないかなっていうところもあります。あそこににぎわいを呼ぶ、人

を呼ぶ施設として、子育てのこういう部分がある。そのため、こういう組み合わせで人を呼びたい

んだというその根っこの部分というのを軽く語って、どういう機能がいいでしょうかというような

部分をやってきたという反省はございます。 

ただ、それにしても皆さんから寄せられたご意見・ご要望の多くは、できる限りにおいて、この

基本計画の修正案に反映してきたというふうに考えております。パブリックコメントで多くの意見

を頂いたことも、これから議会のほうにご意見をいろいろ聞きながら、たたき台として議論を深め

ていきたいと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 
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○１８番（田原 実君） 

私の質問は、パブリックコメントの後、近隣住民、被災者に話を聴きましたかという、そういう

質問なんです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

パブリックコメントの後に公式に地元に出向いて、市役所、そのパブリックコメントについての

説明等のそういうコンタクトは、今のところまだ取っておりません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

パブリックコメントの後、私は何人かの近隣住民のご意見を伺いました。厳しいご意見から紹介

しますれば、子育て施設の未来が見えない。にぎわいの核となる計画が頓挫し、子育てへと変更し

たが、完成したときから子供が減り、にぎわいが減少するものをなぜ造るのか。継続的なにぎわい

をどのようにつくるのか。キターレの活用と連携はあるのかという基本的な話です。 

別の方からは、施設に子育て機能があることには反対しない。建設費がかかっても、よいものに

してほしい。ただ、そのよいものというのは、地元の声や要望を入れたものだという、これも基本

的な話です。 

パブリックコメントをアリバイとせず、本当の意味での近隣住民との合意形成を進めて、計画、

建設を進めてほしいですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

あの場所に造る限りは、地元の人に利用していただけて、かわいがっていただいて、喜んでもら

えるような施設を造るということは、ご質問にもありましたが、そこは市も常に考えております。

地元のご要望の中で、どうしても実現できんかった項目はありますが、これからも地元との話の中

では、企画の部分がこれから大事になっていくので、そういう部分から地元も参画して、地元にと

ってもいい施設になるようなつくり方から進めてもらえんかというようなありがたいご意見を頂い

ております。地元にお任せ、丸投げという気持ちはないですが、そういうどんどん地元の声を聴い

て、これからの計画の煮詰めの作業をしていきたいというふうに今、私どもは考えておるところで

ございます。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

言ってることとやってることが違う。地元という言葉を使いましたよね。地元に、じゃあどのよ

うにして説明に行くのかです。仮にＤＢＯ方式でやってしまったら、もう聴けないですよ、地元か

ら。市はそういう進め方をしようとしてるわけ。運営も指定管理でやろうとしてるわけです、ＤＢ

Ｏが駄目ならね。そうすると、地元の声というのは、そこで反映できるんでしょうか。今が一番大

事なんです、この企画の段階の今が。どのようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

まさしくおっしゃるとおりだと思います。できてしまってからとか、おおむね市役所のほうでア

ウトライン全て固めてから意見を聴いてもと、今さら聞かれてもという空気はつくってはいけない

と思います。 

ですので、例えばどういう方式になるか、まだ私どもはＤＢＯということを提案をしてございま

すが、どういう運営方式になるかにかかわらず、その運営者の選定の段階から地元に入りたいとい

うことで、私どももぜひそれをお願いしたいというふうに考えておりまして、そこについても地元

の声というのをいろいろ聴いて、これからも取り組んでいく、そこのスタンスは変わっていないと

思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

スタンスが変わってないじゃなくて、地元の声を計画や運営にどのように入れてくかといったと

きに、最初に運営者を決めたいという話を、まず地元に納得してもらうというところからもうずれ

てるんですよ。市が、まず企画を地元に持っていって、よく説明して、どのようにしていくかとい

うことを、まず納得がないといけないんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

あまり細かいところにこだわるべきではないかもしれないですけど、運営方法については、その

手法について地元と議論をしたことはあまりないです。私どもから説明をしたぐらいで、議会に対
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しても、まだご理解をいただけていない状況だというふうに私どもは捉えております。私どもが提

案したＤＢＯ方式、それがお認めいただけるかどうかというところが強いかと思います。 

もう一個、何でその方式が好ましいかというところも、議会の皆様、市民の皆様、地元の皆様に、

私どもの考える好ましい理由というのも、丁寧に説明させていただきたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

好ましくない方法だって言ってるんじゃないですか。まだそれを続けられるんですかね、かたく

なですね、課長は。もうちょっと柔軟に考えていかないと、地元の声なんか聴けないですよ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

かたくなといいますか、基本計画でああいうふうに提案をさせていただいておりますので、まず、

それについてのメリット、利点を、ほかの制度よりよいのだというふうに説明させていただくこと

は、基本計画の案をつくった部分の責任かと思います。皆さんの総意として、それが好ましくない、

指定管理、直営ということになれば、それが市民の皆様の声ということで、市のほうは当然それで

進めてまいりますけど、今は案を提案した時点としては、それの利点ということを皆様にお伝えす

るべきだというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

担当課に資料を渡してありますが、塩尻市「えんてらす」子育て、図書、交流の機能を複合させ

て、多くの利用がある計画、設計、運営について、また４年で５０万人の入館者数を達成したこと

について、担当課はどう分析していますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

資料の提供ありがとうございました。 

私も、頂いてからホームページ等で建物のパースというんでしょうか、そういったものを見させ

ていただいて、イメージをしたところでございます。 

そういった中、塩尻市の「えんてらす」につきましては、子供を中心とした地域コミュニティの
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形成を目指しており、子育て支援センターの機能だけでなく、図書館、また公民館等の機能も備え

ていることから、利用者数が多くなっているというふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

塩尻市の関係者に聞けば「えんてらす」の利用が多くにぎわっている大きな要因は、支所、公民

館、子育ての機能と合わせて図書館があるためで、令和４年度の図書館利用者は、全体の中の

３８％、オープン当初は５０％であったと。図書館には人を呼び込む力があるが、単独機能だと一

過性になる傾向がある。ほかの用途やイベントとの相乗効果で来館者が増えれば、さらなる行政サ

ービスができる施設となることを私は聞いて確認してあります。このことは、糸魚川市の計画でも

言えることではないですか。市の考えを確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

図書館、図書機能に関しては、当初の早い段階から、議員からもご提案をいただいておった部分

でございますし、私どもも、広い世代の方、地元の方に喜んでご利用いただける機能としては、そ

ういう図書というものは欠かせない機能かと思います。今いろんな機能がそこに取り込まれたとい

うようなお話もありますが、例えば子育て支援の関係と図書の関係、それによって人が集まったと

きに、こういう部分に使えればよかったというような、そういう何かスペースというんですかね、

そういう部分をある程度確保、事前に確保していくということも、がちがちに固めるというよりは、

そういう図書の機能も含めた集客を生かすためのスペースというのも事前に確保しておかなきゃい

けないのかなということで、議員から頂いた資料によって、私はそういうふうに考えたところでご

ざいます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

「えんてらす」のサイトに掲載されている施設に人を呼び込む３要素をご紹介し、担当課の考え

を伺います。 

一つには、日常性で、ふだん使いとして何げなく立ち寄れること。一つには、波及性として情報

発信があること。そして、継続性として、地域文化の伝承なども含むというこの３つで、この要素

をハードとして具現化したのが、「えんてらす」の設計の特徴である自由に使える交流スペースで

す。また、ソフトとして具現化したのが、直営での運営、職員さんの市民と関わる力、感性の高さ

であると私は考えています。 
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「えんてらす」の専用ホームページに、３Ｄの建物ガイドや情報があります。参考にして、糸魚

川の施設の設計と運営を考えるべきと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

日常使い、子育て世代だけではなくて広い多世代の方からご利用いただけるという部分、あと発

信の部分、まだそこまで私どもの仕事至っていないです。地域の文化というところでは、御風さん

にまつわる部分を少しスポット化して、成果のほうに導いていた。そちらのほうに足を向けていた

だくというような機能も、中には必要なのかなということで考えてます。 

ただ、それはあくまでもその機能のパーツパーツでありますので、結局そこを発信にもつながる

んでしょうか。要は、ハートの部分として、そういうことが、市に、駅北の復興につながっていく、

糸魚川市の子育てにつながっていくという、そういう軸の部分がちゃんと市民のほうに伝わらない

と、ただ単に、そこに本が読めて、遊べる場所があって、少し相談もできるというだけの機能で終

わってしまわせてはいけないので、これからの、その部分に、そういう市の熱の部分、熱というか

軸の部分を伝えるということは、今からでもちゃんと取り組んでまいりたいと思っています。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

「えんてらす」の場合は、この自由に使える交流スペースというのがあって、これが結構な面積

を占めてるんですが、いいんですよ。よく考えたと思います。塩尻市の職員が考えて、そこの運営

も一生懸命やっていて、だから人が来るんですよね。 

「えんてらす」の５０万人到達日を当てよう企画アンケート調査のまとめが役に立ちます。資料

を渡してあったと思います。ここに、糸魚川市の施設の完成イメージとなると思いますので、幾つ

かご紹介したいと思います。 

木の温かみのある施設で、娘と行きやすいです。いつもお世話になり、ありがとうございます。

気持ちよく使わせていただいています。２階の交流スペースの椅子、机が心地いい。新しい楽しい

企画が多くてうれしいです。いつも若い世代がいて、明るい入りやすい施設だと思います。お世話

になっていてありがたいです。小さい子がいやすい雰囲気で、ありがたいです。通路の図書（みん

なの本棚）が、立ち読みや借用も兼ね、何げに楽しく利用できてよい。スタッフ、職員の対応が、

親切で気持ちよく、利用できて感謝していますなどなど、施設や職員さんへの市民からの感謝があ

ふれていて、すばらしい内容のアンケートです。 

糸魚川市でも市民や団体と一緒に見学して、塩尻市のお話を聞いてきたらいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

運営方法につきましては、やはり市民を巻き込んだといったところが大切になってくると思って

おります。決して他人ごとでなく、自分ごとで考えるということ。また、支えられる側ではなくて、

支える側にも回るといったことも、施設運営、継続性では重要な部分というふうにおります。 

そういった中でも、今ほど塩尻市の事例がありましたが、こちらにつきましては、どういった施

設のほうが、やはり実際に目にしてということが大事になっておりますので、そういった部分につ

きましては、視察等につきましては検討してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

塩尻市は、市民に喜んでいただく施設づくりのために、設計、運営、一生懸命考えるんですけど、

まず運営は直営でやる。あまり指定管理をやってないそうですよ。そういった状況も聞いてこられ

たらどうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

塩尻市さんのほうでも、これまでの検討の過程の中でどういった運営方法があったのか。また運

営方法の取捨選択についてどのような形で進めてきたのか。そういった部分も参考にしながら、ど

ういう形で最終的に直営になったのかといった過程の部分につきましても大切かと思っております。

視察をするとした際には、そういった部分につきましても確認をしてまいりたいというふうに考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

糸魚川の施設には、復興まちづくり計画に関わった多くの市民のアイデア、思い、費やした時間

が反映されていくべきと私は思います。市民のアイデアや思いが、捨てられてしまうのは惜しいで

す。駅北復興まちづくり市民会議で出された案、キッズファースト、それから、ブック・アンド・

ランドリー、暮らしのシェアは、いずれも優れた市民のアイデアですが、これからでも検討しませ

んか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 
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お答えいたします。 

本当ににぎわいとは何なのかという根本的なところから、子供を中心に高齢者が集えるというよ

うな、いろんな私どもにアイデア、ヒント、考え方を頂いた会議で、そこは本当に大事にしてまい

ります。今回のこの複合施設の中で、仮に収益施設は入れられなかったですけど、キッズファース

トの部分、あとそこに点を落として、町なかに周回していくような、そういう魅力づくりの仕事と

いうのは、この子育て支援の複合施設の仕事のほかにも、そういう市民会議の考え方を生かすよう

な取組というのは、この子育て施設、複合施設の仕事と並走してやっていかなきゃいけない仕事で

すけど、今現状は、この施設のほうの仕事のほうに今力を入れておるような状況でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

力を入れるということは、市民に理解をされて喜ばれるものを造るということでしょ。ただスケ

ジュールどおり進めたいから聴かないよって話じゃないと思うんですよね。これら市民のアイデア

を取り入れた計画とするためには、今の敷地では狭い。駐車場も必要です。 

そこで、敷地をさらに広げるお考えはありませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

幾つかそういう声も頂いておるところでございます。 

ただ、今、私どもが取得している部分というのは、今の計画にお示しした部分でございまして、

これより広げるというとこ、宮田ビルの部分は、飛び地になって接しておりませんし、まだ他人の

持ち物ということで、今のこの計画の、この施設の計画は不規則という形なんですが、それがネッ

クにならんような形で、これから進めていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

私の経験からいくと、変形敷地であまりいい建物できないと思いますよ。 

それで、市民のアイデアが取り入れにくいということであれば、近隣住民のニーズの高いミニコ

ンビニを、せめて計画地の一角に誘致する考えはありませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 



－ 286 － 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

このまんま今の計画の中には、どうしても取り込めませんでした。これを悪い意味に取らなくて

いただきたいんですけど、市が直営で運営をしていくというふうに決めた場合には、そこにもう収

益性のある施設というのを検討する余地はないというふうな考え方でおります。 

ただ、これから企業の参画をやっていく中で、仮にそういうような声が出てきたときには、当然

商店街の皆様とは打合せをしないといけないんですけど、そういう提案があったときには、ありが

たいお話ですが、今のところまだ私どもが、ＵＲさんの協力をいただいてヒアリングをした相手か

らは、そういうのは厳しいというような状況でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

市が話を聞いている方からそういう話があったことを理由に、いつまでかたくなに市民からの要

望、地区のニーズを取り入れようとしないのか。 

最後に申し上げたいことは、当たり前のことですが、工事発注を急ぐあまりに議会チェックを避

けるような計画の決定は、禍根を必ず残します。市民とも双方向性の協議の場を経て、合意形成す

べきです。次の選挙の争点となるかもしれません。市長のお考えを伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

選挙の争点に捉えていくつもりはございません。今まで進めてきておるこの計画については、今、

職員、また関係者の皆様方と今詰めておる段階でございまして、その計画の中で、ぜひとも進めて

いただきたいという気持ちで捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

関係者と詰めるだけじゃなくて、まず議会、それから市民、これとちゃんとやっていただかない

と、もっと柔軟に考えていただけませんか、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 
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私は柔軟に考えてきているつもりでございます。ご承知のとおり、今までのこの事業を見ていた

だいてもお分かりのように、この事業については、非常に多くの皆様方のご意見を賜りながら、ま

た多くの人から加わっていただきながら取り組んでいただいておる事業でございますので、やはり

時期が来たら完成をしていく形に持っていきたいと思っておる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

質問の３、大糸線存続について、２回目の質問です。 

ＪＲ等沿線自治体との話合いがかみ合わない状況のまま時間が経過して、二、三年のうちに廃線

ということもあるのでしょうか。市長として、今後の議論、政策をどのように進めるか。また、都

市政策課は、市長の施策をどのように具体化していくお考えか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

順番的にちょっと私のほうから先にお答えをさせていただきます。 

ＪＲとの主張のずれがある。ここは各社新聞の報道にあるとおりでございます。今、大糸線の振

興部会のところでは、大糸線の活性化、利用促進、それと持続可能な方策を話し合う場として、会

議というのが設定されております。ＪＲのほうは、同時並行でやっていきましょうよと。地元のほ

うは、まず活性化を先行、コロナでできなかった活性化を取り組んでいきましょうよということ、

その部分のやらなきゃいけないことはＪＲとは共有をしておるんですけど、その進め方のところで、

かみ合っていない、ずれているというような印象が特にあるかと思います。 

ただ、このままお互い主張ばっかしていても、時間だけがそれこそ本当に過ぎて、貴重な時間が

失われる。大糸線鉄道の活性化、利用促進には、ＪＲの協力というのはどうしても不可欠でありま

すので、その部分も意識しながら、市長答弁のとおり折り合い調整をつけていこうというふうに今

後考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

大糸線につきましては、非常に今利用者が減少しておる状況の中において、以前から我々、この

大糸線存続については、ＪＲ西日本に要望してまいってきたわけでございますが、しかしだんだん、

やはり利用者だけ減少してくるという状況を見る中においては、やはり我々といたしましては、危

機を感じておる次第でございまして、その辺を松本以北の自治体は、やはり毎年１年に一度、ＪＲ
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西日本金沢支社へ要望に行くんですが、その辺を肌で感じておるわけでありますので、少しでも、

１人でもやはり多くの方々から大糸線に乗っていただいて、利用増を目指すことが、まずは地元の

やるべき一番、一丁目一番地じゃないかなと思ってる次第でございまして、それをこのやることに

よって、数が増えることによって、それをもって存続の要望だったり、また利便性の向上につなげ

ていただけるような要望につなげていきたいと思ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

今後約１万人乗降客を増やすとの報道もありますが、この数字はどこから出てきたのか。乗降客

１万人増の根拠は何か。１万人増えると、現行の平均通過人員がどのくらい増加すると試算してい

るか。年間１万に増えたところで、ＪＲのいう平均通過人員２,０００人には到底及ばないのです

が、１万人増加することで、今後の議論にどう影響するとお考えですか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

大糸線振興部会におきまして、松本から糸魚川までの行政だけでなくて、各団体が取り組む事業

として、今回、事業にそれぞれ目標値というものを定めて、それを集めたものが年間１万人弱、

９,２０１名でございます。 

ただ、議員ご指摘のように、これを１日の数字にすると、単純に３６５で終わってしまうと１日

２５人増える程度で、ＪＲの求める２,０００人ですとか、そこに関しては、あと国のいう

１,０００人、３６万５,０００人に対しては全然及ばない部分です。ただ何もやらんじゃなくて、

こういう利用促進をやることで、１日１００人当たりで低迷水平飛行の状態が、コロナで５０人、

やっと最近回復傾向という部分を、水平飛行から離陸傾向に上げるという、そういう姿をＪＲのほ

うにも見せないと、これから利用促進を一緒にやっていきましょうという彼らにこっちを向いても

らえないので、イベントというふうに批判をされるケースも聞こえてくるのですが、まずはそうい

うとこをきっかけにコロナ前の状態、新幹線の開業した当時の２００人に近い状態という、そうい

う右肩上がりを示していこうというもので、今、今年の定めた皆さんからのお知恵を集めた集計が

１万人というものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

資料のＪＲへの利用促進に対する質問の回答を見ると、ほとんどゼロ回答ですが、このような状

況で、今後、市としてどのように利用促進を進めていくお考えですか、伺います。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

あえて資料に添付いたしました私どもの提案は、ほぼゼロ回答ということで、これはＪＲ側のほ

うからいたしますと、多くの赤字、年平均６億３,０００万の赤字、１００円稼ぐのに４,２９５円

を、そういう路線を、会社としてコストを切り詰めて安全を確保しながら何とか運営努力、運行努

力をしてきているのに、今そういうところに根拠なしに、すれ違い施設を増やすとかそういう多額

のコストを投入するような利用促進はできないというのがＪＲの趣旨でございます。 

ただ、先ほどの繰り返しになりますけど、利用促進には、ＪＲの協力がないとできませんので、

まずは沿線団体、あと糸魚川市、それぞれ個別にできることをちゃんと確実にやっていって、先ほ

どの話ですが、利用促進をやればお客様が増えてくれるんだという姿をやはりＪＲと共有できるよ

うな状態というのを目指していると。そういう流れでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

大糸線応援隊の活用、今後の展開を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

今、大変多くの方から応援隊に入っていただいて、いろいろメッセージ寄せられております。中

には、実際に乗り込んで自ら乗降調査をされて、それと南小谷との接続の関係性とかいろんな、私

どもこれからのＪＲに要望していく際のヒントになるような、あと、私たちの調査活動につながる

ヒントになるような提案を頂いたかと思いますし、リゾート列車を入れてはどうかとか、そういう

観光利用の促進のアイデア等もいろいろ頂いている状況でございます。 

まず、応援隊の皆様向けには、これも応援隊同士の結束を深めるという意味で、今年度はちょっ

と夏休みの期間中になるかと思いますが、もう一度ファンミーティングを、今回は複数回、複数期

間予定して、実際に駅の少し施設を構ったりするような、そういう作業にも関わっていただいたり

して、より身近に感じて連帯を深めるような取組、あと、なかなか頂いたアイデアも、すぐに取り

込めない状況のものがゼロ回答という部分で多いのですが、ＪＲが少しでもこっち向いて、可能と

なった状態のときに切れ目のない利用促進をしていくためのご意見、アイデアとして、今私どもで

ストックをしております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

活動の情報発信をどのようにされますか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

応援隊の皆様には不定期なのですが、応援隊の皆様へのメールとして発信をしておるのと、地域

おこし協力隊、これは、平日、毎日いろいろ配信をしております。その辺を組み合わせて、広く伝

わる部分、深く伝わる部分というふうに情報発信をしていきたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田原 実議員。 

○１８番（田原 実君） 

終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、田原 実議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩いたします。 

再開を１１時３０分といたします。 

 

〈午前１１時２２分 休憩〉 

 

〈午前１１時３０分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、東野恭行議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 〔１０番 東野恭行君登壇〕 

○１０番（東野恭行君） 

みらい創造クラブの東野恭行でございます。 

発言通告書にのっとり、１回目の質問をさせていただきます。 

１、糸魚川市駅北地域に必要とされる施設整備について。 
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(1) （仮称）子育て支援複合施設を駅北地域に設置することで、当市における「子育て環境や

支援の満足度」をどの程度引き上げたいのか、将来の展望や考えを伺います。 

(2) 令和５年３月定例会で審議された「子育て支援利用促進検討事業」が実施され、今後子育

て世代のニーズは把握されることと思うが、この検討事業で、新設で子育て支援施設を造ら

なければならないほどの数値に及ぶのか疑問であり、駅北のにぎわい創出を踏まえるなら、

複合施設としての利用検討事業も必要であると考えるがいかがか。 

(3) これから、（仮称）駅北子育て支援複合施設を検討するに当たり、駅北地域の方々とどの

ようなコミュニケーションを取り、設計から建設に結びつけていくのか。十分なコミュニケ

ーションの余地はあるのか。 

２、保育園の民営化における現実と実現性について。 

(1) 糸魚川市は、保育園の民営化を目指していくのか。財政の負担軽減策のほかに当市にとっ

てのメリットは何か。 

(2) 保育園の民営化に対して、保護者が感じる期待と不安は何か。 

(3) 保育園の民営化を目指した場合、「公務員保育士」として保育園に勤務する職員の身分は

どうなるのか。 

(4) 保育園の民営化により、待機児童問題や保育士不足の問題解決に結びつくのか。 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

東野議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、子育て世代のニーズの高い屋内遊戯場を整備し、子育て環境の

満足度を向上させるとともに、立地適正化計画で示す若者、子育て世代が快適に暮らせる中心市街

地の形成を目指すものであります。 

２点目につきましては、駅北まちづくり戦略において、子育てを中心とした機能としていること

から、子育て世代のニーズ把握に努めておりますが、それ以外の動きのほうについても、必要に応

じて検討してまいります。 

３点目につきましては、設計段階から意見等をお聞きしたいと考えております。 

２番目の１点目と２点目につきましては、少子化に対応した持続可能な保育所運営の方針を定め

るため、今年度、保育園の保育の在り方検討を進めることとしており、民営化もその手段の一つと

捉えております。 

また、民営化に対する保護者の意見等をお聞きする中で、期待や不安なことなどについても把握

してまいります。 

３点目につきましては、民営となった場合も正職員の保育士の身分は、引き続き保障されるよう

努めてまいります。 

また、会計年度任用職員については、本人の希望に応じて、保育士として就労できるよう配慮い

たします。 



－ 292 － 

４点目につきましては、ご指摘の課題も含め、多様なニーズに応じた保育サービスが提供できる

よう検討を進めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

それでは、２回目の質問に入らせていただきたいと思います。 

少し順番を変えて、２番目の保育園の民営化の件について、２回目の質問に入らせていただきま

す。 

２番目の（１）保育園の民営化を目指していくのかというところの再質問でございます。 

仮に民営化が実現した場合、財政負担が軽減されると考えますが、軽減された分、例えばそれを

子育て支援等に充てることができるのか。負担額とすれば、どれくらいの軽減が図れると予測する

のか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

現在、公立の園が民営化になることによりまして、国等からの交付金等がありますので、市の負

担というのは減少してまいります。 

以前、大規模な園、定員１４０人規模等の１園で試算をしたところ、こちら概算でございますが、

年間１,０００万円程度が減少となる見込みであります。こういった減少した部分につきましては、

市政全般で使うことがよろしいのか、また子育てに特化したものがよろしいのか、そういった部分

につきましては、今後こちらの民営化のほうの検討を進める中で、全体として考えていきたいと考

えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

１つの施設で約１,０００万円ほど減少するとのことなんですけども、また、この負担軽減で、

また新たな公共サービスが見込まれるので、期待のかかるところであります。 

民営化に伴い、公立保育園の運営が大きく変わる点は何か。一朝一夕に公立保育園が民営化に順

応することが果たしてできるのか、伺いたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

運営ということに関しては、最も大きな違いとしましては、国からの財政支援の違いでありまし

て、民営のほうが国から多くの支援を受けることができまして、市の財政負担が、先ほど申し上げ

たとおり、軽減が見込まれるところでございます。 

また、中心となる子供たちにとりましては、保育の質といった点では、公立と民営では違いがあ

りませんし、あってはならないものだというふうに考えております。 

公立から民営に移行した例というのは、全国に多くあります。例えば平成３０年、公立の割合が

約３割だったものが、一昨年、令和３年には２６％という形で、公営から民営のほうに少しずつシ

フトしてきてるといったものも全国的な傾向ではございますが、そのような事例を踏まえて対応す

ることで、無理のない移行といったものは可能であるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

特別支援や医療的ケアが必要となる園児が増えてきておりますが、専門職の確保が困難な状況の

中、保育園の民営化は、その追い風となるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

医療的ケア児の対応等によります専門職、具体的には看護師等になりますが、こちらの確保につ

きましては、民営、また公立ともに大きな課題ではありますが、例えば先ほど答弁いたしました民

営化により、市の財政負担が軽減される分、そうした課題解決のための財源として活用するといっ

たことも想定されるところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

お願いします。 

子供の減少に合わせて、持続可能な保育所運営が望まれますが、令和５年度中に保育の在り方の

方針を決定するとのことですが、糸魚川市の出生数の減少傾向を踏まえますと、今年度中に取り急

ぎ着手しなければならないこととは、何か伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

少子化の中、今後の子供の数というのが減っていくということが見込まれております。そういっ

た中で、まずは今回の在り方検討の中では、園の適正な規模と適正な配置、大規模園、小規模園の

それぞれの利点等、またデメリットも考える中で、そういった部分について早急に取り組まなきゃ

いけない点、また併せまして、財政面でも先ほど申し上げました今後、園を続けていくためには、

やはり経営的な部分も必要になってまいります。そういった部分では、園運営の民営化といった部

分で、この２点につきましては、今年度、取り急ぎ検討して、方向性を出さなければならないとい

うふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

適正配置、規模に応じてということなんですけども、これ例えば小さい園と小さい園を併せてみ

たいな、そういったイメージなんでしょうか。集約するというような、そういう考え方でよろしい

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

適正な配置といいますと、やはりそういった統合といいますか、ものが想定されます。 

ただ、単に子供の減少だけでそういったことを早急に決めることではなく、例えば保育園であれ

ば、その先の小学校、中学校といったような形で、市内でも近くに教育機関、保育機関がございま

す。そういったところの関連性であるとか、また地域の方々の意見を聴きながら、慎重に対応して

まいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

保育園を運営されている園長先生、理事長の方も、それぞれ思いを持って今まで運営をされてき

たと思いますので、答弁にもございましたとおり、慎重に進めていただきたいなというふうに思い

ます。 

続きまして、対民営保育園に関して、あれをしてください、これをしてくださいという市役所側

からの指南は難しいと考えますが、出生減や担い手不足の背景から、保護者や保育従事者に対し、

民営化の認知を深める役割があると考えます。一言で民営化という前にすべきことがたくさんある
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と考えますが、まずは関係各位と意見交換を繰り返し、着実に歩を進めていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

ご質問は民営化ということでございますが、そういった中には、例えば今働いている保育現場の

環境であるとか、保育士の業務の改善、また先日も一般質問で上がっておりましたが、不適切な保

育の現状といったものも全国的には上がっております。そういった部分では、民営化と併せまして、

保育の業務改善、また保育の質の向上といった部分も併せて考えなければならないというふうに捉

えております。 

また、公立だけで考えるのではなく、民営の方が、既に園運営されてる方が市内にもいらっしゃ

います。そういった方々のご意見を踏まえながら、こちらのほうにつきましては、検討してまいり

たいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

よろしくお願いいたします。 

（２）番の民営化に対して、保護者が感じる期待と不安は何かという再質問をさせていただきま

す。 

民営化に関して、保護者への認知をどのように進めていくのか、全国的に民営化の流れはありま

すが、糸魚川市が民営化を推進する大義名分がもし仮にあるのであれば、どのように理解を求めて、

深めていくのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

全国的な民営化の流れにつきましては、先ほど申し上げましたとおり公営から民営に割合が進ん

でいるということでございます。今年度、保育園の在り方検討として進めることとしてはおります

が、保護者の皆様のご意見をお聴きする中で、検討のほうを進めてまいりたいと思っております。 

在り方検討の方向性ということでございますが、こちらにつきましては、子供の数が減少する中

で持続可能な保育所運営を中心に、決して民営化ありきということではなく、運営手法として、民

営化の視点を持って検討を進めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 
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○１０番（東野恭行君） 

確認なんですけども、現段階で民営化するというのは、今後の検討ということで、もう決まって

いる事項でないということなんですよね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

議員おっしゃるとおり、本年度、保育園の在り方検討ということで予算計上させていただきまし

た。その中でいろんな関係の方から、また有識者の方からのお知恵を頂いて、民営化も含めて、適

正配置の問題もございます。そういった、ただ国の動向もございますので、そういったのを含めて、

今後の在り方をしっかり方針を出していくということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

３月の当初予算で、在り方検討に関する予算が計上されましたが、この令和５年度中に方向性、

方針を決定するという考え方で、民営化になるかどうかというのは、令和５年度以降という考え方

でよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

民営化が決定した場合のスケジュールという部分でございますが、やはりすぐにということはな

かなか難しいというふうに考えております。ある程度の年数、例えば園児が入れ替わりのある、少

なくとも３年程度の保護者への説明期間といったものが必要であるというふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

民営化というふうに叫ばれて結構な年数がたってるかと思うんですけども、選択の基準というこ

とで、民営化が、という手法があるということなんですけども。本当もう幼児が少なくなってくる

というのは待ったなしなんですけども、この辺の判断、いつの時期にやらなきゃいけないという、

やっぱ基準てあると思うんですね。試算もね、前回頂いた資料の中に入っておりますし、その辺の

けじめといいますか、その基準が私、令和５年度の最後のほうで方針が決まるというふうに解釈し

てるんですけども、なかなかその令和５年度中には決まりかねるということでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 
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○教育次長（磯野 豊君） 

一応、在り方検討ということで今年度予算を頂きましたので、在り方を今年度、鋭意検討してい

くということになります。 

ただ、関係者の方いらっしゃいまして、そういった意見をお聴きする中で、やはり市としても方

針を決定していくということなので、やはり今議員おっしゃる令和５年度末というところで方針が

出るかどうかということもありますけれども、ただ、少子化の中で保育園、今公立もありますけれ

ども、民営化、小規模園が多くなってきております。そういった中でもやっぱり今後の保育園の在

り方というのを早急に検討していかないと、持続可能な糸魚川市になっていかないというふうに思

っておりますので、そこら辺は努力をして、方針を一刻も早く出すようにしたいというふうに思っ

ておりますが、令和５年度末、期限といいますか、そこを目指してということになりますが、なか

なか厳しいものもあるなというふうには認識しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

民営化によって、保護者にとっては早朝保育や延長保育など、保育者の保育ニーズに対応したサ

ービスの向上、受入れ児童数を増やせるなどメリットが考えられますが、対して、保護者が不安と

捉えるであろう点とは何か、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

保護者が抱える不安ということでございますが、保護者の立場からいたしますと、例えば保育の

質の低下であるとか、経営的な論点での省力化や営利主義になるのではないかといったことが心配

されることが想定されますが、そういった部分につきましては、不安が払拭されるような形、また

そういった形にならないような形で進めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

本年度に在り方検討に関する研修の実施を予定されておりますが、過去の研修会などの実績はあ

るのでしょうか。令和３年１２月にオンラインによる講演会が実施されているようですが、その反

響はいかがだったでしょうか。保護者にも反響を得られそうな内容であったのか、伺いたいと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 
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○教育次長（磯野 豊君） 

議員おっしゃる令和３年の１２月の研修会というものは、私立保育園連盟の主催で、青森にお住

まいの、青森で認定こども園を運営していらっしゃる先生、理事長を招いてといいますか、オンラ

インで研修をさせていただいたと。その方は、国の各委員もやっておりまして、国の動向にも詳し

いということで、国の、ちょうどその頃こども家庭庁の創設の議論がなされておりまして、国の動

向の、そういったこども家庭庁ができることによって、今後こう変わるんだよというようなところ

をご示唆いただきました。 

また、少子化になる中で、やはり小規模園はこのままでいいのかというところも問題提起されて

いましたし、本気でみんなで考えていかなきゃいけないというようなことを、私も出席をして、お

聞きしたところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

その青森の先生に関してですが、内容についてはちょっと拝見したことないので分からないんで

すけども、そういった我々にも分かりやすいそういった教材といいますか、先生がいらっしゃるん

であれば、ぜひ我々も傍聴したいなというふうに思っておりますし、今後のそういった研修会の予

定というのは、具体的に決まっておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

現在、研修会の開催ということで、今回在り方検討の中で予定をしておりまして、この夏以降で

ございますが、内容につきましては、例えば民営保育の現状であるとか、また先ほどの適正配置に

関係してまいりますが、集団保育の有益性といった部分をテーマといたしまして、さらなる現状把

握といたしまして、主に現在の公立の保育園の保育士等を中心に、そういった部分について学びた

いと思っておりますし、我々教育委員会の関係者も、同様な形で研修会のほうを受講しまして、今

後の検討材料とさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

また後ほど詳細教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

私の子供は、公立保育園を卒園させていただきました。しかしながら、先生各位には感謝はあれ

ど、不足に感じる点はなかった分、民営保育園を卒園された保護者も同様なんだろうなと思います。 

しかしながら、初めて子供を保育園に入園させることは、公立・民営に限らず、何かしら不安が
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伴うと感じます。まずは、どの年代に入園していただこうとも、現在と変わらぬ丁寧な対応で受入

れをお願いしたいと思いますが、教育長、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

公立、私立、分け隔てなく糸魚川市にとっては大事な子供たちですので、そこら辺りの行政から

の関わり方については、それこそ平等の感覚、公立的な感覚、それを第一にしながら、子供の幸せ

を第一にして、第一に考えて、これからも進めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

それでは、（３）番の保育園の民営化を目指した場合の公務員保育士としての保育園に勤務する

職員の身分について、再質問をさせていただきたいと思います。 

私が仮に、磯野次長の立場であれば、公立保育園の先生に対し、いついつから保育園が民営にな

るので対応をお願いします。身分は、公務員ではなくなりますというような発言はとても苦しいで

しょうし、ちゅうちょするものと考えます。職員さんの年代により対応も異なってくるとは考えま

すが、ストレスなく円滑に理解を求めるには、どのような手だてを考えておりますか。仮に民営化

をした場合のケースでお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

仮に民営化をするといった場合ですけれども、まず保育園には、１園といっても多くの保育士、

調理師、調理員が働いております。それも正職、また会計年度任用職員といった職員が働いており

ます。 

まず、民営化というところの理解を、まずやはり関係者というところもそこに保育士、調理員も

含まれるんだろうというふうに思っておりますので、そういったところを理解をしていただいて、

その上で、何ていうんですかね、全国にも民営化の事例はあります。そういった中では、元あった

公立、元あったといいますか、公立のほかの園に移るのか、あるいは新たに民営化となった園に、

給料など待遇を担保しながら移っていただくのかといったところを、お一人お一人思いは違うので、

一人一人丁寧に対応をしていくことが重要なんじゃないかなというふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 
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単純に素朴な疑問なんですけども、仮に民営化を目指した場合、公務員の立場である保育士さん

は、その民営化に伴って、その公務員の資格というのはどういう、先ほど給料に関しては保証に努

めるということで答弁ありましたけど、その辺の身分はどうなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺 忍君登壇〕 

○総務課長（渡辺 忍君） 

お答えいたします。 

保育園の民営化につきましてですが、一遍に全部が全部民営化なるわけでもございませんし、公

立でやらなければいけない役割、公立の保育園というのも残さなければいけない。また、めだか園

や子育て支援センターもございますので、公立の保育園、いわゆる正職の保育士につきましては、

そのまま公立の園でお勤めいただくか、公立の持ってる施設でお勤めいただいて、そのままの身分

で働いていただくというような形になると思います。 

○議長（松尾徹郎君） 

質問の途中ですが、暫時休憩いたします。 

再開を１時といたします。 

 

〈午後０時００分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

もう一度、２番の（３）番について再質問させていただきたいと思います。 

職員の身分についてどうなるのかというところの再質問であります。先ほどの答弁を聞かせてい

ただきますと、一気に民営化するならば、一気に進めるんではなくて場所ごとにその民営化を進め

ていって、その中で公営の保育園を残す中で、その職員さんが例えば残りの５年間を公務員保育士

として身分を全うするという、そんなような解釈でよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

すいません。私の答弁の仕方が少しちょっとまずくて、誤解を与えていたら申し訳ありません。 

議員おっしゃるとおり、民営化するにしても、やはり一気にということは、今現在のところ考え
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ておりません。というのは、やはり民営化ということになりますと、やっぱり経営ベースというも

のもありまして、やはりある程度の規模ということも、ある程度の規模の保育園でないとやっぱり

受け手がいないというのもあります。当然、小規模といいますかね、そういったところは公でやっ

ていく必要があるでしょうし、先ほど総務課長が答弁したように、発達支援だとか、そういった医

療的ケアが必要な子供さんの受入れは、例えば公立であるとか、公立でやるべきことがまだ残って

いる、残っていくんだろうというふうに思ってます。そうなると、やはり公立全てじゃなくて、や

はり限られた園ということになってきます。民営化する園の保育士、調理員については、それぞれ

やはりその後の民営化された後の思いは当然それぞれ違いますので、公立のほかの園で働いてもら

うのか、また新たに民営化となった園で待遇とかも担保しながら残ってもらうのか、一人一人話を

聴きながら対応させていただくということになると思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

ありがとうございました。 

また、民営化を前提に再質問させていただきますが、私にとって、この点が一番気になるところ

なんですけども、あくまで個人的な見解で、公立保育園と民間保育園は、人間関係のヒエラルキー

が大きく違うものと考えられます。公立はピラミッド型のヒエラルキーが強い組織だと考えますし、

序列や人間関係の上下もはっきりしていると考えます。 

一方、民間企業の多くは、仕事の役割はそれぞれあるものの、人間関係や役職、仕事の立場に引

きずられない割とフラットな関係性があるのではと考えます。 

このような背景から、お互いの言動や仕事に対する受け止め方にずれが生じることがあると考え

ますが、まずはお互いの違い、民間と公営のお互いの違いを理解することが必要であると考えます。

今年度の在り方検討を進める中で、このような理解を深めることはできるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

保育士にとりまして、保育に当たってきた環境であるとか、またそれまでの経験によりまして、

保育観の違いといったものはあると思っております。保育観の違い等につきましては、決してマイ

ナス面だけで見るのではなくて、プラス面で見まして、それをお互いに理解をし合うといったこと

が大切だと思っております。 

それぞれの保育観等、考え方につきましては、これまで会議であるとか研修といった場がそうい

った場で、お互いの意見を言う場でもありますけども、やはり日常から自分が考えてること、そう

いったことを何でも言い合えるような風通しのよい職場づくりというのが大切だと考えております

し、今年度予定しております保育の在り方検討では、主に２つということで、先ほど申し上げまし

た適正な規模と配置、また、２つ目として園運営の民営化を大きく２つとしておりますが、そうい

った中でも、今ほど話がありました働きやすい職場環境づくりといったものも関連してこようかと
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思っておりますので、そういった部分についても触れていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、（４）番の待機児童問題や保育士不足の問題解決について再質問させていただきます。 

保育士の確保については、公立保育園も民間保育園も大変な人材不足の状況であると考えますが、

例えば地域おこし協力隊を保育士の募集に入れられないか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

東野議員おっしゃいますとおり、人材不足につきましては、公立、私立、民営問わずに少子化の

中、非常に課題となっているところでございます。今ほどご提案のありました地域おこし協力隊に

よる保育士確保策の外部人材を入れて検討してみてはどうかといった部分につきましては、他の自

治体でやってる事例もお聞きしておりますので、そういったものも検討していきたいと思っており

ます。 

また先般、私立の保育連盟の理事会園長会議というのがございまして、そういった場でもやはり

この課題が出ました。具体的な提案という中で、保育士を目指す方が、専門学校、大学等に行く場

合に、修学資金の貸付制度、また、市内等で働いた場合には、そういった修学資金の返済が免除を

受けられないかといった、既に医療技術者等でそういった部分が市でもございますが、そういった

ものの提案というのもありますので、そういったところも検討していきたいと思っておりますし、

まずは保育士になろうとする気持ちを市民の中にもつくろうということも大事だと思っております。

中学生のキャリアフェスティバルでも、保育園、幼稚園のブース等も設けておりますし、またそれ

以外にも市民の方にも保育士の役割といったものも知っていただく必要があるというふうに考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

ぜひ検討を進めていただき、実践に近づけていただきたい、このように思います。 

再質問です。公立保育園の保育士の早期離職の問題は、民営化によって解決するものなのか。早

期離職の実態はどうなのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 
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○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

市の関係では、公立の保育園が関係するところではありまして、早期の退職というのもここ数年

であったところでございますが、退職の理由というのは様々でございます。例えば保育士の職場の

環境が自分が思ってるものと違ったりだとかといったものが挙げられるかと思いますが、こちらに

つきましては、公立また民営とも、どちらでも考えられるものではないかなというふうに捉えてお

ります。 

いずれにしましても早期の離職者を少しでも止めるような方策につきましては、例えば若手保育

士さんがどのような考えをお持ちなのかといった部分のご意見をお聴きするといったことも尊重し

てまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

例えばなんですが、その早期離職に至るまでの間、いろいろな心境ですとか、また職場の環境に

よって辞めたいという意思をもうそのご本人がされたときに、例えばせっかくそういう資格を取っ

て、次に生かすということを踏まえるならば、例えばこんな人がいるから違う、例えば私立の保育

園で雇っていただくことできないかとか、そういった個人情報などでなかなか難しいとは思うんで

すけども、やっぱそういった人材は貴重だと思うんで、そういった情報の共有というのはなかなか

難しいもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

実際に公立の園を退職されて、市内の民間のほうに行かれたといった方も中にはいらっしゃいま

す。そういった中でも保育士の、私ども実際に市内に何人ぐらいの保育士資格をお持ちの方、いわ

ゆる潜在保育士等は何人いるかというの、正直、現在つかんでいない、把握できていない状況であ

ります。 

そういった中で、保育士の再就職といいますか、そういった支援につきましては、県のほうでそ

ういった保育士の職業を少し紹介するといった制度といったものもございます。そういったものを

活用する中で、今まで培ってきた技術や経験、また子供への保育といったものを生かせる場面とい

うのもございますので、そういったところを活用する中で、市内全体の保育の確保に当たっていき

たいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 
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せっかく資格を取られて、二、三年で早期退職されました。そして上越の保育所に勤めましたと

いう実例も聞いておりますので、できればそういった貴重な人材、市内でご活躍していただきたい

と思いますし、また、なかなか条件面とかそういった複雑な事情もあろうかと思うんですけども、

できる限りの情報の共有をしていただけたらなというふうに思います。 

本年度予定の在り方検討で、次年度以降の方針をしっかり示していただき、関係各位が途中迷う

ことのないよう、市役所がそれぞれの役割を明確にしていただき、慎重に進めていただきたいと考

えますが、教育長いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

糸魚川市が抱えている保育園を巡る環境、職員、それから民営化、私立化、それぞれの課題が複

雑に絡んでおります。スピード感もかなり求められている大変大事なことですし、その中で検討会

を進めていますけれども、行政があまりにもリーダーシップ取り過ぎますと、何か行政があまりに

もその形にはめてしまって、何か地域や保護者のことを考えないんじゃないかというふうな捉え方

をされても非常に困りますので、ここら辺りは、検討するメンバー、それから検討する回数、それ

から中身、それから指導を受ける先生のアドバイス・助言というふうな部分を総合的に鑑みながら、

やはり最終的には子供にとってどういう環境が一番いいのかということと、保護者の方、地域の

方々が、不安感なく安心して預けられるような子供たちの環境、園というのはどういう姿なのかと

いうふうな部分を軸にしながら、一歩ずつ検討のほうを慎重に進めてまいりたいというふうに思っ

てます。子ども一貫教育の大事なベースの部分にも位置づけますので、ここら辺りのところは手を

抜かないで、誠心誠意努めてまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

よろしくお願いいたします。 

それでは、１番目の質問に戻りまして、（１）番から再質問させていただきたいと思います。 

当市における子育て環境や支援の満足度をどの程度引き上げたいかという再質問でございます。 

若者世代が集うまちにしていきたいというご答弁をいただいましたが、令和５年１月１５日から

同年２月２３日まで、（仮称）駅北子育て支援複合施設についてのパブリックコメントが実施され、

冒頭の市長の挨拶の中に、持続可能な地域の未来である子供たちへの先行投資として、関連施策を

力強く推進していくとありますが、この施設設置に対する強い動機が一番大切かと思いますが、こ

の（仮称）駅北子育て支援複合施設が設置されると、糸魚川市の子育て支援がどのように変わり、

どのように進化すると仮定するのか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回の施設の計画の中心となっております屋内遊戯施設、こちらにつきましては長年、子育て世

代の方からの要望が多く寄せられてきた施設であります。近隣の市町村などでもそのような施設が

造られている中、悪天候が続く冬場、また夏場の暑さの中でも、また少子化の中、自宅で１人で子

育てをする保護者等の孤独感であるとか、不安といったものの負担軽減につながりまして、糸魚川

市でも安心して子育てがしていける居場所となるといったことが、今回の施設整備によりまして、

強くアピールできるものであると考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

補足をさせていただきます。 

国でも今、喫緊の課題、重要課題として、こども家庭庁の設立、こども基本法の施行、それから

こども大綱の策定というふうな部分で、子供たちの若い世代のところの施策について、かなり全面

的なバック体制を取りながら、これから進めようとしております。それはあくまでも、いまだかつ

て経験したことがない少子化への対応、子供、それから子育て世代の親への支援をどうしていくの

かというような部分のところを国レベルで真剣に考えて、これから施策を進めていきます。 

当糸魚川市にとっても、それは大変重要な内容でありまして、とにかく発達形成の土台づくりの

ゼロ歳から６歳というふうな部分については、物すごく大事な時期であることを十分に鑑みたとき

に、今回計画しているこの施設につきましては、やはり子育て支援、子供を大事にする、真ん中に

するというふうな意味合いでは、大変大事な施設の一つになるんではないかというふうな大きな期

待を持っております。安心して子育てができ、安全に子供が育つ環境づくりの大きな拠点として、

これはやっぱり構想し、実現に向けて進めていかなければいけないというふうに基本的には考えて

います。やはり安心できる居場所が、今まであまりなかったわけです。他市にはあったんだけれど

も、屋内遊戯場みたいなものは、糸魚川になかったわけです。これをぜひ造っていただいて、子供

たちも保護者も気軽にいつでもどこでも行かれて、年間を通して利用できるような、安らぐことが

できる安心できる居場所、それから相談できる場でもある。さらに親同士の仲間づくり、子供たち

同士の友達づくり、ネットワークづくりができる大事な場面や場所になると私は期待しています。 

そんな意味合いで、これから構想して進めていきます。話合いの下で進めていきますけれども、

その意味で、未来の糸魚川市の子供たちが、どんな環境の中で子育てができ、安心して成長してい

くのか、その土台づくりの一つの大きなセントラル的な、中央的な施設になるというふうに私は位

置づけて考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 
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○１０番（東野恭行君） 

糸魚川市の抱える問題と背景、そしてこういった手法で、こうやりますというのがすごくよく分

かったんですけど、一言で、どうしたい、糸魚川市はどうしたい、どうなりたいというのを、やっ

ぱりそのメッセージ性が少し弱いのかなというふうに感じました。私は何度も説明していただいて

るので分かるんですけども、やはり瞬間的に説明を聞く市民の皆さんて、なかなか難しい言葉が並

んでたりすると、どうだったかなっていうような、そんな感じになるので、一瞬のインパクトとい

いますか、糸魚川市は子育てでどうしたい、どうなりたいというところをしっかりお伝えいただけ

ればいいのかなというふうに思いました。ありがとうございました。 

続きまして、施設の設置により、市内でもニーズが上がっている一時預かりの機能をぜひ高めて

いただきたいと考えますが、いかがでしょうか。市内の一時預かりの機能を有する園の状況もお聞

かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

一時保育につきましては、保育所に入所していない児童を対象にしまして、１日単位で週に３日

を限度として利用できる制度でございまして、市内には、７施設、公立・私立でございます。 

そういった中でお話を少し伺っておりますと、出生数の減少とともに利用者数は減少もしている

といった状況でありますが、そういった中で対応する、先ほど申し上げました保育士の確保が難し

いといった状況がありまして、お申し込みいただいても、お断りする場合がありまして、ご希望い

ただいた方、全てのニーズに対応できている状況ではないといったことを伺っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

市内の中で一時保育、３６５日２４時間やってられるところがあると思うんですが、そちらの状

況をちょっとお聞かせいただきたいんですけど。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

先ほど私、７か所と申し上げましたが、そちらにつきましては、今議員おっしゃいます３６５日

ですか、やってるところは含まれておりません。そういったところでも定期的には懇談を重ねる中

で、保育士不足といった部分も少しお聞きしておりますが、改めてそういった施設の方々から、一

時保育の実情といったものも伺ってみたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

続けて、再質問をさせていただきます。 

施設の設置により、子育て支援における多様な事業者の参入促進と能力活用が期待されますが、

ＤＢＯ方式の運営や指定管理者による運営によって、それらはクリアされるのか。それら運営方式

ですが、市直営ではできない一番の強みとは何か、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

一番の強みということでございますが、ＤＢＯ方式との民間の活力を利用した運営の強みといた

しましては、民間ならではのノウハウによる時代といいますか、ニーズに沿った提案など、利便性

の高い施設となることが期待できるといったことが特徴でもございます。 

また、やはり直営、民間問わず、利用される方々の立場を大切にするとともに、やはりまた行っ

てみたくなる施設づくり、そういった運営というのが大切になってくると考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

今ご答弁いただきまして、民間のノウハウという部分、また行ってみたいという、そういった創

意工夫、民間ならではの工夫があるんだろうなというのは想像できるんですけども、先ほどの塩尻

の「えんてらす」のお話なんですけど、やっぱり直営でもしっかりやってられるところはやってる。

創意工夫があって、やっぱり民間にも負けてないノウハウやそういったものがあると思うんですけ

ども。ちょっと語弊のないようにお伺いしますが、やはり民間のノウハウのほうが優れてるという

言い方、糸魚川市はその自信がないというふうにも受け止められたんですけども、その辺いかがな

んでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

決して民間、公立ともに、どちらが、優劣といったものをなかなかつけづらい部分もあるかと思

います。そういった中でやはり長い年月でこういったものも続けなければいけない中で、継続性と

いった部分の中でのやはり楽しみといいますか、そういった刺激といった部分も必要となってきて

おります。そういった部分につきましては、やはり直営といいますか、公営ではなかなか得られな

い部分といった部分が民営のよさといった部分で考えているところでもございます。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

長い年月という意味では、民営化にすることの理解はできたんですけども、やっぱり糸魚川市の

熱というか、そういった部分が伝播しない限り、業者もいい業者が現れないんだろうなというふう

に感じますので、よろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、令和２年１０月に策定された糸魚川市駅北まちづくり戦略の中に、復興の向こう側

を見据えたまちづくりの一環として、にぎわいの拠点施設の方向性が示されていますが、駅北子育

て支援複合施設の狙いは、キターレのようにイベント等でつくられるようなにぎわいと違い、日常

的・継続的につくり出される人の流動、それがにぎわいであると理解しておりますが、いかがでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘のとおりでございます。キターレも一過性が続かっとることで、そこで経常性という、

定常性ということになるんですが、今回はプレイルームとか図書施設という、利用される施設を造

ることで、年間を通じたそこに人を集めていただくという、人を集めるという役割を果たすものだ

ということが、復興計画の拠点づくりにおける位置づけのことでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

基本計画修正案の中では、日に３０人ほどの利用で年間１万人の利用を見越しており、子育て支

援と遊び場の運営も日進月歩していかなければならないと考えますが、来場者の統計では測れない

運営事業者の人事考課など、例えばＤＢＯ方式とか指定管理者制度でやった場合、運営事業者の人

事考課などの基準はどうしていくのか。丸投げと言われないような運営の質の向上は、どのように

管理していくのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

そういった人事考課といいますか、そういった実際に業務に当たられる方の質といいますか、資

質等につきましては、やはりそういった部分を適宜確認をする場面というのが必要だというふうに
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考えております。そういった部分につきましては、仕様書といいますか、そういった部分の中に盛

り込むといったことも一つでしょうし、またそういったものを利用される方々が、どういったよう

な気持ちで運営といいますか、利用しているとかといった声を聴くといったことも大切になってく

るかと思っておりますので、利用者の声も必要に応じてお聴きする中で、そういった運営者側の質

の維持、向上のほうを目指してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

１番の（１）最後の質問を市長にお願いしたいと思います。 

駅北に子育て支援複合施設ができたことで、糸魚川市の子育て支援に対する熱量が未来の糸魚川

市の子供・子育て世代に伝わり、Ｕターンや里帰りの動機にも及ぶことを祈念しております。 

ひとみかがやく日本一の子供をはぐくむには、複合施設を設置する地域、関係各位の理解が不可

欠と考えます。交付金ありきで建設を進めていると思われない理解、浸透を進めていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

当然やはり設置地域の皆様方のご理解が、絶対必要であるわけでございますし、当然、市民全体

に愛される施設というのは当然でありますが、やはり設置場所の周辺の皆様方からも、やはりその

辺はしっかりと理解していただいて、そしてまた、いろんな面でご支援いただき、活用していくよ

うな施設にしていきたいためには、やはりそういった情報交換や、またいろんなやはり連係プレー

というのも必要になろうかと思いますので、ぜひそういった方向で取り組んでまいりたいと思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

ぜひとも連係プレー、よろしくお願いしたいと思います。 

（２）番、子育て支援利用促進検討事業について再質問させていただきます。 

まず、この検討事業は、今現在の子育て世代にすぐにでも利用していただけるような仮設の遊戯

施設を設置するために行っている検討事業なのか、それとも、新設される予定の子育て支援施設に

併設される遊戯施設の規模を検討するための事業なのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 
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○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今年度、予算措置をさせていただきました子育て支援利用促進検討事業、こちらにつきましては、

現在、駅北で計画をしております（仮称）駅北子育て支援複合施設、そういったものの屋内遊戯施

設の規模等を測ったりする、アンケート等も実際に行っておりますが、そこに向けての、こちらの

ほうの開催でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

今ほどアンケート等も行っているとのことでしたが、この検討事業で必要とされるのは、子育て

世代に今後設置されるであろう施設を繰り返し利用していただくための工夫や機能、その他の情報

収集であると考えます。２回の事業実施で、その検証は既にできていると思いますが、どんな工夫

や情報が集まってきていますでしょうか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今年度に入りまして、今ほどの事業につきましては、６月の上旬に平日１回、休日１回というこ

とで２回実施しました。そういった中でお話をお伺いする中では、実際にそういった場所、スペー

ス、空間があれば、どういった遊びをしたいですかといった部分もアンケートでお聞きをしており

ますし、また時間帯等についても、どういったところを望まれますかといった声もお聞きすること、

また先ほど申し上げました広さといった部分も確認する中で、どういった大きさが望まれますかと

いったこともお聞きしているところでございます。 

またさらに、加えてほしい機能という中では、例えば小さいお子さんですので、授乳の場所であ

るとか、オムツ替えといったような部分の希望であるとかもアンケートの中でお聞きしておりまし

て、そういった部分も考慮する中で、今回の駅北複合施設のほうの整備のほうに生かしてまいりた

いと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

施設規模について再質問をさせていただきたいと思いますが、イベントのように日を限定して、

遊び場などの提供をすれば、動員でそれなりの人が集まると考えますが、その集まった人数の最大

値を指標として、遊戯施設の規模を決めてしまうのは、早計な判断であると私考えますが、いかが

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

やはりイベント的なものでありますと、そこに例えば集客にも力が入ったりしまして、やはり人

数が多めに出ているといったことも実際の部分もあろうかと思っております。そういった中で今回、

平日の開催であるとか、休日ということを織り交ぜて行っております。決して最大値が全てという

ことはございませんし、逆に最少値、また平均値的なものがどういったものか、どんな形で取るか

いうことも課題ではございますが、決して多かったときだけを参考にするのではなく、全体を通し

て規模感であるとかといったものにつきましては、設定してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

そういった意味では、大きく造って、今後、汎用が利くような考え方で大きなスペースを取ると

いうのも一つの考え方かと思いますが、本当に何回も私申し上げているのが、本当に平日の日中、

真っ暗な誰もいない子育て支援施設とならないように、適正な規模感で造っていただければと、そ

のように思います。 

現実的に子育て支援施設を利用する子育て世代は、そこを拠点に、例えばキターレやジオパルな

どを利用し、町なかを巡回してくれる可能性、その２回の検討事業でそういったのは感じられまし

たでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

私、先日６月１０日の土曜日の日に糸魚川地区公民館のほうに、午後の１時過ぎにお邪魔させて

いただきました。その際、駐車場を実際に自分の車で行ったわけなんですが、止められないような

状態で、少し離れたところに止めざるを得なかったということで、当時、公民館のほうでほかの事

業もやっていたことから、かなりの人数がいらっしゃいました。そういった方々が、その後ちょっ

とどこのほうへ、終わった後、行ったという動向まではつかめておりませんが、そちらの方々が、

近くの商店街であるとか、今ほどお話ありましたキターレ、またジオパルですか、そういったとこ

ろへの働きかけの仕掛けといった可能性といったものも、期待できるものであるというふうに考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 
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その二次的な動向まで調査しろってことじゃないんですけども、立ち寄っていただけるような、

そういったまちづくりを目指しているはずなので、そういった促しも今後必要なのかなというふう

に思います。 

恒久的な施設の運営には、子育て世代や地域の方々の理解と協力が必要になると考えます。「ま

ちなか大家族」の実現に向けて、子育て世代と関係のない地域の方々には、どのように施設設置の

理解を深めていくのか。子育て支援が前面に出ている施設だけに、地域の方が入りにくい施設にな

らないか心配ですが、子育て世代以外の多世代の満足度はどのように向上させていくのか、糸魚川

市の考えをお伺いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回こちらの施設整備に当たりましては、子育て支援機能を中心とした施設としながらも、やは

り地域の方、それ以外の方々にもやっぱり愛される施設であってほしいというふうに思っておりま

す。 

そういった中で、やはり行きやすい、誰もが行きやすいといったような雰囲気づくりも必要でし

ょうし、そういった中で、先ほど少しお話をしましたが、地域の方々の関わりといったものも大切

になってきます。地域の方々が、こういった施設の、例えば応援隊といいますか協力体制を取って

いただいたり、また日常から利用していただいたりということで、様々な場面等が想定されますの

で、そういった部分につきましては、駅北のそちらを利用されるだけではなくて、子育てに関わっ

てるんだ、社会全体で守ってるんだといった、そういった雰囲気づくりが大切であると考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

２番の（２）番の最後に、また市長にお伺いしたいと思います。 

駅北に子育て支援施設を設置することで、果たしてにぎわいに資するのか。にぎわいの定義は、

人それぞれ違うと考えますが、私は施設の設置で、少しでも日常的に人が流動してくれれば成功で

あると考えております。イベントのにぎわいだけに頼らない、近隣の方々が毎日でも集ってもらえ

るよう施設運営を心がけていただきたい、このように思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今議員ご指摘のように、今、町なかでイベントをすると、多くの人がお集まりいただいて、にぎ
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わいを見せております。それをやはり日常的に開催することによって、人が集まってくれる一つの

この可能性をつくったわけでございますので、それをやはり当然施設の管理なり、施設利用者は、

それをうまく活用して、生かしていくことはさることながら、そういった環境をやはり周辺の皆様

方や商店街の皆様方が、やはりそれをどのようにマッチングしていくかというところも必要になっ

てくるんではないかなと思っております。 

ただそれは、一つの組織、団体だとか、一つの事業者だけではなくて、そういう全体でそういっ

た雰囲気づくりというのは必要になってくるわけでありますので、その辺を市といたしましても、

その中に加わって、どのように対応していくかということがやはり大事になってくるんだろうと思

いますので、もう一度、やはり皆さんと連携をするという大切な一つの見方を考えていきたいと思

っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

それでは、（３）番、最後の再質問に入りたいと思います。 

多世代が集う施設設置を目指し、基本計画を策定したと考えるが、図書機能と学習スペース等は

計画どおり進められるのか。地域の方々がかける期待は、子育て支援施設以外のこのスペースにも

あると考えるが、建設費を縮減するのであれば、どのような計画変更をしていくのか、伺いたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

今回お示しした基本計画の中で、やはり総事業費ですとか、維持管理費、運営費ですか、そちら

のほうがかなり議論になっているというふうに思っています。この経費のままでいけるかどうかと

いうのは、また今後、総務文教常任委員会のほうで十分議論をさせていただきたいというふうに思

っていますが、仮に、そういった費用がやっぱりなかなか難しい、あるいは施設規模としてどうか

というようなご意見があれば、基本的にはサイズダウン、ダウンサイジングですかね、小さくする

ということも考えられますけども、今のところ私どものほうから、この機能を削るといったことの

提案というのは、直接的には考えておりません。皆さん、例えば議会の中、それから市民の皆さん

の意見の中で、まだこうしたほうがいいというのがあれば、現基本計画をたたき台として、しっか

り議論を踏まえて、皆さんが納得した上での施設整備につなげていきたいというふうに考えます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

果たしてダウンサイジングが、結局地域の皆様にとって理解いただけるのかというところも踏ま
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えて、慎重に検討していただければというふうに思います。 

一部の地域の方々は、今後よいものを造るために協力したいとおっしゃってくださっています。

現在は、パブリックコメントで公表された総工費や運営費の数字が独り歩きし、中身の議論をほと

んどしていないのではと考えます。市が進めようとしている計画が、現状の基本計画修正案までに

至った経緯と施設設置の方向性を再確認する必要があると考えます。 

パブリックコメントの実施をしてから、地域等の接触はあったのでしょうか。計画に賛同してい

ただかなければならないのは、時の子育て世代ももちろんですが、設置場所となる周辺地域の皆さ

んであると考えます。地域の方々は、市役所の動きを待っていると考えますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

議員今おっしゃっていただいた、よいものを造るために協力をしたいという声、非常にありがた

いです。また私どもの懇談会でも企画のときから関わりたいというふうに言っていただいた、あり

がたいことを言っていただいたので、そこについては、ぜひ実現していきたいのですが、今まで、

ここまで修正案にまで至った経緯としては、やはり時間をかなり費やしてきています。丁寧とゆっ

くりの、ちょっと微妙な違いなんですが、今回は、市役所で最大限の考えを出す。それに対して意

見を頂いて、それをもう一回ちゃんと返すということを３巡でやってきて、ここまでブラッシュア

ップしてきたもんだと。途中のときに収益性の可能性とか、そこに時間を、市役所としてはじっく

りやってきたつもりでございました。パブリックコメントを頂いて、総務文教常任委員会でいろい

ろご意見を頂いた後に、まだ先ほどの田原議員の質問もありましたけど、地元に対しては、その先

の動きというのはできておりません。この先になりますが、嶋田課長のほうの答弁にもございまし

たけど、冒頭そういう協力をしたい、運営段階、運営者の選定から含めても関わっていきたいとい

う声をぜひかなえて、できればその先の施設ができた後の、それこそイベントの企画に資するよう

なスペースの確保とか、実際にできた後の企画とかにも関わっていただけるような、その動機づけ

をすることで地元の方に満足感というんですか、関わって、おらも一緒に造ったんだよというよう

な満足感を高めるものと思いますので、そういう地元の声というのは、丁寧に聴き取っていきたい

というふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

ぜひとも今後、よいものを造るために協力したい、こういった声を、頂いてる声を阻害すること

のないように、丁寧な対応をお願いしたいと思います。 

（３）番の最後の質問、また市長に答弁お願いしたいんですが。 

議会対応も大切な仕事であると思いますが、関わる人の声を吸い上げる仕事も大切な仕事である
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と考えます。それらが実践され、よいものが造られるのであれば、議会の協力も得られると思いま

す。１５億円の建設費に年間の維持費が５,０００万円と数字が独り歩きしているようにも感じま

すが、要は、まだまだ糸魚川市にとって必要な施設と感じられていないことが原因であると感じま

す。糸魚川市の子育てに対する情熱を市民にお伝えし、設置されたら５０年間は、その地で活躍す

るであろうその施設を、地域の方々と共に創り上げていただきたい、このように思いますが、いか

がでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり糸魚川はやはり他の地域と同等の都市である。そしてまた、子育てにいたしましても、し

っかりとした施設を持ちながら対応して、そして、そこで子供を育んでいくという姿勢は示してい

きたいと思うわけでございますので、それについては、この大火という本当に不幸な出来事ではあ

りましたが、その中でこの今、設置をしていきたいということでご提案をさせていただいておるわ

けであります。そういった考え方をしっかり市民の皆様方や、また周辺の皆様方にもお示しをしな

がら取り組んでまいりたいと思っております。非常に少子化になって、より子育てが大切になって

きていると捉えておるわけでございますので、皆様方の答弁にもありましたように、糸魚川で育て

ていきたいというような気持ちになれるようなまちにしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

東野議員。 

○１０番（東野恭行君） 

期待しておりますし、自分もお力添えができるよう頑張っていきたいと思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、東野議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

暫時休憩いたします。 

再開を５５分といたします。 

 

〈午後１時４９分 休憩〉 

 

〈午後１時５５分 開議〉 
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○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、阿部裕和議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 〔２番 阿部裕和君登壇〕 

○２番（阿部裕和君） 

みらい創造クラブ、阿部裕和でございます。 

発言通告書に基づき、１回目の質問をいたします。 

１、ふるさと納税制度の活用状況とその効果について。 

多くの人が地方で生まれ育ち、やがて進学や就職を機に生活の場を都会に移し、そこで納税を行

っています。税制を通じ、育ててくれたふるさとへ貢献する仕組みができないか、そのような思い

の下「ふるさと納税制度」が創設されました。 

平成２０年の創設から１５年が経過し、当初は８０億円余りだった寄附額も、令和３年度は

８,３０２億円を超える寄附額となり、その規模は年々拡大しています。 

近年では、寄附金をどう使うのか、より具体的に提示し、賛同者から寄附を募るガバメントクラ

ウドファンディングを実施する自治体が増えており、ふるさと納税の「使い道」に関心を寄せる動

きも広がっています。 

地方創生に寄与し、財源確保が可能となる「ふるさと納税」のさらなる推進を図っていく必要が

あると考え、以下伺います。 

(1) 令和４年度に市外から当市に寄附された金額及び市民が他自治体に寄附した金額を伺いま

す。 

(2) 令和５年度の目標金額と、将来を見据えた大きな目標となる金額を伺います。 

(3) ふるさと納税に参入する新規事業者の開拓が重要だと考えますが、これまでの取組とその

成果、今後の展開について伺います。 

(4) 企業版ふるさと納税について、これまでの取組とその成果、今後の展開について伺います。 

(5) 集まった寄附金の使い道について伺います。 

(6) ふるさと納税が当市にとってどのような効果をもたらすと考えているか伺います。 

(7) 三条市では、ふるさと納税最高マーケティング責任者を登用し、短期間で大きな成果を上

げています。当市においても、その可能性がないか伺います。 

２、子育てしやすいまち、糸魚川の推進について。 

糸魚川市における令和４年度の出生数が１５０人を下回り、少子化の波が止まりません。しかし

子育て支援施策においては、少ない人数だからこそ手厚い支援が可能になると考えます。 

「ひとみかがやく日本一の子どもをはぐくむ」とスローガンを掲げ、取り組む当市において、さ

らなる子育て施策の拡充を願い、以下伺います。 

(1) 小学校入学の象徴と考える人も多いランドセルですが、本体の重さや、価格高騰による費

用負担などの課題も指摘されています。そんな中、富山県立山町をはじめとした複数の自治

体で、アウトドアブランド「モンベル」が開発した通学用のリュックサック「わんパック」



－ 317 － 

の無償提供をする動きがあります。当市においてもその可能性がないか、お考えを伺います。 

(2) 国において児童手当の支給対象年齢の引上げや、第３子以降の増額等の検討が進められて

います。国の支援策に上乗せする形で、市独自の支援が行えないか、お考えを伺います。 

(3) 新型コロナウイルスも感染症法上の位置づけが５類へと引き下げられました。マスク着用

に関して厚生労働省は個人の判断としていますが、マスク着用により様々な弊害があること

も明らかになってきました。教育現場の現状を伺います。 

(4) 市内にも大中小様々な公園があり、今後それらをどのように維持管理していくのかという

課題があります。一方で、子どもたちが多く集まる公園については整備の充実を図る必要が

あると考えます。市としてのお考えを伺います。 

(5) （仮称）駅北子育て支援複合施設について検討が進められています。同施設においては子

育て支援の拠点となり、多世代の方が利用できる施設になることを願っています。それらを

実現するためには、休日でも子育てに関する手続がワンストップで行える窓口や、証明書発

行等が行える窓口の設置を進めることが効果的であり、そうなることで今までにない人流が

生まれると考えます。市としてのお考えを伺います。 

以上、１回目の質問になります。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

阿部議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、当市への寄附額は約２億５,０００万円で、うち市外からは約

２億４,７７０万円となっており、市民の他の自治体への寄附額は約７,１００万円となっておりま

す。 

２点目につきましては、まずは令和４年度実績を上回るよう取組を進めてまいります。 

３点目につきましては、返礼品の内容の充実、見せ方の工夫により、多くの寄附につながったも

のと考えております。引き続き、事業者と協力をして、取組を進めてまいります。 

４点目につきましては、令和４年度は、２件、２１０万円のご寄附をいただいており、引き続き

多くの企業の皆様に、企業版ふるさと納税のお願いをしてまいります。 

５点目につきましては、ご寄附いただいた方のご意向に沿った形で、各事業に充当しております。 

６点目につきましては、財源確保はもとより、返礼品による地域経済への波及効果、市内産品の

ＰＲ及びブランド化、関係人口の増加など、様々な効果が期待できるものと考えております。 

７点目につきましては、現時点では外部人材の登用は考えておりません。 

２番目の１点目につきましては、必ずランドセルで登校しなくてはならないという決まりはなく、

各個人や家庭の判断でランドセルを購入し、使用しております。現時点では、通学用リュックサッ

ク等の無償提供は考えておりませんが、今後、研究してまいります。 

２点目につきましては、現時点では考えておりませんが、子育て世代の状況を把握するとともに、

今後も国・県の動向を注視してまいります。 

３点目につきましては、５類移行後、マスクの着用は個人及び家庭の判断としており、着脱を強
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制することはありませんが、状況により対応しております。 

４点目につきましては、今後も適正な維持管理に努めるとともに、利用状況を踏まえた施設整備

について検討を進めてまいります。 

５点目につきましては、新たな人流も想定されますが、経費面において課題があるものと考えて

おります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

それでは、２回目の質問、ふるさと納税のほうからしていきます。 

当市でも、年々寄附額が上がっておるというふうにお聞きしております。この事業への取組状況

もいいものかと思っております。ふるさと納税全体の実績というのが約８,３０２億円、自治体と

納税者間でのやり取りのあった受入れ件数というのが４,４４７万件、寄附額もその受入れ件数も

前年対比１.２倍というふうに年々上昇しております。また、このふるさと納税の市場規模という

のが２兆円とも言われており、現在多くの自治体で取組を加速させている事業であります。そうい

った意味では、危機感を持って進めていかなければならないというふうに考えます。 

令和５年度の目標というのが、今ほど前年度を上回るようにというふうなお言葉があったんです

けれども、しっかりと目標立ててやっていくというお考えありますでしょうか。目標を立てること

で、達成感であったり、次への取組の課題というのもしっかり見えてくると思いますが、いかがお

考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

ふるさと納税につきましては、過去には大火の際に４億５,０００万円を超えるご寄附を頂いた

ときもございました。また、令和４年につきましては、先ほど申し上げた数字、令和３年の際の

２.５倍といった数字になってございます。ご寄附ということもございまして、また、ふるさとに

貢献したい、応援したいというふるさと納税の趣旨からいきますと、控えめかもしれませんけれど

も、前年より多くという形にさせていただいたところでございます。 

ただ、貴重な財源だというご指摘は、ごもっともでございますし、県内の数字を見ても

２０２２年の数字でも４５億といった市町村もありますので、できる限り工夫を凝らして、本当に

伸ばしていきたいという思いは持っているものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 
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ぜひとも、目的、目標というものをしっかり持って取り組んでいただきたいというふうに考えま

す。 

また、ふるさと納税の業務というのも様々あるというふうに調べました。主にコールセンターの

業務、ポータルサイトの管理、配送管理、印刷物の発行や輸送業務など、多岐にわたる業務があり

ます。そのため自治体だけの運営で対応できるのは、５億円が限度、寄附額５億円が限度とも言わ

れております。寄附に一番関わってくるポータルサイトの管理、コールセンターの業務、こういっ

た業務については、現在どのように運営されているのか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

当市が出展をいたしておりますふるさと納税のポータルサイトの一部ではございますけれども、

そういった管理業務を市内の事業者の方に委託をさせていただいておりますし、また、返礼品の提

供事業者への発注業務についても、同じように市内事業者に委託をしているという部分ございます。

それから、外部になりますけれども、ふるさと納税の専門家という方がおられまして、そういう

方々に当市の事業におけるアドバイスですとか、それから返礼品の魅力発信といったところの業務

を委託しているといったところがございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございます。本来ふるさと納税というのは、地方で生まれ育った人が、進学や就職を

機に都会で生活をし、そこで納税を行っているけど、税制を通じて育ててくれたふるさとに貢献し

たいという思いでできました。ですが、現状は、返礼品合戦というふうになっており、今後もこの

競争は続くかと思われます。 

ふるさと納税の寄附を多く募るには、返礼品の品数の多さが鍵だというふうに言われております。

そのためには、新規事業者の開拓というものが重要になってくると思いますが、事業者の開拓につ

いては誰が行い、どういったことを心がけて開拓しているか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

多くの方からご寄附をいただけるように、今ほどおっしゃいましたように返礼品の種類の豊富さ

といったところは大変重要だというふうに捉えております。現在のところ、市の担当者が、企画政

策係の担当が中心となりまして、新規の事業者や返礼品の開拓を行っているといったところでござ

います。 
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新たに返礼品を登録する際には、糸魚川市そのもの、それから事業者、生産者の魅力が伝わるよ

うに、全国の皆様に伝わって、返礼品として選んでいただけるようにといったところを心がけてい

るといったところでございます。そういったところを事業者の方と一緒に検討して、魅力ある返礼

品となるように努めているといったところでございます。全国には、本当に目玉となるようなポイ

ントがあって、非常に人気の返礼品があるといったところも承知をしているところでございますが、

基本的にサイトに載せただけということで、すぐに非常に人気が出るといったところはなかなか難

しいというふうに考えておりますので、そういったところを事業者の皆さんと丁寧にやっていきた

いというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

県内でも、目標金額を大きく上回ったのが三条市であります。三条市の返礼品の品数が、令和

３年１２月には約４００品目だったものが、令和４年１２月には約１,６００品目まで、約４倍ま

で持っていったそうです。今ほど、先ほど答弁ありました、その専門家の方と共に写真の撮り方で

あったり、私もちょっといろいろお聞きすると、同じ商品でも写真の見せ方であったり、例えばお

米であったりですとか、そういったその専門の、育てている人のコメントをつけるだけで購買意欲

というんですかね、寄附の意欲も変わってくるというふうにお聞きしたので、引き続き専門家の方

とやっていただきたいんですけれども。この三条市の取組ですごくポイントだなと思ったのが、事

業者に対してふるさと納税の理念を説明し、制度への理解を深めていただいたことがポイントだっ

たというふうにも言われております。この理念と制度への理解ということ、こういったことを念頭

に置きながら、今後、取組をして進めていただきたいと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

市長１回目の答弁の中でも、地域産品のブランド化といったことをお答えをさせていただいたか

と思います。今回のこのふるさと納税で、地域のブランド力というのが上がるというところはある

かもしれませんけども、それが一過性で終わってしまっては何もならないといったことがございま

すので、そういったことにならないように事業者の皆さんと丁寧に底力をつけてといいますか、そ

ういった形で返礼品のほうを工夫していきたいというふうには思っております。 

それから、議員先ほどおっしゃったように、見せ方、写真一つを取ってもっていうところが非常

に大事なところになっております。また、そういった見せ方のほかに返礼品を一つの品目だとして

も、それを２つ組み合わせるとかということであったり、また定期便といったところも今人気にな

っておりますので、そういった工夫も併せて、事業者さんの皆様にご提案をさせていただきながら

一緒に考えていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございます。 

次に、企業版についてお聞きいたします。 

企業版ふるさと納税は、国が認定した地方創生事業に対して、民間の企業が寄附を行った場合、

寄附額の最大９割の減税効果を受けることができる制度でありますが、市外の事業所しか寄附がで

きないという制度であります。こちらの事業についても力を入れて進めていただきたいと思います

が、今年度の状況をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

企業版ふるさと納税につきましては、今年度は今のところ２件お申出がありまして、ご寄附をい

ただいているものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

企業版ふるさと納税のほうでは、どういった取組を進めて寄附を募っているのか。 

また、どういった企業に対してどういうふうにアプローチしているのか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

今年度は、市長が自ら企業訪問を行っておりまして、制度のＰＲ、それから寄附を直接お願いを

させていただくといったことも活動として始めさせていただいております。昨年度と引き続きにな

りますけれども、ノウハウのある業者に委託をして、ダイレクトメールを発送しているといったと

ころもやっているところでございます。引き続き、市の取組を知ってもらって、企業の皆さんから、

ご寄附につなげていきたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市長自らお願いをしているというところで、引き続きそのように対応していただきたいと思いま
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すし、寄附をしたいと思ってもらうためには、糸魚川市の対象事業であるジオパークの取組、地域

産業を育てる取組、郷土愛を育て、未来へとつなぐ取組という、そういった糸魚川市の取組を前面

に押し出して、理解していただくということが重要だというふうに考えます。 

また、企業に分かりやすい使い道を示すのも効果的かと思います。例えばゼロカーボンへの取組

など、企業の方針とマッチさせた使い道等を示すなど、そういった手法もあるかと思いますが、い

かがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

今ほど議員おっしゃるように、企業版ふるさと納税となりますと、まさに企業の皆様のご寄附さ

れたい気持ち、それから、糸魚川市が持つ熱意というのが合わさって、ご寄附につながるものだと

いうふうに思っております。 

そういった中で、おっしゃるように分かりやすい取組といいますか、企業さんから賛同いただき

やすい取組を見せていく、示しながら、ご寄附について、改めてお願いをしていくというところも

大きなポイントかと思っておりますので、引き続きそういった点も考慮しながら、今現在チラシを

持って市長からも一緒に回っていただいてるんですけれども、そういったところも工夫をしながら

取組を進めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

では、私のほうからお願いします。 

確かに企業版ふるさと納税になりますが、確かに寄附を頂くというのは、物すごくいいことだと

思います。 

でも、逆の面で行きますと、企業さんもやっぱり糸魚川市へ寄附をしたというメリットもやっぱ

りなきゃいけないと思うんですね。今、糸魚川市のほうはジオパークで、持続可能な開発目標、そ

ういった環境に配慮したと、そういった面もうちとしては売りというふうになりますので、寄附を

いただくと同時に、企業さんにもやっぱりメリットがある。そういったところを打ち出しながら、

これは進めていかなきゃいけないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

そういった意味でも企業とマッチさせていくというのは重要かと思いますので、引き続き研究し

ながら取組のほうを進めていただきたいというふうに思います。 

また、市内に事業所を置いているが、本社は市外にある。そういった企業が市内にも多くあると
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思います。現状そういった企業については、どういうふうにアプローチしているのか、お聞かせく

ださい。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

基本的には同じような活動といったところにはなるんですけれど、まず、本社のほうにご寄附を

お願いする前に、地元の事業所のほうに出向かせていただいたり、ご連絡を取らせていただくとい

う手順になります。その際に、企業版ふるさと納税という取組をご説明して、ご理解いただいた上

で本社のほうにお邪魔させていただきたい、お願いにあがりたいといったことで取組をさせていた

だいております。 

地元の方が、当市の事業についてご理解をいただくというところが、まずスムーズにいけるかな

というふうにも考えておりますし、市としても地元の方のほうがお願いにも熱が入るといったとこ

ろもございますので、そういったところも含めまして、引き続き丁寧な説明をしながら、本社の方

からもご理解をいただいて、賛同いただけるように取組を進めていきたいというふうには思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

熱心に進めていくことで、寄附につながらなくても、糸魚川市がどういうふうに考えて、どうや

って回していきたいというところも伝わるかと思います。そうすることで地域全体で糸魚川市を育

てていこうというふうな機運にもなるかと思いますので、そのようにお願いします。 

次に、寄附金の使い道についてを伺います。 

糸魚川市のポータルサイトを見ますと、ふるさとの魅力発信や地域づくり、未来の人づくりと、

あと、市長にお任せなど、全部で６つのメニューに分かれております。どういった分野に対しての

寄附が多いのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃるような６つの分野がございまして、令和４年度の実績でいきますと、市長にお任

せといったところが一番多く、４,０００件を超えるといった状況でございます。次いで、未来の

人づくりといったところが、２,８００件を超えているといったところになっております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市長にお任せというところが４,０００件ということなんですけれども、実際どういうところに

支出されたのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

お答えいたします。 

まず、使い道の前段なんですけれども、ふるさと納税ということで、今ほどおっしゃいました

６項目、これが基本の項目になるかと思いますが、そちらに頂いた寄附金につきましては、一旦、

糸魚川応援基金のほうに積立てを行います。積み立てた後、それを取り崩しまして、各寄附者の意

向に沿った形で、その事業に充てていくような形を取っております。その中で、市長にお任せとい

うことでいただいてはいるんですが、ほかの市長のお任せ以外の５項目、そちらのほうを基本に充

当のほうは考えております。 

ちなみになんですが、令和４年度につきましては、子どもの医療費助成事業、こちらのほうに充

てていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

実際に使い道について伺えましたし、令和４年度に対しては、医療費のところでというところで、

すごく安心しました。 

通告書にも書いたんですけれども、近年では、寄附金をどう使うかというのをより具体的に提示

し、賛同者を募るガバメントクラウドファンディングというのを実施する自治体も増えております。

やっぱり使い道に関心を寄せるという動きが広がっているなというふうに感じております。市とし

ては、使い道を具体的に提示して、クラウドファンディングに挑戦ということは考えていないでし

ょうか、伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

ふるさと納税におきましては、返礼品目当てといいますとちょっと語弊があるかもしれませんけ

れども、魅力ある返礼品を目的とした方もいらっしゃるかなというふうに思っておりますけども。

反面、寄附金のそういった使い道に非常に関心が抱かれているといった部分も昨今の傾向かなとい

うふうには思っているところでございます。 
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議員おっしゃるガバメントクラウドファンディングにつきましては、実は過去にも糸魚川市のほ

うでも実施をしておりまして、残念ながら令和元年には翡翠文学賞、それから令和３年には映画、

令和４年にはジオパークの整備といったところでクラウドファンディングをやってみたんですけれ

ども、なかなか芳しい実績というわけではなかったという状況でございました。今後も事業の内容

につきまして、例えば理念と、寄附をされたいという方の琴線をくすぐるといいますか、理念がそ

もそも共感できるといったところですとか、それからちょっとほかの事例なんかを見ていきますと、

コアなファンがおられる、マニアックな取組といったらいいんでしょうかね、そういったところに

も非常に関心を寄せられる傾向もあるようですので、そういったクラウドファンディングにマッチ

しそうなもの、取組について、検討をしてみたいなというふうには考えているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ふるさと納税の全体の実績というのも年々上がっておりますので、何年か前のクラウドファンデ

ィングよりかはやっぱり上がってきてる部分もあると思いますので、ぜひ果敢に挑戦していただき

たいなというふうに思います。 

あと、ふるさと納税の市場規模というのが２兆円とも言われており、今後ますます拡大していく

ことが予想されます。ほかの自治体も力を入れて取組を進めているため、これに乗り遅れると厳し

い状況が続くかと思います。現状、返礼品合戦の部分が大半を占めている状況でありますが、その

一方で、地域の取組を評価し、このまちを応援したいというふうに寄附をされる動きも広がってお

ります。今以上に力を入れ、拡大させていくことで、自主財源の確保や地域の魅力発信、交流人口

の拡大、あるいは移住定住まで狙うことができるのが、ふるさと納税だというふうに感じておりま

す。 

先ほど市長答弁では、最高マーケティング責任者というのは今のところ考えてないというふうに

おっしゃっておりましたが、ふるさと納税推進係のような専門の部署をつくって、力を入れていく

べき事業かと思いますが、市としてのお考え、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

ふるさと納税ということですが寄附という側面があって、財源として危うい面も確かに少しあり

ますけども、阿部議員おっしゃるとおり、しっかりやっぱ取組をして、財源確保に努めていきたい

というふうに思っています。 

市の返戻品といたしましては、お米ですとかカニが主力なんですけども、課題としては数量の確

保ですし、また、返礼品の種類もやはり広げていく必要があるなというふうに思っています。そう

いったところにしっかり取り組む中で、またタイミングが合えば、阿部議員ご提案のような係です
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とか、そういった担当者の配置も考えていきたいというふうに思っています。 

また、企業版のふるさと納税については、市長も今年度から訪問を積極的にしておりますが、私

も含めて積極的に活動をして、決算のときには、よい報告ができるようにしたいなというふうに考

えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ふるさと納税に関しては、今現状、企画定住のほうで進めていると思うんですけれども、お米で

あったりカニであったりというのが今主流になっておりますし、庁内全体に関わってくる事業かと

思いますので、庁内一丸となって取組を進めていただきたいというふうに思います。 

次に、２番、子育てしやすいまち糸魚川の推進についてというところで質問させていただきます。 

ランドセルについてでありますが、年々大型化しており、その背景には、教科書のページ数の増

加が上げられるとあります。２００５年には４,８００ページ余りだったものが、２０２０年には

およそ８,５００ページになり、１５年間で１.７倍にも増えました。そのことも要因となり、全国

の事例では、重いランドセルを背負うことで、足腰の痛みを訴える生徒も増えているとの報道もあ

ります。現状市内では、生徒がほぼほぼ全員ランドセルで通学していると思いますが、当市におい

てはそういった事例というのはありますでしょうか。またこういった事例をどう受け止めています

でしょうか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 

数年前に比べて、何を学ぶかというところはあまり変わっていないのですが、やはりどのように

学ぶかという点で大きく変わっております。昔は知識を書いてあるだけの教科書が多かったと思う

んですが、今は自ら課題を見つけて学ぶ。それから、仲間同士で対話をしながら学ぶといったとこ

ろ、また理解を深めるために挿絵・図などが多くなり、議員おっしゃるとおり、ページ数が増えて

おりますし、教科書自体も大判化しております。また、新しい教科英語など入ったことにより、教

科数が増えて、教科書全体としての重さは重くなっております。学校では、以前からそういった子

供たちの負担を減らすために、家で学習しない、例えば宿題が出ていない教科とか、今日は自分で

家で理科を勉強しないから理科を置いていこうとか、そういうような形で資料集や勉強しない教科

を学校に置いてってもいいということを認めております。 

それから子供たちが健康被害についてですが、教育委員会には登下校を含めて、学校管理下にお

いて、事故・けがに遭って、医療機関を受診した場合に報告が上がってきますが、議員おっしゃる

ようなランドセルの重さによってけがをした。それから健康被害が出たというような報告は、昨年、

そして今年、これまでは報告のほうは受けておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございます。保護者の中には気に入ったランドセルを買うために、入学の１年以上前

から準備される方も多く、そういった活動を指した造語、「ラン活」という言葉も生まれておりま

す。年々、このラン活が激化しており、その背景として、少子化のため、両親と父方、母方の祖父

母など、子供１人に対して多くの大人でお金をかけられることができ、よりよいランドセルを買っ

てあげられるということが上げられます。 

一方で、価格高騰による費用負担や家庭環境により、経済格差が見えてしまうということも課題

として上げられます。そういったことから、ランドセルの廃止を訴える方もおられますが、現状、

保護者の方やＰＴＡからは、こういったことへのご意見というのはありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 

教育委員会のほうには、そのようなお声を頂いておりません。ランドセルに対して、子供たちの

憧れや趣味・嗜好、またご家族の思い等ありますので、先ほど答弁ありましたように、ランドセル

には限定といいますか指定はしておりません。どのような形であれ、両手が空いて転んだときに手

がつけるような、背負えるような形のリュックサックのようなものであればいいことになっており

ますので、その辺また、新入生の保護者等に周知してまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

指定がないということなんですけれども、現状、小学生、どのぐらいの割合の方が、ランドセル

で通学されているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 

正確な調査はしておりませんが、ほぼほぼ全ての子供が、ランドセルを使って通学しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

やっぱり私もそう、何ていうんでしょうかね、ランドセルといえば小学１年生というところで、

ランドセルは本当に象徴だな、小学生の象徴だなと思うんですけれども、やっぱり情勢がいろいろ

変化してきているなと思うのが、ランドセルの価格が毎年１,０００円ずつ上昇しているというふ
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うなデータがあるようです。平均購入価格に関しては、５万６,０００円を上回って、特に６万

５,０００円以上のランドセルを購入したという回答が年々増加しており、２０２０年には全体の

２２％だったものが、２０２２年には３０％を超える状況となっております。そうした状況から、

家庭的・経済的負担、家庭の経済的負担になっているということから、富山県の立山町が、モンベ

ルに依頼して、軽く丈夫な、先ほど言った通学の「わんパック」を開発してもらったそうです。立

山町は、令和５年度以降に自分の町の公立小学校に入学する全児童へ、この「わんパック」を無償

配付しております。これはいいということで、いろんな自治体がこの「わんパック」を無償提供す

るという動きもあります。この動きについて、市としてはどう捉えているか。またその可能性とい

うのを改めて伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 

現在取り組まれている自治体の研究をしまして、またその予算、それから無償配付されたランド

セルじゃなくてリュック、「わんパック」の利用状況等を研究し、今後検討していきたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

現状市内においても、あの子の家はいいランドセルだとか、やっぱり子供たちの間というよりか

は、親たちの間でランドセルを見るという、うちは軽井沢の革の工房で作ってもらったんだとか。

そういうのがやっぱりマウントの取り合いというんでしょうかね、そういう現状もあるというふう

にお聞きしております。どういった方法がね、一番保護者からもそういったことがない、相談とい

うかね、ないということなんですけれども、今後の動向もいろいろ見ていってほしいなというふう

に思います。 

また、２０２４年度には、小学校にてデジタル教科書というのの導入という方針も示され、今後

ランドセルの在り方についても変化があると思います。子供たちの成長や家計の負担と社会情勢を

捉え、的確な子育て支援を進めていっていただきたいというふうに思います。 

次に、児童手当についてお聞きいたします。 

政府は、来年１０月から所得制限を撤廃し、年収に関係なく第１子、第２子は月１万

５,０００円、第３子以降は３万円の児童手当を支給すると表明されました。ですが、現行の第

３子の定義を当てはめますと、高校生になっても月３万円が支給される子供は、かなり限定される

というふうに考えます。 

現行の制度では、高校卒業に相当する年齢以下で一番年長の子供を第１子というふうに数えます。

そのため、子供が３人いても、一番上の子が１９歳になると、２番目の子が第１子、３番目の子は

第２子と扱われます。市としては、こういう扱われ方について、どう受け止めていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

制度につきましては、今ほど阿部議員がおっしゃったとおりでございまして、国の第３子以降の

加算の考え方につきましては、先日の新聞記事等を拝見いたしますと、１８歳で高校卒業後に働く

方もいらっしゃって、扶養する児童の経済的な支援が趣旨であるというふうに言われております。

今ほどおっしゃいました第１子と第３子以降の兄弟間で、年齢構成によりまして、受給する金額に

差が出てくるといったことに対しては、不公平感を感じておられる方もいらっしゃるのではないか

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市内のお子さんを３人育てるお母さんから、一番下の小学生の子の手当が１万５,０００円もら

えると思ってたんだけど、上の子が高校卒業したら１万円に減額されててて残念だったと。それで

市に問い合わせたら、そういうことなんですというふうに言われたというふうにお話ありました。 

私も第３子の扱い方については、疑問を抱きますし、市としても、ぜひとも国に要望していって

いただきたいというふうに思います。 

また現在、子育て世帯が求めている支援、どういったところを支援してほしいということは、把

握されているんでしょうか、調査等、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

市のほうでは、定期的に子ども・子育てに関するアンケートを取っておりまして、そういった中

で、現家庭内での収入状況であるとか、経済的な負担感を聴き取る中、どういった支援について求

めていきますかといったところでの自由意見等も頂いているところでございます。そういった中で

も、今年度からスタートいたします医療費の一部負担金の無償化についても、そちらのほうのアン

ケート調査等によりまして、要望が高かったことから、今年度から実現化したものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

物価やエネルギーの高騰で、多くの世帯で厳しい状況が続いており、子育て世帯も例外ではあり

ません。児童手当に関しては国の制度であり、今後拡充される見通しですが、それに上乗せする形

で、市の予算を充てて、第３子からと言わず、第１子から支援が行えないか。あるいは給食費の無
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償化等はどうか、保育料についてはどうかなど、少ない出生数だからこそ、あらゆる角度で継続的

な支援ができないかと考えますが、お考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

今ほど３点ほどバランスといいますか拡充といったことかと思います。まずは、市独自に手当を

出さないかといった部分ではございますが、市では、今ほどの国の児童手当のほかに、誕生祝い事

業であるとか、先ほど申し上げました子ども医療費の一部負担の無償化といったものを１０月から

スタートいたします。限られた市の財源の中で、どこに重点を置いていくのか。また、市民の納得

感をどう得られるのか。これまでのアンケートなど、子育て世代の状況を参考にして、検討してま

いりたいと考えております。 

また、給食費の無償化でございますが、給食費につきましては、学校給食法によりまして、市の

負担といったものが、まず施設整備であるとか人件費は、市の負担というふうに定められておりま

して、また保護者負担につきましては、それ以外の経費、食材料費になりますが、そういったもの

が定められております。こちらにつきましても、原則給食費につきましては、市としては保護者負

担という考えでありますが、独自に無償化している自治体もございます。 

また、国のほうでも無償化の実態調査があるとか、課題整理を行うこととしていることから、国

の動きも注視していきたいと考えております。 

また最後、保育料等もございましたが、保育料等につきましても、現在３歳以上につきましては

無償化といったような形の制度になっておりますので、ただ未満児、３歳未満児につきましては、

保育料等のご負担いただく、収入所得等に応じてご負担等もいただいているところでございますが、

そういった部分につきましても、今後の財源等、限られた財源の中での検討としたいと考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

情勢は日々変化しておりますので、アンテナ張り続けて、今後も子育て世帯に寄り添った的確な

支援をお願いしたいと思います。 

次に、マスク着用についてお聞きいたします。 

厚生労働省は個人の判断というふうにしておりますし、文部科学省はマスクの着用は求めないと

いうことが基本となっております。現在、給食の場面においては、黙食というのはどうなっている

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 
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黙食は、必要ないというふうに各学校に通知しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございます。長期間にわたりマスクを着用することで、様々な弊害があるということ

が明らかになってきました。酸素不足であったりコミュニケーション機能の低下などが挙げられま

す。酸素不足に関しては、マスクをしない状態と比べて、酸素がおよそ８７％まで減り、二酸化炭

素はおよそ３０倍に増えるというデータもあります。ぼうっとしたり記憶力や集中力に影響が出ま

す。マスクをしていて、日常生活をする分には重い酸欠になる可能性は低いんですが、酸欠の状態

が続くと脳細胞は死滅していき、回復が難しいということがあります。将来にわたって影響が残る

とも言われており、成長への悪影響も懸念されます。今までは、感染予防対策として市としてもマ

スクの着用を周知していたかと思いますが、緩和された今、こういったマスク着用による弊害があ

ることという周知は、どうなっているでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 

マスク着用の弊害については、特段、保護者等に周知しておりません。逆に、マスクの推奨につ

いても、着用の推奨についても、３月１３日以降、教育委員会のほうからしておりません。 

ただ、マスクを外したい子供がマスクを外しやすくなるように、換気の徹底、それから子供同士

でマスクの着用も強要しないとか、着用の有無による差別や偏見のないように、各学校に指導をお

願いしているところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

着用については、もちろん個人の判断でありますが、メリット・デメリットを伝えた上で判断し

てもらうということも重要かと考えますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古川こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 古川勝哉君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（古川勝哉君） 

個人の判断によるところでありますので、弊害についても、お知らせはこちらからしませんし、

着用の推奨についても、こちらからしない方針であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 
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○教育次長（磯野 豊君） 

課長の答弁のとおり、マスクについては、その方その方、保護者、その子その子、保護者の考え

方ということで、教育委員会としてはしなさい、当然外しなさいという強要はしません。 

ただ、今、議員おっしゃる弊害も報道等で言われております。子供たちのためにどうしたらいい

のかというのを常に考えて、場合によっては、情報提供ということも考えていきたいというふうに

思ってます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

これらは教育現場だけの問題でなく、社会的問題であるというふうに考えます。今ほど次長おっ

しゃったように、教育委員会として子供たちが元気に成長できる環境の整備というのを引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

次に、公園の維持管理についてお聞きいたします。 

市内には多数の公園がありますが、子供たちが遊べる状態になく、整備が行き届いてない公園も

あるかと思います。昨日の横山議員の質問にも、公園の維持管理は困難、利用のない公園もあり、

今後、在り方の検討も必要という答弁もありました。 

そういった課題がある一方、利用者が集まる公園については、さらに充実させていくことも必要

だというふうに考えます。充実を図ることで、子育て環境がよくなり、利用者の満足度が上がる。

それが広がり、交流人口の拡大にもつながる、そういうふうに思っております。 

では、どう充実させるのか。具体的には、ふわふわドームの設置ができないかというふうに考え

ております。ふわふわドームは、自然の中で伸び伸びと遊べるトランポリンで、１人からでも子供

自身が感じたままに工夫しながら遊べることができ、楽しみながら体力や脚力を養える全国各地の

公園で人気の遊具であります。 

最近では、黒部の道の駅や入善のわくわくドームにも設置され、市内からも多くの子育て世帯が

遊びに行っています。市としてもそんな状況や、この遊具の存在はご存知かと思いますが、当市に

おいても、利用者の多い須沢の臨海公園などの大型公園に対して、ふわふわドームの設置をできな

いか。そうすることで市内の子供たちはもちろん、長野県など県外からの誘客も狙えるかと思いま

す。ふわふわドームの設置についてお考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

昨日の横山議員の質問でもお答えしましたとおり、今後の人口が減少していく中で公園施設の老

朽化も進みまして、施設の更新には大きな費用が必要となり、見直しが必要と考えております。 

一方で、今、議員ご提案ありましたとおり、子育て支援の推進などの観点といいますか、施設の

活用の取組も進める必要があると考えております。今後ふわふわドーム、今お話がありましたふわ
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ふわドームの遊具の導入につきましても、ちょっと先進地の事例等を収集させていただきまして、

導入効果とか費用対効果ですかね、その辺を含めて、少し研究のほうをさせていただきたいと考え

ております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございます。設置については、財源という課題も出てくるかと思います。先ほどのふ

るさと納税のところに戻るんですけれども、ガバメントクラウドファンディングに挑戦して、この

ふわふわドームの設置の資金調達できないかというふうに考えます。 

糸魚川市は、日本一の子供を育てるという目標の下、将来を担う子供たちのため、子育て環境を

さらによくするために、こういった整備をしたいという目的、使い道を明確にして、子育てに力を

入れているまちだというふうに、全国に糸魚川市をアピールできる場にもなるかと思いますが、い

かがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

財源のお尋ねでありますが、今、議員のご提案もごもっともだと思います。的を絞って共感を得

る。ピンポイントで財源を集めるという手法も、ご提案としてはすごいいい取組だと思います。 

ただ、今、公園の中でありますので、もっとやっぱり国・県の交付金とか優位な財源というのも

探さなければいけないというのは、私たちの使命になります。そういった中での財源というのは、

その時々の場面場面の中で、財源のほうは考えていかなきゃいけないと思います。ご提案の部分は、

やっぱり絞った中での部分ということで、発想としては受け止めさせていただきたいというふうに

思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

交付金とクラウドファンディングを合わせて使うということは、可能なんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

具体的なお答えというのはちょっと今ここでは難しいんですが、基本的に交付金は充当率という

のがございますので、残った一般財源をどう工面するかという対応になってくるかと思います。そ
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のときに寄附金とか、あと起債とかという形で、財源のほうは考えていくことになるかと思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ぜひとも前向きな検討をお願いしたいと思います。 

続きまして、（仮称）駅北子育て支援複合施設のところについてお聞きします。 

中の機能については、これからの議論になると思いますが、子育て支援センターの単なる移設で

はなく、この施設が、今後糸魚川市の子育ての拠点施設となることを、また、多世代が集い、交流

できる施設になるということを私は願っております。 

また、その一つとして、子育て手続、子育てに関わる手続を１つの窓口で行えるワンストップの

窓口の設置であったり、また多くの世代が集うという意味では、土日でも証明書等の行政サービス

の窓口の設置というのも効果的かと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

まず、こちらの仮称の支援複合施設が、子育ての方が多く利用されるという中で、子育てに関す

る手続等が一元化といいますか、１つでできないかということでございますが、子育てに関する手

続に関しても様々ございます。そういったものがそちらの１か所でできるのか、また今までどおり

の、こちら市の庁舎のこども課を中心としたところがいいのかというところにつきましては、どち

らがメリットがあるのかといったところは研究してまいりたいというふうに考えておりますし、ま

たそれ以外の方々が利用する証明書といったものの、今ご提案もありましたが、それも証明書につ

きましても、各種証明書があることもありますので、そちらも、こちらの市の庁舎で発行できるも

の、またそういった別の場所で発行できるものということで、複数箇所になるのが市民の方にとっ

てメリットになるのかといった部分も含めて検討してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市役所の機能を駅北に置くということで、一時的ではなく、永続的な人流が生まれるというふう

にも考えますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします 
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いろんな手続というのがありますが、私、今自分で振り返りますと、市役所でそういう手続とい

うのを１回でやったことって、ここ１年はないかなと思ってますが、今のお話聞いていますと、例

えば休みを取らなくても昼休みにそこに行けるという、そういう環境に置かれていたために気づけ

なかったのかなと思います。 

今度、支援施設ができて、そこに本を見に行くとか、子供の関係で行くときに、そういう手続が

一緒にできるということは、その手軽さが増えるということは、必ずその施設の利便性が上がると

いうことになりますし、都市機能誘導施設としての子育て支援施設というやつの機能が加わるとい

うことでは、実現のためのちょっとハードル感が私に欠けているところなんですが、機能がそこに

附属されるということは、いいことだと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市長、このことについてどうお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

主にこども課とか市民課の窓口機能を駅北に置くことによって、人流をつくる。そういったこと

で、にぎわいの一助になるのではないかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ぜひとも前向きに、ちょっとハードル高いかもしれないんですけども、ぜひとも前向きに検討し

ていただきたいというふうに思います。 

また最後、糸魚川市の子育てに関わるところ、全体像なんですけれども、第２期糸魚川市子ど

も・子育て支援事業計画の基本目標の文言の中に、「日本一の子供を育てる」という言葉がありま

す。改めて、この日本一の子供を育てるという言葉の意味、またどういった思いで盛り込んだのか、

教育長、副市長、市長、それぞれの立場からお答えいただければと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ひとみかがやく日本一の子供たちを育てようということにつきましては、子供たちは、やはりい
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ち早く自分たちの目標を持って、それに向かって学習や、またいろんなところと育んでいくことが

私は大切だと思っております。そういったことをやはり考えて、子供たちがいかに目をきらつかせ

て、自分たちの目標に進んでいく、そういった環境をつくっていきたいということで、ひとみかが

やく日本一の子供という形で位置づけさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

子ども一貫教育の基本方針では、１８歳での自立というのを目指しています。それで実際に

１８歳、社会に出るかというのはちょっと、そういう方は少ないと思いますが、１８歳、あるいは

２２歳の時点で糸魚川に生まれ育ってよかったなと思えるような子育て、教育を進めていきたいと

いうものでございます。将来的に糸魚川のほうに勤めていただきたいという思いが、当然バックに

あるわけですが、子供たちが将来の夢を実現するために、糸魚川で学んで、例えばキャリア教育、

それから中学生のキャリアフェスティバル、それから高校の魅力化の中で、糸魚川のエッセンスに

少し触れながら、将来的に糸魚川を選んでいただけるような施策を展開していきたいという思いで

ございます。最終的に地元を選ぶかどうかって本人になりますけども、その本人から糸魚川を選ん

でもらえるような、しっかりしたまちづくりをしていきたいという思いで取り組んでおります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

糸魚川市にとって、子供、子育て、教育の尊重をどのような形でイメージをし、どのような仕組

みを持ってそれを実現していくのかということをコンパクトにまとめたのが、ゼロ歳から１８歳ま

での子ども一貫教育方針のグランドデザインです。あの中に関わった皆さん方の思い、総意、熱意、

それこそ熱い思いを込めて、あのグランドデザインができてます。それ見ますと、やはり未来を担

うのは子供たちだ。子供たちの教育、保育も含めてですけれども、そのものをうんと大事にするた

めには、やっぱり具体的なものがなくてはならない。そのために定めたのが、そのグランドデザイ

ンであり、基本計画であり、見直し改定に今現在取り組んでいる内容でございます。 

子供たちを育てるには、家庭だけではなくて、園・学校だけではなくて、地域だけではなくて、

それぞれ子供を真ん中にして、それぞれ関係する皆さん方が、それぞれの立場の役割をしっかりと

果たす中で、関係する皆さん方が力を合わせて連携、協力、協働のスタイルでもって、子供たちを

育ち、学びを途切れなく１８歳まで育ててあげましょうというふうな思いです。 

日本一というふうな言葉の定義の意味なんですけれども、子ども一貫教育の基本計画の中にその

定義が出ています。それをちょっと確認しますというと、日本一の子供というのは、どういうこと

の姿をイメージしてるかということなんですが、自信を持って、世の中に力強く歩み出す子供の姿。

その中に糸魚川で学んでよかった、生まれてよかった、育ててもらってよかったという糸魚川への
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郷土愛、愛着形成的なものもたっぷりと子供たちに関わった中でもって育んであげて、そして自信

を持って世の中に出て活躍できる。そんなふうな子供たちの姿を日本一の子供というような形でも

って表現させていただいております。スポーツの種目で日本一になったとかチャンピオンなったと

か、どういう大会でもって日本一になったとか、そういうふうな順位的な部分の日本一というふう

な捉えではないことをご理解いただきたいなというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございました。糸魚川市が日本一の子供を育てるということを目標として、子育て環

境、あるいは教育環境の整備に尽力していることを、まだ市民は感じ取れてないんじゃないかとい

うふうに思っております。一貫教育のグランドデザインの見える化というのをしてるというふうな

お話ありますが、もっと市民に身近に、分かりやすくしていくことが重要だというふうに考えます

が、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

見える化、子ども一貫教育方針の見える化も含めて、やっぱり市が何をやっているのかという情

報発信については、長年の課題だというふうに思っています。先般の一般質問でも情報発信の大切

さというのを、ホームページの大切さというのもご質問いただきましたけれども、やっぱり具体的

に何をやっていて、どんな効果があるんだというのを私どもまだ発信しきれてないなという反省は

ありますので、今後ホームページの改定、またそういった発信手段の開拓といいますか、そういっ

たところを含めて、取り組んでまいりたいというふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございます。近隣自治体でも、市独自の子育て支援の予算を拡充し、取組を進めてい

る自治体も多くあります。支援の拡充であったり、環境の整備については、やはり予算はかかりま

す。日本一を掲げる糸魚川市であります。国や県の予算に上乗せする形で市の予算を投入し、支援

の拡充・充実を図り、子育て環境の整備も含め、子育てするなら糸魚川ということに今まで以上に

力を入れて、さらに推し進めていただきたい、そういうふうに思っております。今後の取組の中で、

市の予算を投入し、こういったところを支援していくという具体的な施策はありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 
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○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

少子化の中、様々な子育て環境が年々といいますか、日々それぞれの人によって変化してきてる

といったものを我々も実感しているところでございます。そういった方々の声、またお気持ちに寄

り添いながら、どういった施策、事業があって、繰り返しになりますけども、糸魚川市で子供を産

み、育ててよかった。またそこで学んでよかったと思えるような子供が、多く生まれるような形で

今後、事業のほう推進に当たっていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

昨年度の出生数も１５０人を下回り、今後も減少していくことが予想され、１年間の出生数が

１００人を切るのも間近に迫ってきていると感じております。当市が掲げる日本一の子供を育てる

という力強い言葉が、理想を掲げているだけにならず、市民全体がこの言葉を理解し、地域を巻き

込み、日本一の子供を育てることができるのは糸魚川市だということが実感できるまちになるよう、

引き続き取組を進めていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、阿部議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

ここで暫時休憩いたします。 

再開を３時２０分といたします。 

 

〈午後３時０７分 休憩〉 

 

〈午後３時２０分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、加藤康太郎議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 〔９番 加藤康太郎君登壇〕 

○９番（加藤康太郎君） 

みらい創造クラブの加藤康太郎です。 

発言通告書に基づき、一般質問をさせていただきます。 

１、「安心してこどもを産み育てることのできる社会」の実現に向けた「こども・子育て政策」

の強化について。 

こども・子育て政策の現状と課題として、我が国の少子化は深刻さを増しており、「静かな有事」
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とも言える状況にあります。昨年の出生数は、８０万人を割り込み、わずか５年間で、２０万人近

くも減少しており、過去最少となる見込みであり、政府の予測よりも８年速いペースで少子化が進

んでいます。少子化の問題はこれ以上放置できない待ったなしの課題であり、多くの若者が「いず

れは結婚したい」と思い、また、結婚した夫婦の多くが「子供がいると生活が楽しく、心が豊かに

なる」と考え、子供を持ちたいと思っているにもかかわらず、結婚できず、希望する数の子供を持

てない状況が続いています。このまま出生数が急激な減少を続けると、経済活動は縮小し、社会保

障制度や地域社会の維持に支障が生じかねず、一刻の猶予も許されていません。 

少子化は、日本の未来を左右する喫緊の課題であり、若い子育て世帯だけでなく、全ての国民に

影響を及ぼす事案であるとともに、当市にとっても、地域の存亡に関わる切実な問題です。 

そのような中、令和５年３月３１日、「こども・子育て政策の強化について（試案）」において、

今後３年間で加速化して取り組むこども・子育ての政策と目指す将来像を示し、具体的な施策や財

源の在り方の議論を行い、６月の「経済財政運営と改革の基本方針２０２３」までに、将来的なこ

ども予算倍増に向けた大枠を提示するとされています。 

また、岸田首相は、６月７日の全国市長会総会において、「子育て政策は、国と地方が車の両輪

となって取り組んでいくべきだ。」と述べ、自治体と協力して進める考えを示し、総会では、子育

て支援に関する「こども・子育て施策の充実強化に関する決議」が採択され、国が中心となる政策

と、自治体独自の取組の両方が重要だと指摘し、地域の実情に応じた支援ができるよう、自由度の

高い交付金の創設を要請しました。 

(1) 当市における「こども・子育て政策」の現状認識と評価（成果と課題）を伺います。 

(2) 地方自治体においても、根拠・エビデンスに基づく政策立案（ＥＢＰＭ）という取組の重

要性が高まっています。ＥＢＰＭとは、勘・経験・思いつきなどにより政策を立案するので

はなく、データ等の客観的な根拠に基づき政策を立案することで、政策の質の向上を図る取

組です。「こども・子育て政策」における根拠・エビデンスに基づく政策立案・検証の取組

状況について、伺います。 

(3) 当市の実情に応じた、今後の「こども・子育て政策」の自治体独自の取組強化について、

見解を伺います。 

２、「こどもまんなか社会」の実現に向けた「こども施策」について。 

全ての子供や若者が将来にわたって幸せな生活ができる社会、「こどもまんなか社会」を実現す

るため、令和５年４月１日に、「こども家庭庁」が創設されるのと同時に、国や都道府県、市区町

村など社会全体で、こどもや若者に関する取組「こども施策」を進めていくための基本となる事項

を定めた法律、「こども基本法」が施行され、こども基本法では、１８歳や２０歳といった年齢で

必要なサポートが途切れないよう、心と身体の発達の過程にある人を「こども」としています。 

「こども施策」とは、「こどもに関する施策」と「一体的に講ずべき施策」から成り、「こども

に関する施策」とは、子供の健やかな成長や、結婚・妊娠・出産・子育てに対する支援を主たる目

的とする施策であり、「一体的に講ずべき施策」には、国民全体の教育の振興、仕事と子育ての両

立等の雇用環境の整備、若者の社会参画支援、就労支援、社会生活を営む上で困難を抱える若者支

援、小児医療を含む医療の確保・提供など、教育施策、雇用施策、医療施策等、多岐にわたる施策

が含まれます。また、「こどもの居場所」というのは、放課後児童クラブや児童館、こども食堂、
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学習支援の場などが挙げられますが、これまでは施設の目的によって別々の省庁が担当していまし

たが、こども家庭庁では、こども・若者が安心して過ごすことができる場の整備に関する事務を所

掌するとともに、「こどもの居場所づくりに関する指針（仮称）」を閣議決定し、これに基づいて

強力に推進することとしています。 

(1) こども基本法第１０条において、市町村は、「こども大綱」及び都道府県こども計画が定

められているときは、都道府県こども計画を勘案して、当該市町村におけるこども施策につ

いての計画、「市町村こども計画」を定めるよう努めるものとするとあります。今後、作成

される「こども大綱」を勘案し、また、令和２年度から令和６年度までの５年間を計画期間

として令和２年３月に策定された「第２期糸魚川市子ども・子育て支援事業計画」を踏まえ、

「糸魚川市こども計画」を策定する考えはないか伺います。 

(2) こども基本法第１１条において、国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、

及び評価するに当たっては、当該こども施策の対象となる子供、または子供を養育する者、

その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとするとあります。こど

も施策に意見を反映させるために、子供や若者が意見を言える場や仕組みづくりをどのよう

に進めていくのか伺います。 

(3) 子供に対する支援は国だけでなく、民間企業、ＮＰＯなど、様々な主体により行われてい

ます。こうした関係者が密に連携していくように「こども基本法」や、世界的な視野から児

童の人権の尊重、保護の促進を目指した「児童の権利に関する条約」の内容についても、子

供を含む多くの人に知ってもらうことがとても大事になります。市民への周知、広報活動を

どのように進めていくのか伺います。 

(4) 「こどもまんなか社会」の実現に向けた多岐にわたる「こども施策」を、こども家庭庁の

ように一元的に推進していくために、横断的に各部の連携を図り総合的な調整を担う組織運

営を、どのように進めていくのか伺います。 

(5) 全ての子供が、安全で安心して過ごせる多くの居場所を持ちながら、様々な学びや、社会

で生き抜く力を得るための糧となる多様な体験活動や外遊びの機会に接することができ、自

己肯定感や自己有用感を高め、幸せな状態（ウェルビーイング）で成長し、社会で活躍して

いけるようにすることが重要です。地域における様々な「こどもの居場所」（サードプレイ

ス）づくりを、こども家庭庁と連携して、どのように進めていくのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

加藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、子育てに対するニーズが多様化しており、個々のニーズに寄り

添った支援が求められています。 

２点目と３点目につきましては、子ども・子育て支援に関するアンケートの結果分析や子ども・

子育て会議における意見を踏まえ、当市の特徴に合わせた施策を推進しております。 

２番目の１点目につきましては、今後検討してまいります。 
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２点目につきましては、これまでもアンケート結果や子ども・子育て会議における意見を施策に

反映しておりますが、提案いただきました子供や若者が意見を言える場の仕組みづくりについても、

今後研究してまいります。 

３点目につきましては、庁内関係部局及び園・学校や関係団体と連携を図りながら、啓発、周知

活動をしてまいります。 

４点目につきましては、平成２２年度から教育委員会事務局内にこども課を設置し、子供施策の

一元化をいち早く進めてきたところでございます。 

５点目につきましては、引き続き、国・県の動向を注視し、各種事業を着実に推進する中で、子

供の居場所づくりにも取り組んでまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

それでは再質問の前に、まず、結婚、妊娠、出産、また子育ては、個人の自由な意思決定に基づ

くものでありまして、また今般の多様な価値観とか考え方が尊重されるべきで、若い世代の誰もが

結婚や子供を産み、育てたいとの希望がかなえられる環境を整えるということを前提に、進めてい

くということを確認して一般質問に入りたいと思います。２回目の質問に入りたいと思います。 

それでは、１番、安心して子供を産み育てることのできる社会の実現に向けた子ども・子育て政

策について再質問いたします。 

（１）の当市における子ども・子育て政策の現状と評価というところになりますが、国のほうで

は６月１３日に示された経済財政運営と改革の基本方針２０２３において、急速な少子化、人口減

少に歯止めをかけなければ、我が国の経済、社会システムは、維持することはもう難しくなると。

また、若年人口が急激に減少する２０３０年代までに入るまでに、こうした状況を反転させること

ができるかどうかが分岐点であり、ラストチャンスであると大変厳しい言葉で、また現状認識で今

回の対策に当たるとしています。 

また、次元の異なる少子化対策として、こども未来戦略方針に基づき、若い世代の所得を増やす。

社会全体の構造や意識を変える。全ての子育て世帯を切れ目なく支援するという３つの基本理念を

踏まえ、抜本的な政策の強化を図るとしています。 

私ちょっと心配してるのが、国が、あともう２０３０年とかだと７年、そういった中で加速化プ

ランということですね、この３年間で集中的に取り組むということで、東京を含めた国全体でもそ

ういった状態になってる状況で、当市においては、そういった意味で７年も時間が逆にあるのかな

という部分と、そういった意味で今まで国の支援がなかったために財源がなくて人員が補充できな

くてできなかった施策を、国がやっと本気で支援するという形になって、今後今のこれからの３年

間を、力を生かして、その支援を受けて、同じ気持ちで糸魚川市の子育て支援に当たらなければ、

同じように糸魚川市もそういう反転、また、人口減少の歯止めが利かなくなってしまうんではない

かという考えがあります。そういった部分で、そういった時間軸的な政策とかは本当にいろいろ取
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り組まれて評価をしているところなんですが、そういったこの年限を決めたこの３年で何かをやり

切るとか、今後進めていく上で、糸魚川市の２０３０年に向けて、いつまでにこれをやらなければ

いけないというような、そういった時間的な時間軸、国と同じような形で、この３年間で進めてい

かなければいけないと思うんですが、そういった考えがあるか。また進めていくかどうかをお伺い

します。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今ほど加藤議員おっしゃいました、こども未来戦略方針が国のほうで示される中で、やはり国で

も今回、日本のラストチャンスと掲げて、２０３０年に向けてということでございますが、来年度

からの３か年を加速化して、この３年間に、まずは注力するといった取組が示されているところで

ございます。 

そういった中でも、市のほうでも既存の計画、例えば総合計画であるとか、子供に関する計画と

いうのはございます。またさらには、短い期間での実施計画といったものもございますので、そう

いったものを活用する中、また、国の動きというのもこれから少しずつ明らかになってくるかと思

っておりますので、そういったものを注視する中で、市のほうでも計画を立てて、国のほうの計画

に倣う形がいいのか、それを逆に先行する形がいいのか、少子化の課題につきましては、国より糸

魚川市のほうが早くそういった事実に至っておりますので、早め早めの事業展開を図ってまいりた

いと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひそういった視点を持ってスピーディーに対応していただくことが、これから本当に大事だと

思いますし、国のほうもそういった財源メニューというか、そういうのを今度出すときに、既に用

意しとかないと、もうすぐに取り組めないということですので、そういったことで情報も取りなが

ら進めていただきたいと思います。 

また、（２）の勘・経験・思いつきなどにより政策を立案するのではなく、データの客観的な根

拠に基づく政策を立案することというところで、ちょっと心配しているのが、先ほどのお話でもあ

った保育所の在り方検討の取組のところで、例えば令和１４年度の中学生の人数なんですが、これ

もう既に平成３０年、令和元年、令和２年で、恐らくもう出生した人の数が確定してると思うんで

すが、これも結局、平成２４年を１００％として、その減少率で１０年後を見ているために、どう

しても人数が多く想定されて表示されているので、私もちょっと今それで、年度でもしかしたら社

会の増減があって多少変わるかもしれないですけど、足すと６１９ぐらいになると思います。そう

すると、この表で見ると８１３ということで、約２００人ぐらい数値がかけ離れた状態で在り方を

検討するということで、やはりデータの客観性がないとやっぱり間違った誘導になってしまいます
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し、今後また、若年層についてはこれから生まれてくるんですが、今後の見込みとして令和４年度

が１５０ということですから、今後ちょっと増えるという想定はちょっとなかなかできにくい中で、

多分こちらの後の小学生の人数、幼・保の０歳から５歳の人数もかなり、２割以上は下がってくる

んじゃないかなと。やはりそういったことをしっかり示した中で議論を進めていかないと、さっき

言った時間軸やそういった部分が心配になるんですが、こういったデータをするときに、例えば定

住人口係がちゃんとチェックをしているとか、そういった内部的な整合性を取っているのかお伺い

したいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回は保育所の在り方検討の際に、今後の推計見込みというものを、平成２４年、また１０年後

の令和４年、その先ということで見込んだところでございますが、そちらにつきましては、単純な

増減率を掛け合わせたものであり、実際のところの推計ということとは若干かけ離れている部分も

あろうかと思っております。今後、園の適正配置であるとか、そういった部分につきましては、例

えば様々な要素、例えば結婚する年齢の方々の人数であるとか、そういったものも、今後の出生数

の見込みに影響してくるか思っております。そういった部分につきましては、人口のほうの統計を

取っております部署のほうとも連携を取りながら、正確な数字を持って、今後の取組を進めてまい

りたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

企画定住課のほうからも、お答えをさせていただきます。 

現在、人口推計のほうは、２０２０年に行われた国勢調査の人口を基に行っているんですけれど

も、先般詳しい数字、推計がまた出ておりますので、それに基づいた推計のし直しといったところ

も必要かと思っております。その数字については、総合計画、人口ビジョンの中で示しております

ので、そういったところをさらに改めるとすれば、また各課のほうにも周知をしながら、各計画に

反映をしていただくように努めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

先ほどありましたように、こども課に一元化されるというとこなんですが、やはり教育委員会の

中と、やはりこういった企画定住とかのやっぱり一つの壁があることによって、やっぱりちょっと

そういったせっかくの連携ができないということで、今後そういったところもしっかりしながら進

めていくことがやっぱり大事だろうと思いますので、お願いします。 
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続いて、（３）の先ほどあった当市の実情に応じたというところで、やはり自治体独自の取組を

していくことが大事だろうと思っております。例えば今言われてるのは、西の明石と東の流山と言

われてますが、明石の成功要因を聞くと、ここは１０年連続人口増なんですが、いろいろ５つの無

料化ということもあるんですが、隣の神戸市との政策の差、それがもう成功要因だと。隣の神戸市

は、空港とか港があって、既存の開発型で、そんなに子育て支援に注力しなくても町が運営できる

ということで、また、明石は逆に大都市に近い住まいのエリアのベッドタウンということで、その

地理的な特色も踏まえて、そういった政策を打って、そこからの人口が増えた。 

もう一個言いますと、あえて所得制限もかけずにすることによって、一体を助成で補助金出るん

ですが、結局、中間層の納税者の共働きの方が入るので、トータル市税が上がると。そういうこと

で、そういった部分をしたたかにちゃんと計算をしながら、結果的に１回お金は出るんだけど、市

税も上がって人口も増えて、また地域にそういった世帯を消費するのがあるので経済も回り始めた。

そういったことが大事なので、そういう意味では、例えば入善、黒部、上越、妙高の政策と糸魚川

の政策がどうかという部分がすごく大事になっていきます。実際、皆さんのお話にあったように、

上越市に家建てたよとか、入善に建てたよという話も聞きます。 

そういったところで、他市との政策の差、既存の今の政策から積み上げていると思うんですが、

そういった他市との政策の差というのは、しっかりと検証されているか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

近隣の他市との差といいますか比較といったもの、例えば何か表をもって横並びにしたといった

ものは特にはございませんが、各種マスコミといいますか新聞であるとか、そういったものの情報

を収集する中で、それぞれの他市の糸魚川市にはない事業というものも、こちらのほうも承知をし

ておりまして、またそういった部分については、糸魚川市でも導入をできないかといった部分につ

いては、日常的に今研究しているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

そういったところでやっぱり妙高市は、もう危機感がやっぱりあるのと、そういった中で、３歳

以上の園児から小中学生までの先ほどの給食の完全無償化をして、これ１億７,０００万ぐらいか

かるんですが、それぐらいしてでもやっぱり、まず来ていただくのもあるんですが、まず今いる若

者世代を、子育て世代を出さないという、多分そういう一つの施策だと思うんで、やはり糸魚川も

やはり今いる人たちをまず、出さないでも暮らしていける。また、よかったと思えるような政策を

していきながら、なおかつ全部は無理なんでめり張りをつける中で、来てほしいその世帯層に向け

てメリットを出してきてもらうというような、やっぱり政策もめり張りをつけていただくことが大

事だと思っております。今回、企画定住でもライフサイクル支援で継続的な循環ですごくとてもい
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いと思うんですが、あれも結局いろいろ政策があって、どこがメインかが分からないというか、も

う先ほどの明石は５つの無料化というだけで出してまして、大体、年間予算が２,０００億で、そ

れにかかるのが３４億ぐらいで、何か１.７％ぐらいの支出で、それだけの人口増を支えてるとい

うことで、そういった考え方がすごく大事だと思っているんですが、その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

今年度、人口減少・少子化対策プロジェクトということで、企画定住課企画政策係のほうで、全

庁のちょっと旗振りに力を入れていきたいといったことで取組をしている部分にも関わってまいり

ます。特に全国に比べますと２０代、３０代といったところが少ない。今ほど議員おっしゃるよう

に、少し細かい計算をして突き詰めていくと、多少費用をかけても入ってきていただくことに力を

入れるっていうのは、とても大切な視点かなというふうに思っております。そういった様々な数字、

データをもうちょっと集めながら、そういった取組に力を入れてく。特にＵターンの促進による担

い手確保という部分をちょっと大事には考えているんですけれども、そういう世代に向けた取組と

いうのは何かできないか。また各課とも協議をしながら、そういった施策についての研究をしてい

きたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

糸魚川は、やはり移住・定住のほうをやっぱり引っ張ってこないと人口増えないというところと、

首都圏に比べれば、子育て政策というのは糸魚川は逆にいい面があると思うので、ぜひそういった

ところのメリットをしっかりと伝えていただきたいと思うんで、よろしくお願いいたします。 

あともう一点、出産・子育て応援交付金事業というのが始まって、当市でもやってるんですが、

もうこれ国のほうも先ほど言った国のやるべき施策と地方自治体で寄り添ってやる施策ということ

で、そういった事業事例を栃木県のさくら市とか大阪府の大阪狭山市とか幾つか挙げているんです

が、基本の国のパッケージに、例えばさくら市だと妊娠３４週と産後２週間後に電話相談を必ず実

施して、接見機会と相談の回数を増やすとか、大阪狭山市のほうは、相談、面談時の妊娠届出時に

面談、出産後に出産応援ギフトのほかに妊産婦タクシーチケットの配付をしたりとか、そういった

独自の政策をさらにプラスにすることによって、実際の相談内容を挙げたり、接触機会を上げたり

ということで、独自の政策をしています。 

また、山口県の防府市とか福岡県の宇美町とか福岡県の北九州市なんかは、母子手帳アプリの

「母子モ」というのを使って、そのアプリ上で面談記録をやったりとか、あとワクチン接種の通知

することによって忘れ防止とか、そういった機能がいろいろあるところもうまく合わせながら進め

ていくとこもありますし、あと、神奈川県の平塚市は、電子地域通貨も当市も進めると思うんです

が、スターライトマネーというのがありまして、現金と選択なんですが、スターライトマネーにし
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てもらうとプラス５％のインセンティブをつけるとか、そういったものをうまくこの政策パッケー

ジすることによって、普及をしたりという政策を進めているので、当市についてもぜひ、ただ国の

１０分の１０やるんじゃなくて、そこにプラスアルファをということと、もうここにもう地域独自

でやってくださいねという設計で国のほうは出してるんで、やっぱりそういう政策を理解した上で

生かしていくってのが大事だと思うので、そういった考え方、またその辺の取組の今後は、いかが

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

議員の今ほどおっしゃるように、国の施策に上乗せしてということで考えるというのも一つの大

きなやり方かなというふうには感じております。 

まず、国のですとか県の情報を取りにいく。その上で市の独自のやり方を見いだしていくという

のも一つの方策かなというふうに思っております。 

先ほど申し上げましたように、まず市としての現状を分析していく中で、先ほど申し上げました

ような年代が少ないといったところですとか、具体的にじゃあどういう施策を今まで市のほうでも

行ってきたのか。また、議員おっしゃるように、近隣の市町村ではどのような取組をしているのか

といったところも併せて研究をしながら、さらにちょっと財源の問題もありますので、新設をして

いくのか、それとも事業を再編、組み直しをしていくのか、そういったところも含めて検討をして

いければなというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

あとこれは、伴走型支援ということで、面談がやっぱり基本ということで、第１回目の妊娠届出

時と出産後に２か月後の面談、これで１００％実際、面談されてるかどうか伺わせてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

こちらのほうにつきましては、資料ちょっと持ち合わせておりませんが、可能な限り面談等を行

っておりますし、また今回それぞれ面談につきましては、直接の対面以外にも、例えばタブレット

を使った面談といったものもこういった時代でございますので、そういったものも取り入れて、こ

ちらのほうの面談の回数といいますか、確実に確保しているところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

それでまたこれもさくら市の取組なんですが、やはり家庭訪問、なかなか家に入れてくれない場

合とかもあると思うんですが、さくら市は、行ったとき必ず体重測定をしますということで、そう

すると結局、体重計を置いて中で量らないといけないのでお子さんの状態も分かるし、そういった

いう形でドアオープンというか、そういった形で面談をするとか。明石については、オムツ届ける

んですけど、ドアチェーンをありますので玄関開けて、中に入らないと置かないという形にしたり、

やはりその面談することが、いろいろな鬱でいろいろ困ってたり、虐待があったりそういったもの

を見つけ出す一つの大事なものとして取り組んでいますので、そういった支援も、また今後検討い

ただければと思います。 

続いて、大きな２番の「こどもまんなか社会」の実現に向けた「こども施策」について、再質問

をしたいと思います。 

これ本当にこども大綱が、これからまた策定されるということで、そちらのほうはしっかりと進

んでいただきたいと思います。今現在ある、先ほどの子ども一貫教育とか、こちらの子育て支援の

第２期の部分もしっかりとされてますので、大分その辺のを踏まえて、大綱のほうをつくっていた

だければ、より効果的になるのではないかなと思いますので、お願いします。 

２番、こどもまんなか社会に向けたというところで、こども基本法というのがあるんですが、実

は日本が、例えば障害者の権利ということで、障害者権利条約というのがありまして、本当に障害

者、憲法があって障害者権利条約、障害者基本法があって、各障害者総合支援法などがあったり、

女性の権利があって、憲法があって、女性差別撤廃条約、その後に男女共同参画社会基本法という

のがあって、今までも子どもの権利、憲法、子どもの権利条約も批准してたんですが、実はこども

基本法というのは今までなかったんですね。ない下に少年法とか教育基本法とか、児童虐待防止法

とか、子供・若者育成支援推進法とかがあって、そういった意味で、今までなかったものがやっと

何十年もたって、子供の権利についた基本法がやっと４月１日で施行された。それだけ大変重要な

部分ですし、先ほどあったように、内閣府、厚生労働省、文部科学省、法務省にわたるんで、それ

もちゃんと包括的に進めますということで、しっかり基本法ができて、なおかつそれに合わせて、

こども家庭庁もできたというところがすごく大事になってきますので、そういった部分をしっかり

と伝えていただきたいと思っております。 

また、もう一個お聞きしたいんですが、先ほども申しましたとおり、子供の定義というのがあっ

て、子供があえて平仮名で「こども」とこども基本法の場合書くんですが、年齢ではなく、心身の

発達の過程にあるものという定義があって、それを子供ということで、発達がもしも多少遅れてい

れば、それ二十歳かもしれないですし、２２かもしれないけど、そういう年齢で、もうばつっと切

らないというところで、当市も１８歳ぐらいな形で、ある程度見ていただいてるんですが、そうい

った定義が変わってくる中で、当市の子供の定義を今後そういった方向に合わせていくのか、現状

の定義としてはどういった形になるか教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 
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○教育長（靏本修一君） 

お答えいたします。 

今現在の糸魚川市教育委員会の考え方は、基本的にはゼロから１８までというふうな一応のくく

りを設けておりますけれども、例外もありまして、特に特別支援教育に関わるような子供について

は、１８歳というふうな枠ではありません。これ二十歳、あるいは二十歳を過ぎてもというふうな

部分のところで、やっぱりその後の育ちというふうな部分をしっかり見てみようと、見ていこうと、

関わっていこうというふうな構えがありますので、その部分については、枠は一応延長というよう

な部分のところで見ています。 

いずれ、こども家庭庁が定義しまして、子供というふうな定義なんですけども、そこら辺りのと

ころも、やはりいろんな部分の多面的に考えた場合に、やっぱり考慮していかなきゃいけない部分

のところもたくさん出てくるんじゃないかなというようなことを今現在想定しております。今後の

検討課題に位置づけて、進めてまいりたいと思ってます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

すいません、先ほど（２）番のほうもちょっと今漏れておりまして、すいません。２番のほうの

子供や若者も意見が言える場や仕組みづくりというところで、今後、研究していただけるというこ

とで１個紹介したいんですが、ヨーロッパの欧州のほうでは、ユースカウンシルといって、スウェ

ーデンなんかはネット選挙で３００人ぐらいが立候補して、それの中から選挙でメンバーが８１人

ぐらい選ばれて、毎年５回の全体会議をして、年間約３７０万の予算がついてて、学校教育委員会、

余暇委員会、社会委員会、安全委員会ということで、それぞれの選ばれた委員が具体的に施策に関

わっていくという仕組みがありまして、日本でも「わかもの会議」ということで、およそ１６歳か

ら３０歳までの若者が主体となって参画する会議体を、若者議会とか、わかもの会議と読んで、活

動をしている方もいますし、尼崎市は、そういったユースカウンシル事業ということで、若者から

お声を聴いて、常設のスケートパークを設置してくれとか、校則の規則を見直しをしてくれという

部分で、そういった意見を吸い上げる活動もされています。 

そういった意味で、当市でもしていただくと子供・若者の社会参画とか、市政に参画する機会を

通じて、今後のまちづくりの担い手に育っていくと思いますので、こういった活動を通して意見を

反映するというような考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今までは子供に関するものにつきましては、主に子供の保護者の方からのアンケートといったも

のが中心であったり、またそれ以外にもそれぞれの園だとか学校等の現場で、また地域のほうでも
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子供と接する中で、最近の子供はこんなような形のことを要望として言ってるよといったことを聞

きながら、各種政策にも取り組んできたところでございます。 

今回、こども基本法の制定によりまして、こういった子供や若者が言う機会や場づくりといった

ものを定義をされておりますので、こういった趣旨にのっとりまして、子供等のそういったご意見

を頂戴できる場といったものが、そういった場ができるのかということにつきましては、これまで

の聞き取り事例も含めまして、どのような形があるのか、少し検討もしてまいりたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 

○教育長（靏本修一君） 

補足をちょっとさせていただきます。 

子供たちの意見を自由に言い合える場、そしてその意見をしっかり聞くというふうな部分の場づ

くり、これについては、今まで問題意識にはあったんだけれども、なかなか意図的・計画的に、そ

ういったふうな場の設定みたいなものについてはなかなか実現ができてるようでできませんでした。

これは実情だと思います。今後、やっぱりこども基本法、こども大綱というふうな部分のところの

学習を進めていく中に、子供たちにも、この内容をしっかり普及啓発していく、説明していくとい

うような部分の学習の機会をやっぱり設定していかないというと、大人だけの理解でもって、何か

またやらされてるんじゃないかというふうな子供たちの受け止めがそうなってしまわないように、

その辺の部分の学習から始めていくという部分を基本的なスタンスにしたいなと思ってます。 

その学習の機会の場づくりみたいなものについては、やはり市の校長会等を通して、どういう場

面で、どんなふうな位置づけで、その学習を進めていくのか、例えば道徳の教育の中で、法令遵守

というな部分のところが結構あります。遵法精神を養うという部分です。そういう中にこども基本

法というような内容を学年発達段階に応じながら解説してあげて、子供たちにそれを聞かせてあげ

て、自分たちの意識の中にそんなふうなことができる法律があるんだと。これはもう権利なんだと

いうふうな部分の、何ていうのかな、仕組みづくりみたいなものやっていかないと、なかなかない

んじゃないかなというふうに思ってます。 

子供たちのふだんの学級の生活なんか見ると、学級会とか児童会活動とかいうふうな場面が結構

あります。ああいった場面の中で思ってることをしっかりと言える。言った意見、実は周りの子供

たちがしっかり聞くというふうな部分のところのコミュニケーションづくりから始まって、やっぱ

り子供たちに対しての自分自身、自分ごととして何を訴えたいのか、何を願いたいのかというふう

な部分のところの気持ちを酌み取るというふうな部分の仕組みづくりを一歩ずつ、また考えていき

たいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 
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ありがとうございます。このこども基本法自体も、実際そういった子供に直接お話を聞いてつく

られてますし、ホームページ見ると、ちゃんと子供用に伝わる説明の動画とか冊子とか、ちゃんと

大人用とかがあって、そういった部分を、すばらしい、内容の理解が進むと思いますので、そうい

うのを生かしながら、ぜひお願いをしたいと思います。 

先ほど、すいません、のところは、（３）でございまして、すいませんでした。 

次、（４）に行きたいと思います。こどもまんなか社会に向けては、まさに横断的に各連携が必

要だということで、こども課で一元ということなんですが、ちょっと紹介したいんですが、群馬県

もやはり子育て政策一元化対応するということで各部局にわたるということと、あと先ほど３年間

で、もう迅速で積極的な政策立案をもうしていかなきゃいけないということで、部長級クラスのポ

ストで、こどもまんなか推進監という役職をつけて、そこにその対応の課が持ちまして一元化に進

めるというふうにしております。 

また、先ほどありましたところで、あと尼崎市、こちらも理事になるんですが、こども政策監と

いうのを置きまして、先ほどの、例えば部局に分かれてる庁内の各局の壁を越えて、子供政策に関

する全庁的な調査業務を担当するのを設置するということで進めていらっしゃいます。やはりなか

なか組織を変えるとなるとすごく時間的にタイトの部分もあるので、そういった意味で、そうする

といつも副市長にその仕事が行くんですが、ここはやはり専門の、こういったこども政策監という

ところで、専属で動くそういった方が必要なんではないかと私考えているんですが、そういった部

分でやはり進めていく考えはないか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

お答えいたします。 

今の庁内では、庁内連携ということで、毎週の金曜日の朝にちょっと時間外なんですけども、私

と各部長の意見交換の場を設けております。そういった中で今、庁内を連携した動きはやっており

ますけども、今、加藤議員おっしゃったような方策、一つの案だというふうに思いますので、検討

させていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひお願いをしたいと思います。 

またそういった中で、こども家庭センターの設置というところで国のほうも進めていますが、こ

れ努力義務なんですが、当市においてもそういった子供支援を一括するこども家庭センターを設置

する予定、また考えはないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

靏本教育長。 〔教育長 靏本修一君登壇〕 
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○教育長（靏本修一君） 

説明いたします。 

国のほうからそういった部分の方針、あるいは具体的な策みたいなもので提示されています。大

変大事な部署になるんじゃないかなと思ってますけども、今現在、教育委員会の中の内部、どんな

ふうなものが必要なのかという部分のところもやっぱり問題意識を持って精査する中で、検討課題

とさせていただきたいなというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

こちらも子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点ということで、連携が不十分で

いろいろな問題とか課題が出たということで、一元化して全ての妊産婦と子供を保護しようという

ことで、一体化して進めようというところで出た制度ですので、ぜひこちらも積極的に検討してい

ただいて推進をいただきたいと思います。 

最後、５番、地域における様々な子供の居場所のサードプレイスづくりということで、これも検

討研究していただけるということですが、こちらも文京区のｂ－ｌａｂ（ビーラボ）というところ

なんですが、こちらもう８年前から活動してまして、年間延べ中学生、高校生が２万５,０００人

利用されているんですね。こちらも午前９時から午後９時まで、年末年始除いて毎日利用できる。

また、あえて来ても、スタッフ、特に何も聞かなくて、その居場所がいて、本人が問いかけたとき

に対応するということで、場合によっては学校と家庭に居場所がなくて逃げ場としてる子もいます

し、逆にそこにいろんな人がいる中で自分がスタッフとなって自分の居場所としている子もいます

し、また、出ても不登校でフリースクールという話もありましたが、そういった居場所が今なくて

困ってるということもありますし、コロナ禍でなかなかないという部分で、アンケートでも約２割

ぐらいが、居場所がなくて本当に困っているという声がありますので、ぜひ糸魚川でもそういった

居場所を検討いただきたいんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

国も、放課後児童クラブであるとか児童館であるとか、またこども食堂といったのを想定して、

子供の居場所づくりということを今、方向性としては示しています。当然、国の財源等も今後モデ

ル事業にはなるんですけれども、財源等も示されるというふうに思っておりますので、どういった

ことが、どういった形が糸魚川に合っているのかというところも含めて、少し居場所を、大切なこ

とだと思いますので、ちょっと検討してみたいなというふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 
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○９番（加藤康太郎君） 

最後になりますが、高齢者の介護が社会全体で支え合う仕組みということで介護保険制度ができ

たように、今、子供も社会全体で支える仕組みが必要と思います。子育て世代だけでなく、全ての

人の恩恵につながる未来の投資であることを訴えて、一般質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、加藤議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩いたします。 

再開を４時１５分といたします。 

 

〈午後４時０８分 休憩〉 

 

〈午後４時１５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、古畑浩一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 〔１７番 古畑浩一君登壇〕 

○１７番（古畑浩一君） 

皆さん、お疲れさまでございます。一般質問１５番目、本日５人目ということで、皆さん大変お

疲れさまでございましょう。私も少し待ちくたびれました。しかしながら、もう少しお付き合いの

ほうよろしくお願いをいたしたいと思います。 

それでは一般質問を行います。 

１、市長５期目・後半を迎え、どのように市政を運営し課題を克服していくのか。存続危機が叫

ばれる糸魚川市。市長自身の集大成とは一体何か、お聞きいたします。 

米田市長５期目のスタートは、官製談合の陳謝により始まり、市長選挙における副市長の公職選

挙法違反疑惑、はぴねすプールの失格業者への発注、木浦地区公民館の不可解な予備費充当、議会

への事後承認など、これまでも３回の問責決議、８度の減給。不祥事による相次ぐ市職員の引責辞

職など、俗に「トカゲの尻尾切り」とやゆされ、市民に対して信頼を大きく損なうとともに行政業

務を停滞させる緊急事態などを招き、陳謝と再発の防止を繰り返してきております。 

今後も、官製談合の防止、物価高による市民生活の救済。深刻な少子化・高齢化への対応。産科

の閉鎖などをはじめ医師不足などの医療不安、定着できない若者、職と給料の問題、論議を呼ぶ

（仮称）駅北子育て支援複合施設など、積年の課題と新たな問題にどう取り組んでいくのか。 

「医・職・住」の充実へプロジェクトチームも立ち上げていただきましたが、これらの問題にど

う対処していくのか。パブリックコメントなど市民の声、意見をどうお聴きしていくのかお聞かせ

ください。 
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また、大糸線の存続問題や後回しにされる駅周辺整備事業や高規格道路・東バイパスなどの交通

体系、限界集落から消滅集落へと広がる深刻な過疎問題。インフラ整備も含め、都市計画をどう進

めていくのか。今任期を自身の集大成と位置づける市長のお考えをお聞かせください。 

以上で、１回目を終了いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

古畑議員のご質問にお答えいたします。 

新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響、産婦人科を含む地域医療対策など、山積する課題

につきましては、解決に向けて、これまでと同様、最善を尽くしてまいります。 

最重要課題である人口減少対策につきましては、全国的な課題とはいえ、決して諦めることなく、

引き続き様々な対策を講じるとともに、庁内においてはプロジェクトチームを設置し、全庁を挙げ

て取り組んでまいります。 

そして、誰もが住み慣れた地域でいつまでも住み続けられるよう、人口減少対策と、住み続けた

くなるまちづくりに対応した総合計画を推進し、持続可能なまちづくりを進めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

それでは、これより２回目の質問に入らせていただきます。 

市長、前期２年が終わって、選挙のときにいろいろ公約されましたよね。昨日も質問が出てまし

たが、看護師の養成学校や公営塾など、選挙の公約として上げていたことの進ちょく状態、これか

らどう取り組んでいくのか。 

また、もう２年経過してますので、どのぐらい進んでいるのかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

看護学校や訓練校につきましては、今情報収集をさせていただいて、いろいろと研究調査をさせ

ていただいておる状況であります。 

ただ、先ほど前半のほうの一般質問でもお答えさせていただいたように、厳しい環境であること

は間違いないと思っております。 

しかしながら、糸魚川市にとって、やはり必要と思われるわけでございますので、それに対して、

この可能性についてしっかり取り組んでまいりたいと思っております。 
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そして、それに向けては今、アドバイザーといいましょうか、コーディネーターを設置させてい

ただく中で取り組んでおるわけでございまして、それの進展の中でどう対応していくかというのを

考えていきたいと思っております。まずは、子供たちの目標、そして子供たちの、その考えている

ところをまとめた中で、それに対して対応できるものにしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

昨日の一般質問、渡辺議員のやっぱり言葉をお借りすればですよ、やはり市長の公約というのは

ね、我々市会議員の公約とはもう全然意味が違います。俗にやっぱりマニフェストと言われます。

ましてや、もう４期、５期の大ベテランの市長がつくると言ったらやっぱりやんないと。看護学校

につきましてはね、よくこんな厳しい条件の中で公約に上げてくるんだと私も思ってました。はな

から無理なもん上げたんじゃないでしょ。それはやっぱり、ベテランの大市長としてね、やはり私

ならこうするってとこをやはり見せていただきたい。やはり市民の期待を裏切ってはいけないと思

いますよ。その辺はしっかりとやってくださいね。これ以上突っ込みませんけどね、お願いします。 

またもう一つ、今回の任期の大課題ということで、過去の経験からも入札問題、もちろん談合問

題、いろいろありました。官製談合にまで及びました。この入札の管理体制をどのように変えてい

ったのかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

お答えさせていただきます。 

官製談合につきましては、大変申し訳ない事件だったと思っております。 

また、議会の皆様からは、コンプライアンスの調査特別委員会ということで特別委員会でいろい

ろご意見・議論をいただいたと思っております。またその中で、第三者委員会ということで、外部

の方の意見をお聞きしまして、入札制度につきまして、いろんな意見を頂きまして、改正のほうを

させていただいております。中でもやはり大きいのは、入札監視委員会、こちらを設置させていた

だきましたし、あと指名停止等の期間につきましてもご意見を頂きまして、見直しのほうを進めて

まいっております。 

あと細かいところにはちょこちょこあるんですけども、大きな点でいいますと、そこになるかと

思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

ほかにも細かいところはちょこちょこあるって、やはり緊張感がそういうところをやっぱり足り
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ないと思います。言い方とってもかわいくて、だけども今伝えるべきはやはり緊張感ですね。 

この件にもおきましても、昨日の田中議員の質問の中で、避難者住宅の県単価漏えいは、いろい

ろとるるやり取りがありましたよね。これはさ、はっきり言って入札の、要するに行政の怠慢と言

えるんじゃないですか。本当はしっかりやっていなくちゃいけないこと。これ五十嵐課長が必死に

答えてらっしゃいましたけど、やっぱり悪いところは悪いとしっかり認めてましたよね。その辺に

つきまして、やはりそっちの入札管理のほうの立場としてはどのように捉えてるんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

確かに入札をする以前のことになりますので、設計図書のほうをしっかり作るというところの段

階になろうかと思います。そこでしっかりその単価の管理、そのルールの確認、協定の周知、そう

いったところが足りなかったというふうに思っておりますので、そこは議員の皆さんからもご指摘

をいただいたとこでありますので、いま一度、真摯にその辺の徹底をさせていただきたいというふ

うに考えており、いや、実際にそこはもう協定違反ということで述べさせてもらいましたので、徹

底をさせていただいてるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

田中議員は、昨日だけではなくて、その前の予算委員会でも何でも、やはりこういう事例につい

ては疑わしいんではないでしょうか、県単価がなぜ漏れてきてるんだということに関しまして、行

政調べませんでしたよね。だけども田中議員さんは、県庁まで行って、それを全部突き合わせて、

何時間もかけて、やっぱりそうだよねって。田中議員さんに言わせれば、ほかにもあるんじゃない

かと言ってます。こういうことに関しまして徹底的に調べましたか。大丈夫ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

昨日の田中議員のご質問に関しては、答弁のとおり、また私どもが県に出向いて、調べて、また

ご報告をさせていただきます。 

ただ、前回の頂いたときに、見て、県単価との関連はない、この紙からは見つけれんかったとい

う、そこで作業を止めてしまって、議員おっしゃるように、じゃあその先に県に調べに行くという、

その残りの部分を残した。これは、それが市から漏れたか漏れないか業者がどうやって仕入れたか

ということがいかんと、そっちのほうに私たちは傾注しとったので、その残した道についてやり切

る、突き詰めてやるという部分の今、案件が案件ですので、そういう部分は、こういう事態をちゃ
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んときっちり今回もやることで、次にちゃんとつなげていきたいと思います。ありがとうございま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

１つの癒着の構造、これはやっぱりこうしたことが割と長年も続いていた。時効があるから、さ

らに昔にまでは遡って調べることができない。だけど、それをやることが県単価と書いてあって出

してるということは、それは悪いことという疑惑というか疑問もなかったということですね。要す

るに悪いことをしたという意識がないまま、管理体制というのは、ずさんではなかったのかと。業

者における談合、そして官製談合もそう、このぐらいは軽く考えることで情報を漏えいしてしまっ

てるんではないでしょうか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

確かに県単価も含めてでありますが、そのやっぱりルールというものを長年どうしても慣習とか

でやっぱり確認をしていなかった。やっぱりそこは私たちは反省すべきだというふうに思います。

なので、もう一度原点に返って、このルールというのはどこで決まったのか、どういうルールがあ

るかというところをもう一回調べるというところが今大切だと思います。もう先輩からこう言われ

てきたんだ、そういった慣例で動いているんだと。それをなぜという、どこで、どこの法律で、ど

この規則で、やっぱりそこら辺をやっぱり確認するというのが、いま一度私どもの、行政執行する

人間の立ち止まらなければいけないというところだと思います。 

そういった意味では、管理監督する職員というのも、やっぱり逆にこの規則は、担当者がどこで

決まってるんだ。どこの条文だ。そういったところのチェックというのを常日頃からやらなきゃい

けないっていうのが、今回分かったようなところであります。そういったところを全庁的には徹底

をさせていかなきゃならないというのが私は教訓だというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

机をひっくり返してね、やはり大掃除すべきですよ。やっぱり昔ながらの中で生じたひずみなん

だから、そこはやっぱりきれいに汚れを取ってやって、何だろう、いろいろと行政課題に臨むべき

だと思う。五十嵐課長さんとかね、やっぱりかわいそうだと思うよ。あなたやったわけでもないし、

その書類を作ったわけでもない。だけど一生懸命汗をかいて、脂汗をかいて答えなくちゃいけない。

新潟県庁まで行って、謝ってこなくちゃいけない。帰ってきたら、また怒られる。やっぱり、その

悪しき習慣というのがね、皆さんには悪いけど、皆さんの代で１回クリアにしないと、また次の後

輩たちが同じ目に遭うんですよ。また新たの出てきてどうなんだって、もう前任者おりませんと言
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ったって、もう無理でしょう。いい加減、トカゲの尻尾切りは通用しませんよってこった。 

さて、これからやるって、これからちゃんとやりますんで、厳しくやりますんでという、その言

葉を信じましょう。 

もう一つは、過去の話ですよね。今、田中議員さんが指摘されたのは、過去にやっていたことの

責任はどうなんだと言ってる。このメンバーを見ても、その当時いた職員でいないでしょう、その

ときいた職員います、いませんね。そのときいたと言えば、市長、あなたですね。どう責任を取る

んですか。完全なる監督不行き届きじゃないですか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり事実確認をさせていただいて、分かったものについては対応させてもらってまいりました。

そして、この分かる範囲の中で、私はその管理責任として、責任を取らせてもらったと思っており

ますし、そして、その責任の一つとしては、やはりしっかりとそういったことのないように、この

体制をしっかり整えたと捉えております。それが責任と捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

私の言う責任とは処分です。甘い管理体制だとか入札に対する談合気質みたいな、米田市長にな

ってから特にそれがひどいじゃないですか。それをやったことに対して自分も責任を取って、そこ

までは断ち切るから、新しい時代はみんなで厳しくやっていこうねと。当たり前ですけど、当たり

前にやっていこうねと、やる姿勢を見せることが大事じゃないですか。辞めろとは言いません。や

はり減棒だとか何だとかって、何だか目に見える形、納得できる形で自ら処分すべきじゃないです

か。責任を取るというのは、そういうことじゃないでしょうか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私はしっかりとそれをやってきたと、責任を取ってきたと思っておりますので、そのようなこと

は二度と起こさないような体制をつくってまいりました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

再発防止と陳謝というのはやってきました。 
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しかし、自らの責任を取っての処分はございません。そこはやっぱり処分というものと責任とい

うものを分けて、しっかりと考えて、これはやっぱり田中さんもあれでお済みになるとは思いませ

んのでね、当然、早いところ、自らの責任を認めたほうが私はいいと思いますよ。 

でだ、最近あったことというと、木浦公民館の解体工事における様々な予備費だね。この解体工

事における積算というのはどうやってやったもんなんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えをいたします。 

記憶違いでなければ、私どもの技術担当が現地を見て、確認をして、必要な見積り等を徴収して、

積算した。業務委託じゃなかったと思ってるんですが、これはちょっと回答として保留をさせてく

ださい、大事なことですので。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

やっぱりとても大事なことだと思うんです。この積算根拠をどうやってやってくるのか、これは

もうこれからの時期、ほかの事業にも言えるんですよ。特にこの今話題になってる、なんと１５億

円もかかるあの施設。軽い気持ちで１５億と言ってるわけじゃないでしょうが、一体何に１５億円

かかるのか、後ほど聞きますね。 

さて、それは調べてくださいね。 

次、入札問題とありますね。木浦公民館の入札、その結果はどうなりましたか、教えてください。

業者名は言わなくていいですよ、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社で結構。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

お答えいたします。 

入札には３者の応札がありまして、落札した業者につきましては、税抜きで６２０万、第１の業

者さんです。第２が６８２万、それから第３の業者さんにつきましては１,１１０万円という結果

でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

これはね、ちょっともう一回さ、聞きますよ。このさっき今、積算根拠を調べてもらってるけど、
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その積算根拠で予算をつけていくわけでしょ。この予備費がその後５２０万か、５８０万ついてる。

こういうのは、ありですか。最初の事業費とほぼ同額の予備費というのは、ありですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

お答えいたします。 

積算根拠といいますか、最初の当初予算のつけ方につきましては、見込みという形で、事業のほ

うを、事業費をはじきまして予算づけをさせていただきます。 

ただ、今回の木浦の場合は、事業を進める上で状況が変わった。アスベストの関係だったんです

けども、状況が変わって額が増えたという結果になっております。それに対して予算の措置という

ことで、時間的な余裕がないという判断の下、予備費のほうを充当したという形になっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

先ほどは申し訳ございませんでした。解体工事に関しましては、私どもの技師の直営作業で発注

図書のほうを作成しております。アスベストの部分が見込みが甘かったということは、その中では

あると思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

Ａ社、Ｂ社で、結局、予備費を入れて今回落としたのがＡ社６２０万円ですね。予備費入れて、

幾らになったんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

お答えいたします。 

１,１８１万５,１００円でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 
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１回目で落選した業者が、１,１１０万円で失格になってるんですね。でもその業者がお話を聞

いたら、ちゃんとした設計ソフトがあって、そこに入れて幾らぐらいかかる。アスベストはレベル

３だとか何とかと言ってましたけど、そこもちゃんと行政から連絡があったんで、そのアスベスト

が入ってる。除去しなくちゃいけない。その金額を普通に計算したら１,３００万円以上だと。だ

けど入札なんで少し落として１,１００万円で応札しましたよと。これさ、Ａ社さん、今回落札し

たＡさんは、最初からアスベストを抜いて計算してきたんじゃないですか。この数字になるのはあ

り得ないと言ってるんですよ。 

さらに、予備費も充当することを先に、口車合わせたんでしょ。じゃないと壊せないからね。こ

れ知らなかったことにして、剥ぐったらさ、分かったことにしようって、やったんじゃないですか。

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

お答えいたします。 

 

 

屋根のアスベストの関係だと思います。それにつきましては、入札のときに３者同じ内容で出し

ているものですから、皆同じような条件で入札していただいたものと思っております。 

それから屋根については、落札した業者なんですけど、何年か前に耐震工事をやったときに違う

業者さんが、そこのところも構っていたので、そこのところにはないものということで工事を進め

たということで、いずれにいたしましても見込みが甘かったと。事前の調査、やっぱりしっかりや

るべきだったということでございます。その辺につきまして、私どものほうも大変反省すべき点だ

というふうに思っています。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

ちょっとお聞きしたいんですけどね、その後、国のいろんな補助を使いたいのでということで、

議会のほうに初めてこの議案が出てきましたよね、追加予算、予備費。国からの補助金というのは、

当初予算、一番最初の事業費の中には乗ってなかったんですか。その補助金を使う予定じゃなかっ

たんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

お答えいたします。 



－ 361 － 

補助金、国の補助金ではなく、起債を借りるということで対応させていただいております。今回

事業費が追加になりましたので、起債を借りるには起債の補正が必要であるということで、事業費

も併せて補正をさせていただきました。起債の増額について、第２表、第３表の中の起債のほうの

補正という形で、そのときは提案をさせていただいたものになります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

それでは、入札結果で一括で補助金を出したわけじゃなくて、最初から起債は充当してあったと

いうことだね。合計金額出てから起債を使うというんなら、もう完全に出来レースだよ。増額なら、

やっぱりそれを増やさなきゃできないよねと思うけど。最初、起債を見込んでないで入札やって、

後になって何だ追加予算を、予備費を入れてから、これ起債充当できるからやりましょうっていう

んだ、そこで初めて起債を使ったとしたら、問題だよ。予備費充当されるまで、要するに最初は起

債を使えば少ないよね。その後にアスベストの関係性で、それは倍になってくる。これに起債をや

ったほうが、起債は倍もらえるんだ。 

でも、今ほど山口課長が言われたように、起債は最初から充当してあった。だけど予算が膨れた

ので、この起債の増加分を今回補正予算にかけてきた。どっちなんですか、本当は。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

当初に起債は盛ってありました。ありました。議員が言うのは、補助金ではなくて起債になりま

す。当初は盛ってありました。それで、出るほうがアスベストの関係で膨らみますので、６００万

とか５００万、膨らむもんだから、入るほうの財源もそれに合わせて起債を同じ分だけ補正をかけ

る。当初があったものに、歳入も上乗せする。出るほうも上乗せする。そういう補正をかけており

ますので、当初から起債というのはございました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

当初から起債があったっていうんなら、後でもう一回確認しておけばいい。これはどうせ、また

決算でやりゃあ。委員会でもやるし、全然納得してないんだ、私。これ、そうであるならばさ、合

計１,１００万で出してきた第３番手、失格になった業者さんかわいそうでしょ。ぴったり賞じゃ

ないですか。これはあれですか、競争妨害になってきますよ。正当な競争を妨害した。というか先

ほど言った積算の見積りが甘かったんではないかというところに行く。だって普通に計算したらそ

の金額になりますよと言ってるのを、あんたどういう計算したんだって話だよね。 

出ました、積算の根拠は。私はそっちの技術者じゃないからよく分かりませんが、言うには、技

術者がちゃんと、何だそれなりのアプリを使って計算すると、そういう金額になるんだそうで。古
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畑さん別に珍しい話じゃないですよということです。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

アスベストの建物のどこに含まれているかというところを設計段階で読み間違えて、実際剥ぐっ

てみたら、もっと想定してないところにアスベストがたくさん出てきて、それの処分費にコストを

要したというようなストーリーの、ストーリーというか、そういう流れです。なかったことにして

とか、そこまで知恵が回る職員でもないですし、通常に入っておるところに、なんか通常は入って

いないようなところにもあったということで、それを処分費をちゃんと積み上げたら、あのような

結果になってしまったということで、それ以降はアスベストの調査というものもしっかり外注をし

て、こういう発注とその後の実施に開きがないようにというような対応を、その反省を機に進めて

おります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

今回初めてだったら私もこんなしつこく言わない。 

ただ、今回入札したＡ社というのは、Ｂ＆Ｇプールの大規模改修やったとき、あのときも屋根剥

ぐったら、さびがひどくてと言って追加予算取ったんだよね。そのときも議会の中で大分問題にな

った。それは前もって分かんなかったのかということだった。今回のアスベストと同じです。どう

もやり方が似てらっしゃるなとかって、引っかかってるんですね。 

したがって、ちょっと割と引っかかるとしつこい性格なんで、おいおいこれから調べていきます。

多分、今日一般質問やるといろんな情報入ってくると思いますけどね。 

それでは、次、行きます。 

プロジェクトチーム、人口問題行きますよ。プロジェクトチームは具体的にどうやって活動する

のか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

組織といたしましては、人口減少対策プロジェクト推進体制ということで、推進本部長を副市長

とする推進本部を立ち上げておりまして、その下に人口減少・少子化対策プロジェクトチームとい

う形で総務部長、教育次長をトップとしまして、私ども企画定住課のほうで事務局を取らせていた

だいて、体制としては進めていきたいと思っております。 
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重点推進項目ということで、若年層を中心とした人材確保といったところを定めまして、それに

向けて情報収集、分析をしながらどのような取組を考えるべきかといった、まず方向性を考えてい

きながらプロジェクトチーム、もしくは担当課と意見交換もしながら事業再編、それから統合、そ

れから新設といった庁内での人口減少、少子化対策の旗振り、推進役として、企画定住課としては

取り組んでいきたいというふうに考えております。 

○議長（松尾徹郎君） 

質問の途中ですが、あらかじめお諮りいたします。 

このままですと質問時間が午後５時を過ぎることが予想されますので、本日の会議時間を延長し

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本日の会議時間を延長することに決しました。 

古畑議員、どうぞ。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

最初からやります。 

人口減少、少子化などはどう捉えているんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

昨年の１０月の１日で４万人を切ったといったところが非常に大きくクローズアップされており

ますが、人口ビジョンの中でも令和７年には３万７,０００人まで減るといった見込みもございま

す。人口減少問題、当市にとって最大の課題といったのは、市長１回目の答弁でもお答えをさせて

いただいたとおりかと思っております。全ての事業が人口減少につながっていくといったことから、

誰もが住み続けられる、住み続けたくなるまちづくりを進めておりますけれども、結果的に人口が

減ってきているといった実情かと思っております。 

そういった中では、大きくは第３次総合計画の着実な実行、人口減少への対応、様々な施策で引

き続き取り組みながら、また議員ご指摘が今ほどあったプロジェクトチームといったところも活用

しながら、またこれまでの事業も見直しをしながら、何とか成果が出るように取り組んでいきたい

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 
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そこでね、いろいろ調べてくれたり調査をしてると思うんで、これやっぱりここでちょっと久々

に人口白書、やっぱりそれを絶対作るべきじゃないですか。大分変わってきたでしょ。総合計画の

将来人口の推移から見込みも大分変わってきてるはず。毎年５００人程度だったのが今８００人減

ってるでしょ、人口だって。出生率も婚姻率も地元定着率も変わってきてるはずだ。それらをちゃ

んとまとめて一つにすること、それから県と、それから国も異次元の少子化対策やってきてるから

いろんな制度出てきてるよね。それを基になるデータみたいにして、そろえてやっぱり白書を作る

べきだと思うが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

今、やっぱり人口の総合計画をつくったのは、令和３年だったと思います。令和２年、

２０２０年、国勢調査が行われております。それで、その国勢調査を基にした将来推計というのが、

もうじき発表になるのかなというふうに思います。そこの将来推計が出てきますと、よりもうちょ

っと糸魚川市の自治体としての部分も出てまいりますので、より踏み込んだ推計値、前回との比較

もできますので、そういったビジョンという形での見通しというのは、つくっていかなきゃいけな

いというふうに考えております。それと今、国のほうでも６月、今月骨太の方針で示されましたよ

うに、いろんな児童手当の拡充ですとか施策が出てくると思うんです。それとあと新潟県の取組も

ちょっと出てきておりますので、それと市、そこをやっぱり３つ並べる中で、やっぱり各年代層に

どういうふうに、例えばゼロから１８というふうくくりじゃなくて、もっと短く、本当にゼロから

３歳、５歳から就学前とか小学生、中学生、高校、二十歳ぐらい。そこを各年齢層にどういう支援

が当たっていくのか、そこら辺を国の状況を見ながら、県も取組を見ながら、ちょっとそういう分

かりやすいものはつくっていかなきゃいけないなと思います。そのためにも前段でちょっと振り返

りをやりますけども、次年度に向けて、そういった取組をさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

すばらしい答弁ですね。それでいいと思います。ぜひつくってほしい。というよりも、もうつく

って持ってきなさいよ、何月に誕生したんだ、このプロジェクトチームは。あのね、渡辺部長の意

気込みはよしなんだよ。言ったらやんなさいって、本当に。私だっていつまでも笑ってないですよ。

そこはやっぱり厳しくいきましょうよ。そのプロジェクトチームは、先ほど加藤さんか、渡辺さん

か、昨日言ってたわけ。プロジェクトチームというのは、緊急対策じゃないのか。私もそう思うよ。 

それからさあ、人口対策本部でしょう。これがプロジェクトチームでしょう。偉い人が集まり過

ぎだよ。部長さんたちだとか課長さんだとか、庁内でさ、やっぱりこれからの糸魚川を担っていか

なくちゃいけない若手職員の中で、やる気のある人を選抜させて、その方で、お前らどうだ、ちょ

っと糸魚川市何とかしてほしい。研究してくれんかと。出てきたものを、よし分かった。責任持っ
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てやろうというのが、一つの形じゃない。偉い人は忙しい人だから、頭突き合わせたって、いいア

イデアは私は出ないと思いますよ。その辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

おっしゃるとおりのところがあると思います。正直、私も、よわい半ばを超えまして、大分頭が

固くなってきてるなという感じがございます。 

ただ、先ほどもちょっとプロジェクトチームの取組の仕方というところで、情報を収集して分析

をしていく。それで方向性を定めて、具体にどうしていくほうがいいのかというところを考える。

そういったときには、ある程度の経験年数であったり、大局を見た中での取組というのも必要でな

いかなというふうには考えております。 

そういった中で、企画定住課としても、実施計画ですとか総合計画の担当部署として、様々な政

策で各課と連携、対応させていただいておりますので、まずは各課とも綿密な協議をさせていただ

きながら、その上で部長なりの意見を聞いて、プロジェクトチームとしてどういう方向に定めてい

くべきかとか、そういった協議を進めていきたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

では、私のほうからも。私もかなりちょっと歳が上なので頭の固いほうかもしれませんけど、も

うちょっとやっぱり若年層、若い人、今、課長、部長というレベルというのは、どうしても総合的

なところしか見れてございませんので、やっぱ一番基礎となるのは、係というところになるんです

ね。最小の単位です、最初の組織。そこの中のやっぱり係員というのはおります。そこになるとや

っぱり年齢がぐんと下がってきます。いろんなやっぱり情報も知っておりますし、議員によく横文

字だとまた言われますけども、デジタルの技術とか、そういったところも非常に知識があると思い

ます。そういったところとも意見を交換しながら、取組を進めなきゃいけないというふうに思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

プロジェクトチームの中のプロジェクトチームをつくりなさい。それからね、今回いろいろと少

子化対策、定住化対策として、新たに何を考えてきましたか、メニューとして。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 
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まず、人口減少対策というのが、一口でいいますと、なかなか表現が難しいと思います。個々に

はいろんなところがあって、人口減少人口減少と、こう言うと思うんですね。私たちが今プロジェ

クトで捉えているのは、人口減少というのは、まず人材が不足するというのが一番だと思います。

若年層はどこへ行っても人手不足。人手を確保する。 

それともう一つ私の捉え方とすれば、この空間も糸魚川市という広大な面積、市域が大きいとい

う、どなたかの一般質問で答えていましたけども、地域が広いので、やっぱりその空間を管理する

というところが大事になってくると思います。 

それとあと、インフラの問題という形がついてきますが、その３つの三次元で私は捉えてて、今

回はどうしてもやっぱり若年層といいますか、人ですね。そこにもう一度、Ｕターンも含めた少子

化を含めた、そういった若年層のところにターゲットを捉えたほうがいいんではないかということ

で、これから出てくる政策とか施策を見ながら、そこにターゲットを当てて、皆さんとちょっと協

力をしていきたいなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

人口問題というのは、何も少子化だけじゃないですからね。いろんなことを含めて、私は「イト

ヨプラン」を提案して、皆さんは循環型プランという格好の中で、それぞれが干渉し合って、相乗

効果の中で増やしていく。それだと弱いとかって、さっきなんか議員さんに１回言ってましたけど。

そこだけじゃないんだ。全部が、何なんだろ、絡み合っていって、一つのタイヤのように回るとい

うことが大事だ。１つだけよくして若者が増えたとしても、それが都会に出ていったり何だりして、

帰ってこなくなったら意味がないんだからね。やっぱり産めば、やっぱり今度は歩け、歩けば今度

は地元に残れという運動をやっぱりやっていかなくちゃいけない。残って何がいいのかって、死ぬ

まで幸せだよという国づくり、まちづくりをしていかないと難しいということだね。 

さて、そこでちょっと聞きたいんですけどね、今回、結婚応援金制度をつくりましたよね。ちょ

っとその内容を教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

今回の６月市議会定例会の中で、補正予算といったことで計上させていただいております。新婚

生活支援事業補助ということで、結婚に伴う新生活を支援するために、新婚世帯の住居取得費です

とか賃借費用、それから引っ越し費用を補助するといった経済支援について、市として取り組んで

まいりたいといったもので考えているものでございます。 

以上です。 

すいません、昨年の１１月ですか、福井県のあわら市ですとか、石川県能美市とか視察させてい

ただいて、特に福井県のほうで実例として挙げていただいておりました結婚に対する支援といった

ものについて、市として取り組んでいきたいというものでございまして、あのときは福井県のほう
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でも、福井県の市町村に声がけをして取り組んでいったと。今回、新潟県のほうでも、そのような

取組を４月からスタートしているといったことで、財源としてはそういったところも活用していき

たいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

早速効果があったって、もうこちらも提言したしね。 

これたださ、年齢区分ついてないか。何歳以下とか何歳以上とか、何でそんなつけた。そこをち

ょっと説明してください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

年齢区分といたしましては、３９歳以下ということになっております。３９歳以下ですと補助上

限が３０万円。２９歳以下になりますと補助上限が６０万円まで上がるといったふうにはなってお

ります。 

理由のほうなんですけども、先ほど少し県のほうでもというお話をしました。あと、県と国のほ

うでの財源措置を頂けるものでして、そちらのもともとのスキームの中でそういった年齢制限のあ

るといった形になっております。あくまでも、最初に申し上げました結婚に伴う新生活の経済的支

援だということで、そういった年齢制限が設けられているものというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

この年齢区分は、国のものに従ったってことだよね。だけどこれ聞いたら、もう一気に女性を敵

に回すぞ、これ。もう４０以上は女じゃないという感じの制度になってるよ。何で若い子と私と差

はついてるのって来るぞ、これ。転ばぬ先のつえだから、この条件は見直したほうがいい。危ない、

出すな、これは。危ないよと思いますよね、市長、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

今回初めて取り組むというところもありますが、まずはやってみて、こういったのを始める前に

議員からもそういうご提言を頂ければ、そういったところも柔軟には考えていかなきゃいけないと

思いますが、まずはやってみようという形で、本当は当初予算で出せばよかったんでしょうけども、

まずはやってみようというところで上げさせていただきましたので、またやってみての状況という
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のは、また市独自の部分というところは、検討していかなきゃいけないというふうには思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

せっかくいいことやるんだ。せっかくいいことやるんだから、怒られると面白くないじゃん。何

か批判されると面白くないんで、やっぱりやるからには慎重に、これから議案審査入るんだろうけ

ど、そこら辺で一点の曇りないようにやっぱり進めていただきたいと思うんだよ。推進する、応援

するから、ごとくね。でも批判して、これどうなんですかと言われると、これやっぱりまずいよっ

て、やっぱり言わざるを得ませんので、先に言っておきます。 

それからね、引っ越しの補助金は、なぜ市内限定なの。外から引っ越しもちゃんと出る、出るん

ですか。ただ、市内在住に限るみたいなん書いてあった。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

引っ越しの費用につきましては、引っ越し業者や運送業者に払った費用ということになります。

市内に住居を構えるといったことが条件になってきますので、その際にどちらの業者に払ったかと

いうことまでは問うてないものにはなっております。市外から転入してこられた方ということでも、

もちろん結構です。お使いになれる制度。 

ただ、令和５年の４月１日から令和６年の３月３１日までに入籍された世帯といった条件はつい

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

これは、私も誤解したから、表記ちょっと気をつけたほうがいいよ。何で市内の引っ越しに限る

んだよと、皆思いますからね。東京からこっちに来た人は、逆にその費用を持ってあげたいわけだ

から、都会からこっちへ、ウエルカムで、糸魚川へ来た人のための引っ越し費用だからね。誤解の

ないように、表記もやっぱり気をつけたほうがいいっすね。まだ印刷する前なんだろうからね、そ

こはちゃんと表記を気をつけてください。 

それから、空き家の対策というのはどうなってますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 
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空き家の対策につきましては、空き家の取得改修支援、もうこれはＵＩターン者支援ということ

で取得費の支援、それから改修費の支援といったところを行っております。 

また、一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川さんのほうに登録していただくのを条件に、

家財処分の助成だとか、そういったところも行いながら、空き家の利活用が進むように取り組んで

いるところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

これは空き家対策には、今ほど、もっともっと細かいよね、いろいろあるけど。これでもさ、こ

ないだ一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川の総会に来いと言うんで、何で呼ばれるんだろ

うと思いながら行ってみますと、すばらしい活動してんなと思ってたらですよ、これちょっと気を

つけないとまずいんじゃないですか。日本の一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川の制度、

これさ、独占禁止法の、はっきり言ってカルテルだろう。一般社団法人空き家活用ネットワーク糸

魚川に入ってないと、糸魚川市がつくった様々な制度が適用できないんだぜ。公平性に欠けるとこ

ろが、これ独占だよ。その一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川のネットワークに入ってな

いと、あなた入ってないから補助金あげませんということになるんだよ。これ市長、ゆゆしき問題

ですよ。もう何年もたってる。これを裁判に出されたら、絶対負けるね。どうしますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

糸魚川市におけます空き家の利活用といった点について、一般社団法人空き家活用ネットワーク、

それから空き家バンクの利用促進を兼ねて、空き家の情報提供といった形で行ってきている、活動

を行ってきているものと思っております。 

これまでの「いえかつ糸魚川」、すいません、一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川、

「いえかつ糸魚川」ということでちょっと省略させていただきますと、そちらのほうの設立に際し

ましても、糸魚川市の空き家バンクのもっと利用促進、空き家の利活用を利用促進していきたいと

いった経緯で、市と商工会議所さんと一緒になって取り組んで設立してきた経過がございます。そ

ういった中で、会員企業さんからもお入りいただいて、取組を進めていただきながら、そういった

補助制度などもつくってきたといった経過でございます。 

所有者さんが登録をする。所有者さんが、例えば空き家の家財処分についての助成を受けるとい

った形になっておりますし、空き家の改修事業ですとか取得の補助についても、所有者さんが受け

るといったことで補助制度としては、スキームとしてつくっているものになっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 
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○１７番（古畑浩一君） 

これもう時間がないんでね、今度、総務文教常任委員会でやります。 

ただ、言っとくけど、不動産関係というのは面倒くさくて、いろいろな資格だとか、法令的なも

のだとか、不動産売買のための不動産物件何とか法だとかいろいろあるんだそうです。このいえか

つネットワークというか、一般社団法人空き家活用ネットワーク糸魚川さんは、誰もそれ持ってな

いんですって、その資格。だから、法令違反を指摘している業者もいるよ。これちょっとまずいか

もしんない。糸魚川市補助金出してるんだろ、５０万だっけな。あのとき来賓で一番上に座ってた

けどさ、中村課長、いい気になってると足すくわれるよ。大丈夫なら大丈夫でいいけどさ、でもち

ゃんとそこは調べておいたほうがいいよ。今度の総務文教常任委員会までちゃんと調べておいてい

ただきたい。 

時間がなくなってきたんで、次、行きますね。先に行っちゃいます。 

次ね、パブリックコメントですね。パブリックコメント、これ例の子育て支援、あのさあ何か議

員さんの話聞いてると、なんか自分の都合もいいように解釈して、１,５００万円じゃないわ。

１５億円や５,０００万が数字だけ独り歩きしているとか、またね、過去何年も協議してきて、今

さら反対するなみたいな意見もある。けどね、私４年間、その前の市議会議員やってないし。私が

１５億円の年間５,０００万のＤＢＯ方式でどうのこうのやりたいとかというのは、議会を通り越

して、パブリックコメントの公開資料の中で初めて知ったんだよ。今年、それまでは３億だ、

１０億だ、１２億だと言ってたんだよ。概要も全然できてなかった。それを何年も協議してきたと、

私は言わないでほしい。いかがですか。それとも保守には話してあったか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

井川副市長。 〔副市長 井川賢一君登壇〕 

○副市長（井川賢一君） 

今回パブリックコメントにかけた計画書の中で、１４億８,０００万円と５,０００万円というの

は、初めて出たものでございます。これについては、議会の皆さんにしっかり説明しないままパブ

リックコメントを出したということについては、本当に大変申し訳なく思っております。今後この

ようなことのないようにいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

つい先日ね、総務文教常任委員会もありましたけど、この子育て支援センターの内容なんか全然

協議してないんですよ、話してない、議長もいらっしゃったから分かったと思うけど。言ってみれ

ば、何だ、この件について審議したのは、ほとんどないんですよ。３月議会の中の常任委員会だけ

だろうと思うんですけどね。この具体的になってからね。パブリックコメントに載っけてから。そ

れなのに今さら、ずっと話し合ってきたみたいなことをおっしゃる議員さんがいるけど、そんなば

かなことはない。私にとっては２月からスタートですよ、これ。年数なんか何言ってんだ。補助金

が期限があるとか何とかって、また補助金の期限のことを言い出したね。これどうするんですか、
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補助金の期限。補助金の期限があるから早く決めなくちゃいけないんですか。あれ行政じゃなかっ

たかな。田原洋子議員か。補助金、期限付補助金があるから急がんならんと言ったん。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

お答えします。 

今までの一般質問の中にも出てきましたように、大火から駅北復興まちづくりという一連のもの

で動いてきまして、その中で子育て支援を中心にというところで、まちづくり戦略で皆さんの意見

を聞いて、まちづくり戦略ができたというところで、予算審査特別委員会のときに、基本計画、駅

北子育て支援複合施設の基本計画を私ども、そこでこの計画は、それによるものではない、たたき

台としてといったところで、集約がなされました。市といたしましては、この基本計画をたたき台

としてということであるので、これを、この基本計画をたたき台として、今後、総務文教常任委員

会で検討していただくというふうに思っております。当然、基本計画についても、提示させていた

だいた基本計画についても、パブリックコメントの取扱いも含めての基本計画ですので、そういっ

た点も含めて、たたき台として、ゼロではなくて、この基本計画をたたき台として、ご審議いただ

くというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

思い出したよ。質問したのは、ついこないだだね。田原洋子議員の質問の中にそれが出たんだよ

ね。持論として出てきた。 

でも今、磯野次長に言われた時点で、補助金の期限に何か左右されるもんじゃないというのは、

たしかやったよね。またそれも総務文教常任委員会でやろう。 

それから、このパブリックコメント、行政としてはまとめられましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

３月８日の総務文教常任委員会の際に、パブリックコメントの分類ですとかその辺の概要につい

てご説明をさせていただきました。その中で、７３件の意見を頂いたうち、３３件が今この先、実

施時、もしくは検討課題とするものということで、課題を認識したまま、課題を認識しているよと

いう状態で、この基本計画の修正案をまとめてございます。その中で総務文教常任委員会に諮るべ

きもの、あと実際の設計を進めないと分からないものというようにちゃんと仕分けをして、総務文

教常任委員会にお諮りするべきというものを、先ほどの次長の答弁でないですけど、総務文教常任

委員会で議論いただくという流れになると思います。 



－ 372 － 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

これはＡ、Ｂ、Ｃとランク分けしてあるけどさ、このランク分けはどういう意味ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

皆様からのパブリックコメントを頂いて、ご意見に反映します。これはご意見に反映しません。

そういう市としての判断をお示ししたものが、このＡからＤの記号でございます。今、Ｃの部分で、

その先送りにするやつが、７３の半分近くは、まだここでは決めきれていないですよという市の状

態をお示ししたものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

このパブリックコメント、これやっぱりすごい数ですし、読むだけでも大変ですよね。これやっ

ぱり市民のちゃんとさ、思いを自分の実名入りで行政のほうへちゃんと送ってきた。本来ならＡ、

Ｂ、Ｃとランクつけるもんじゃないでしょう、この中については。これご意見が書いてある。いい

か悪いか書いてあるんじゃないんだよ。ただ、ちゃんと根拠を示して、今回のこの計画につきまし

ては反対です。もしくはこれを造るなら、こうしてほしい、こんなお金があるんだったら保育支援

をもっと充実してほしいとか、これ書いてある。これ書いてある方がＣとかＤなの。そりゃおかし

いですよ。都市政策課だけしか読んでないの、これ。全課それぞれ読むもんだと思うけど、どうで

すか。市長どう思いました、市長。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

見ました。それ全て見さしてもらいました。 

○１７番（古畑浩一君） 

で、どう思ったかって、聞いてる。駄目、時間ないです。どう思ったか聞いたんじゃないですか。 

○議長（松尾徹郎君） 

読んで、市長がどのように思われたかということです。 



－ 373 － 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

いろんな意見を頂いておるというのを感じておりますし、いろんな考え方があるというのも理解

をさせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

あのね、見ましたか。見ましたという答弁、それからいろんな意見があるなと思いましたって、

人ごとみたい。これだけ書いてあって、真剣に皆さん書いてあるんですよ。ばかやろう、このやろ

うなんて、絶対書いてない。反対するにも、反対するなりの理由を入れて、こうやってちゃんと書

いてある。それやっぱり市民にちゃんと真摯に耳を傾けるべきじゃないですか。目も見えなくなっ

たし、耳も聞こえなくなったんですか。そういう市民の真摯の声を、ほかの議員みたいに忖度して、

よいしょして、さあやってくれって言ってんじゃないんですよ。やるならやるで市民の理解をちゃ

んと得るべきだと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

パブリックコメントだけが、私に寄せられた意見ではないと思っております。いろんな場面場面、

いろんな状況のとこで、子育て支援総合センターの複合施設については、ご意見を頂いています。

パブリックコメントもその中の一つとして捉えておるわけでありまして、そのような答弁にさせて

いただきました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

全然納得できませんが、これも総務文教常任委員会の中でやりましょうね。それから、まだ数が

残ってるんですけどね。 

五十嵐さん、駅周辺整備計画というのは、一体どうなったんすか。何年もたってるけど、やらな

いんですか。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 
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議員おっしゃるのは、主に駅北ばっかやって、駅南をというような趣旨のご発言かと思います。

現状は、今力が入っているのは、大火のこともありまして駅北ということは、誰もが明らかかと思

います。 

ただ、糸魚川市としては、立地適正化計画をぜひ機会があればご覧いただきたいのですが、糸魚

川駅を中心として、こういう四角で、ここのエリアを都市機能を充実していきたいという意思を、

大火に若干遅れるんですが、計画として示しています。今まだ駅南のほうに、ああいう優良な未利

用地があるんですが、そこの利活用の検討というところまでになかなか入っていけないところは、

ちょっと力不足というところもあるんですけど、そろそろ駅北のほうの計画が動き出せば、今度は

都市政策課としては、そちらのほうにシフトしていかなきゃいけないタイミングには、もう来てい

ると思っています。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

話を変わって、今度は大糸線存続の問題。先ほど来、いろいろ論議もありましたけど、これ例え

ば上下分離方式となった場合、国、県、沿線自治体の負担というのはどのぐらいになりますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えをいたします。 

まだそういうような上下分離に向けた議論の前にやるべきことがあるということで、利用促進の

取組をやっております。全体で年間１９年から２１だったですか、その３年間の平均で６.３億円

毎年赤字が出ている。あと、これを上下分離なのか支援なのか、いろいろな形あるかと思いますけ

ど、どういう形まですれば、ＪＲは存続するかとか、そういう上と下の分けるお話もしてないです

し、黒字にしてくれという話なのかとか、そういうお話自体もしてないということですので、全体

の赤字が６.３という、その部分でしか動いていない話でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○１７番（古畑浩一君） 

ＪＲはさ、経済的な、経営的なことしか言ってこない。 

ただ、大糸線というのは、関東直結の、いわゆる国策鉄道と言われてもいいんだ。これからの有

事の場合、絶対に必要な路線なんだから、今簡単に赤字だから廃線にするというわけにはいかない

ものであります。さすがにもう時間が来てしまいましたけどね。 

市長やっぱりね、全体、木を見て森を見ずと言いますけど、やっぱり全体を見て幾らかかるかと。

これからどれぐらいの金額がかかっていくのか、巨額な累積された問題もたくさんあります。１点
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豪華主義でさ、１つだけに１５億円もかけてる場合じゃないと言ってる。 

○議長（松尾徹郎君） 

時間が参りました。 

○１７番（古畑浩一君） 

それと、かけるならかけるでちゃんと採算性のある計画を立ててほしい。何回も言うように。時

間が来たようなんで、やめますけどね。限りある財源ですよ。 

終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、古畑議員の質問が終わりました。 

これで一般質問を終結いたします。 

以上で本日の全日程が終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後５時２７分 散会〉 
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